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プロローグ







「報告致いたします、閣下」

　執しつ務む室しつに置かれた高級机の前には、おおよそ似つかわしくない白衣姿の男性と、えんじ色のブレザーの制服を着た少女が、跪ひざまずいていた。

「待っていた。申してみよ」

　高級机の奥おくに悠ゆう然ぜんと腰こしを下ろし、閣下と呼ばれた男が口を開く。

「シャルスティア王国のクーデター未み遂すい事件、収束致しましたので、いつでも計画を実行に移すこと、可能となりました」

　促うながされ答えたのは、少女の方だった。まるで録音された音声のような、抑よく揚ようのない無機的な口調。

「音に聞くシャルスティアの名めい宰さい相しようとやらも、いささか期待外れであったな。クーデターが成功していれば、それに乗じて王女二人の引ひき渡わたしを要よう請せいするつもりであったが、ままならぬものよ」

　男は、傲ごう慢まんな態度で、勝手な願望を吐はき散らす。

「永きに亘わたり謀ぼう略りやくを巡めぐらせようとも、所しよ詮せん、邪じや神しんを意のままに操あやつろうなどと覚かく悟ごの足りぬ世よ迷まい言ごとでは、叶かなうものも叶わぬ。その点、余は違ちがうぞ？　この世界すべてを焦しよう土どと化す、その決意をもって臨のぞんでいるのだからなぁ？」

「「御ぎよ意い」」

　男の危険なセリフにも一いつ切さいの動どう揺ようを見せることなく、白衣の男性と制服の少女はすぐさま同意を示した。

「して、どうであった？　シャルスティアで王女二人の他ほかに、例の条件に見合う、生いけ贄にえは見つかったか？」

「はっ。極東の神国、日本よりシャルスティアに移住した者の中に、最適と思われる血統を発見致しました」

　再び、男の問いに少女が反応する。

「ほぅ、日本とな。そういえば、シャルスティアの切り札、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの小こ僧ぞうも日本人であったか？　ふふふ、魔ま法ほう五大国に列せられずとも、さすがの霊れい国こくであるな」

　男は、満足そうに頷うなずき、

「よかろう。それでは陣じん頭とう指揮は其そ方ちに任せるぞ？　直ちにシャルスティアに向かうのだ」

　椅い子すの背もたれに体重をかけたまま、背後を振ふり返かえる。

　そこには――ずっとその場に直立していたのだろうか――金属製の胸当てをつけた、まるで貴族の剣けん士しか何かのような、長身の若い女性が佇たたずんでいた。

「お任せあれ。必ずや、必要数の生贄を揃そろえてご覧にいれましょう」

　微び動どうだにせぬまま、女性はそう答えると。

　いつのまにか、どろりと、室内の影かげに溶とけ込むように、その姿を消し去っていた。







第一章　紅あかい騎き士しはご機き嫌げん斜ななめ!?







　プルルルルル……、プルルルルル……、ガチャッ。

「あ、親おや父じ？　そうそう、俺おれ俺おれ、湊みなと。あんたの息子むすこ。実は事故に遭あっちゃって、急にお金が必要になってさ。すぐに振り込んでくれよ、うん。……って、違ちげーよっ！　いつまでやらせんだよっ！　ってなんだよこのノリツッコミ！　あ？　たくさんの女の子たちと、毎日休む間もなくいちゃいちゃしてるそうじゃないか？　……どっ、どうしてそれをっ！　どこまで知ってるんだっ!?　俺のシャルスティアでの情じよう報ほう網もうを甘あまくみるな？　孫が多過ぎても困るからな？　そりゃ俺だって困るわっ！　そ、そうだな……。俺はまだ高校生だし、責任が取れるようになるまでは、節度をもった行動を……」

　日本から単身、シャルスティア王国にやって来て、早数すうヶか月げつ。その間一度も連れん絡らくを取っていなかった親父に、俺は国際電話で近きん況きよう報告をしておこうと思ったわけなのだが。

　まさか、女の子のことで親父に説教される日が来ようとは……。人生ってのは奥が深いもんだなぁ……。

「ん？　なに？　天国の母さんも喜んで……？　いや、あんたの成長しなさ加減に泣いてるだろ。は？　で、結局、誰だれを選ぶのかって？　五人全員嫁よめにするつもりか？　そ、それはだな……」

　そんなん、俺だって決められるわけねーだろーがっ！　俺は、二人以上の女の子と結けつ婚こんしたら犯罪になってしまう国で生まれ育ってんだぞっ!?

　はっ！　そういえば親父のやつもかつて、ソフィアとマリーのお母さん、女王様と副女王様の二人から好意を寄せられていたって話だよな……。

　ここはひとつ、人生の先せん輩ぱいとして親父のやつに助言を求めてみるのも手かもしれな……あっ！

　親父には、聞くまでもなかったな……。親父のやつはたぶん、両方取ることも、どちらか一方を選ぶこともできずに日本に逃にげ帰かえってきたのだ。

　そんで、俺を産んでくれた母さんと出会ったんだろうからな……。

「あん？　女の子にうつつを抜ぬかしてないで、きりきり働いてもっと仕送りしろ？　アホかぁーーーっ！　そもそも最初に支し払はらわれたっていう、俺の騎士就任の契けい約やく金きんみたいなのって、全額あんたが受け取ってなかったかっ!?　そのうえ、俺がシャルスティアに来る前の時点で、もう使っちゃったとかほざいてたよなぁっ!?　そんな超ちようスピードでいったい何に使いやがったんだっ!?　つーか、返せよっ！　金がないなら、あんた自身が働いて、今すぐ俺に返せーーーっ！　んぁぁ？　久しぶりに俺の声が聞けてよかった？　何いきなり親みたいなこと言ってやがんだ……、あ？　宅配便が来たから電話切る？　おっ、ああ、じゃあな……」

　ブツッ、ツーッ、ツーッ、ツーッ、ガチャンッ。

　あれ？　なんかおかしくね……？

　はっ!?

　あんのやろぉぉぉっ、都合が悪くなったんで、煙けむに巻まいて逃げやがったなぁぁぁっ!?

　汚きたない！　さすがアホ親おや父じ汚い！

　これじゃあ俺の方がアホみたいじゃねぇかよぉぉぉっ!?




　　　　　◇




「湊殿どのーっ、朝食の用意ができましたよーっ」

　新にい妻づまのように初うい々ういしいクリスの呼びかけが、俺の耳に飛び込んできた。

「う、う～ん、むにゃむにゃ。あ、あと五分……」

　ベッドの寝ね心ごこ地ちが良過ぎて、ついつい甘えた声を俺は出だしてしまう。

「湊様、制服はこちらにご用意してありますので」

　今度は、穏おだやかながらもちょっぴり艶なまめかしい雪ゆき花かの声が、耳元で囁ささやかれる。

　朝っぱらからハーレムな夢を見るなんて、俺にもホント困ったもんだなぁー、などと我ながら少し呆あきれたところで――。

　バチッと俺は、目を覚ました。

　そうだった。ここは、プリムヴェール学園の学園寮りよう、ソフィアとマリーの部屋なのだった。

　ソフィアとマリーがそれぞれ寝ねている、天てん蓋がい付きの二台のベッドのちょうど真ん中に、三台目のベッド――俺用に急きょ搬はん入にゆうされたものだ――が置かれていて。

　三台のベッドはすべてがぴったりとくっつき合って、あたかも一つの超ちよう巨きよ大だいなベッドといった様相を呈ていしていた。

　そこに合計五人の人間が寝るのだから、それでも広過ぎるということはない。

　そして今、その真ん中で、俺はようやく上半身を起こしたのである。

　年とし頃ごろの女の子たちの甘い香かおりが満ちた室内に。

　と同時に、胃い袋ぶくろを刺し激げきする美味そうな朝食の匂においも漂ただよってきた。

　ダイニングのテーブルには、すでにソフィア、マリー、リアマが腰かけている。

「リアマ殿どの、塩を取っていただけますか？」

「ウム、コレカ？」

「ありがとうございます」

　最初は人間の食事を手て掴づかみで食べていたリアマも、近ちか頃ごろはしっかりナイフとフォークを使えるようになっていた。

　とはいえ、半熟の黄身をほっぺにつけながらハムエッグにかぶりつく様は、とてもじゃないがレディーという言葉からは程ほど遠とおい。

　炎ほのおのように真っ赤な長ちよう髪はつと瞳ひとみ。小こ柄がらだが態度はデカい、というか威い厳げんに満ちている。それでいて、俺に対しては隙すきあらば甘えてくる。それが、リアマという女の子だ。

　そんなリアマから塩の入った小こ瓶びんを受け取ったソフィアは、パラパラとお上品に塩を振り、ナイフできれいに切った白身を口に運ぶ。

　スカイブルーのセミロングの髪かみに、サファイアブルーの瞳。立派なバストと勝気な性格がチャームポイントのお姫ひめ様さま。それがソフィア。

「リアマさん、バター、いかがですか？」

「ウム、イタダコウ」

　その横から、今度はマリーがバターの載のった小皿をリアマに差し出す。

　マリングリーンのふんわりとしたロングの髪に、エメラルドグリーンの瞳。はち切れんばかりの胸を持つ癒いやし系けいお姫様。それがマリー。

　リアマはバターをひょいっと指でつまみ、厚切りのトーストの上に。

　ガシュッ、と外はサックリ中はモッチリな音を立て、リアマはトーストを食い千切るのだった。

　三人とも、凄すごい馴な染じみっぷりだ。

　世界魔法五大国と呼ばれる、その筋では権けん威いがあるらしい、南洋の島国、シャルスティア王国。その王女であるソフィアとマリー。

　対するは、実際には火山姉神という女め神がみ様である、リアマ。

　なんて肩かた書がきを有する、一いつ般ぱん大衆とはかけ離はなれた――ひとりはもはや人類すら超ちよう越えつしてしまっている――美少女三人が、和わ気き藹あい々あいと朝食を取っている。

　この光景を見ても、さして驚おどろかなくなっている自分の方が驚きだ。

　それにしても、俺……しばらく自分の部屋に戻もどってないなぁ。俺は皆みなに悟さとられぬように、心の中でため息を吐く。

　もしかしたら、現在俺が置かれているこの状じよう況きようを、うらやまけしからんと思うやつが、いるかもしれない。

　だが、ちょっと待ってほしい。

　五人の美少女ときゃっきゃうふふな日常生活が送れる。それは確かに素す晴ばらしいことだろう。

　しかし、男には男特有の生理現象があるのであり。

　とりあえず一週間近く、俺は賢けん者じや状態になっていない。

　それでいて、とっても魅み力りよく的てきな女の子たちとのふとした身体的接せつ触しよくや、視覚、聴ちよう覚かくはもちろん嗅きゆう覚かくやときには味覚までも、いや、さすがにそれはどうかわからないが、とにかく五感に訴うつたえてくる様々な誘ゆう惑わくに絶えず晒さらされるわけで。

　それはもうつまり、生殺しもいいところなのだ。

　そのせいもあって、俺はいくぶんカリカリしていたらしい。

「リアマっ！　君がほいほい人間の姿で実体化するから、俺っ、なんつーかけっこう不自由な身の上になっちゃってるんですけどっ!?」

　ベッドの上から食しよく卓たくに向かって、思わず叫さけんでしまった。

　ソフィア、マリー、リアマが驚いた表情で、動きを止める。

「みなとハ……ワラワガキライカ……？」

　うるっと涙なみだを滲にじませた瞳で、リアマが尋たずねてきた。

「あっ、いや、ごめんっ！　そんなつもりじゃなくてっ……！」

　お、俺は何をやってるんだ。

　この場にいる誰も、俺を苦しめようとする意図なんかないってことは、まったくもって明らかなのに。

　むしろみんな、俺を喜ばせようとしてくれてばかりじゃないか。ああでもなんだろう、この痒かゆいところに手が届かないような、ムズムズ感は……！

「湊殿、何か不都合がありましたか……？」

　ポニーテールの金きん髪ぱつ碧へき眼がん。姫様二人の近衛騎士を務める美少女騎士クリスが、心配そうに近寄ってきて、俺の顔を覗のぞき込む。

　う～ん、その本音を口にできないのが、一番の不都合なんだよなぁ。

「湊様、ここでのお世話において至らない点があるのでしたら、遠えん慮りよなく仰おつしやってください。早そう急きゆうに改善いたしますので」

　ショートボブの黒くろ髪かみに黒い瞳。姫様二人の美少女世話係である雪花も、至近距きよ離りから申し訳なさそうに俺をじっと見つめる。

　そう、まだ朝の起おき抜けの時間帯、他のみんなが寝ね間ま着きのままというラフな格好をしている中で、雪花だけはきちんとメイド服を着ているのだ。偉えらい！　偉過ぎるぞ、雪花！

　それに引きかえ……、ああ、俺はなんて、精神的に未熟な人間なんだっ！

　と、俺がそんな自己嫌けん悪おに苛さいなまれていると、

「ふむ。ミナトをいったん家に帰した方が、よいのかもしれぬな」

　ソフィアが、冷静な口調で理解を示してくれたのだった。

「そうですね。私たちはミナトさんに無理やり、慣れない環かん境きようでの生活を強要してしまっていました……」

　マリーも、沈しずんだ声で続ける。

　みんながしょんぼりするのを見ると、いたたまれなくなってくるじゃないか。

　リアマはなんで四人がしゅんとなってしまったのか、わからないというか興味もない様子で、ひとりはぐはぐと朝食を貪むさぼっているわけだが。

　ぐぬぬ……、こんなことならいっそ、みんなが本心から望んでいるなら、俺、みんなと一線を越こえてしまえばいいんじゃないのか!?

　そうすれば、溜たまるものも溜まらなくなって、気が楽になるっていうか、みんな幸せになれ……るのか？　本当に!?

　ぬぁぁぁぁぁっ！　思春期の純じゆん粋すいな青少年の心を惑わさないでくれぇぇぇっ！

「とはいえミナトよ、朝食は要いらぬのか？」

「そうでした、ミナトさん、早くしないと食べる時間がなくなってしまいますよ？」

　まるで何事もなかったかのように、ソフィアとマリーはさらりと、言ってのけるのだった。

　なんていうか……、女の子たちの方が、俺よりずっとタフな精神構造をしてるんじゃないだろうか……？




　　　　　◇




　こんなふうに、俺たちは平へい穏おんを取とり戻しつつあった。

　というか、運命のルビー探たん索さくという使命を果たし、その所有者が俺になってしまったことで、ソフィアとマリーのどちらかが次期女王となりどちらかが副女王となる競争も必要がなくなってしまったので。

　その代わり、俺が王様にならなければいけないのだそうだが。

　つまり、ソフィアとマリー、そして二人の忠臣であるクリスと雪花にしてみれば、長く続いていた緊きん張ちようから解放され、学園生活において初めて自由な気分を満まん喫きつしているといっても過言ではないのである。

「そろそろ行きましょうか」

　クリスの言葉を合図に、皆次々とカバンを手に玄げん関かんへと向かう。

　すでに四人とも、えんじ色が特とく徴ちよう的てきなプリムヴェール学園制服に着き替がえ終わっている。

　その間、俺も別室で一人で寂さびしく……、いや、正確にはリアマに引っ付かれたまま、恥はずかしいようなくすぐったいような思いで、制服に着替えたのだった。

　ちなみに、リアマは俺にくっついているだけで、別にネクタイを締しめたりなんかはしてくれない。

「よし、リアマ、腕うで輪わに戻ってくれる？」

　リアマが人間形態と、運命のルビーが嵌はめ込まれた腕輪形態とを頻ひん繁ぱんに行ったり来たりするようになってから、もう一週間以上が過ぎた。

　なので、俺たちとリアマとの間には、だいぶルールみたいなものが整備されつつあるのだ。

「シカタアルマイガ、みなと、シバシノワカレトハイエ、サビシイゾ？」

　リアマはそう言って、俺に擦すり寄ってくる。

「ご、ごめんな、リアマ。けど、さすがに学園に連れてくわけには、いかないからなぁ」
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　リアマに抱だきつかれるたびに、ドギマギしてしまうのは変わらない俺なのだった。

　シュンッ。

　リアマの姿が一いつ瞬しゆんにして掻かき消えたかと思うと、俺の右手首に、キラキラと輝かがやく金の腕輪が装着されていた。

　バサバサッ。

　同時に、リアマが身につけていた衣服が、床ゆかに落下する。

　その中に、下着は含ふくまれていない。リアマってば、この先もずっとノーパンノーブラでいくつもりなんだろうか……!?

　などと俺が赤面しかかった、そのとき――。

　ピンポーンッ。

　インターホンが鳴った。

「はーいっ」

　靴くつも履はき終え、ほとんどノブに手をかける寸前だったクリスがそのままドアを開ける。

「ミナト、おっはよーっ」

「姫様ぁ、おはようございま～す」

「クリス、雪花、おはよっ」

　コレットと桜さくら子こと茜あかねが、並んで俺たちを出で迎むかえていた。

　栗くり色いろのツインテールの髪と瞳。庶しよ民みん的てきで愛あい嬌きようのある美……まぁそこそこ可愛かわいいと言えなくもない茜はかつて日本に住んでいた生きつ粋すいの日本人で、俺の小学校までの幼なじみだ。そして言うまでもなく貧乳である。

　その茜の親友、桜子はやはり日本人で、ところどころ跳はねた癖くせのある長髪と、常に人を食ったような表情を宿す瞳の黒色が、それを示している。また、茜に負まけず劣おとらずささやかな胸の大きさも、その民族にありがちな体質であるのかもしれない。

　コレットは俺の仲間内では最年少で、後ろで短く縛しばったピンク色の髪と、赤みがかった瞳が可愛らしい、俺にとって妹のような存在だ。ただ、コレットの生おい立たちは少々複雑で、現在は茜の家で暮らしているのだった。

　これも、ここ一週間くらいでお決まりになった光景である。

　俺がこの姫様たちの部屋に拉ら致ちされてきてから最初の三日くらいは、茜とコレットもお泊とまりに参加していたのだ。

　俺が姫様たちと一つ屋根の下で暮らすと聞いてカンカンだった茜も、その実情を自分の目で確かめたところ。

　ソフィア、マリー、クリス、雪花、おまけにリアマと、五人も女の子がいると、周囲の目を盗ぬすんでその中の誰かと問題のある行動に出て不適切な関係になる、などというのは事実上不可能であると悟ったらしかった。

　そう、この室内では、互たがいに互いが監かん視し者なのだ。

　ただし、もし誰かひとりといかがわしい展開に発展してしまうと、他ほかのみんなの理性がドミノ倒だおし的に決けつ壊かいして、全員で大変な事態へと突とつ入にゆうしそうな気がしなくもない。

　俺がエロゲーのキャラクターだったら、たぶん速そつ攻こうでぶっちぎってハーレムルートを三周くらいクリアしているのではないか。

　幸い、今のところそのような大だい惨さん事じには至っていない。俺たちの、貞てい操そう観念の高さに、乾かん杯ぱいである。

　とにかく、この状況を見届けて、茜とコレットは帰っていったのだが。

　以来、毎朝みんなを迎むかえに来るようになった。

　大人数で登校する楽しさに目覚めたのか、あるいは朝一で俺たちの関係に異変がないかを確かく認にんするためなのか……。

　まぁぶっちゃけ、学園寮は学園の敷しき地ち内ないにあるので、校舎までは十分もかからない程度の距離なんだけどな。

　いやでも十分近くかかるってことが、逆にびっくりだろ。どんだけ広いんだよ、このプリムヴェール学園……！

　なにしろ俺たちの通う高等部の他に、コレットが所属している中等部もあるわけだしな。

　って感じで、俺が玄げん関かん先さきで物思いに耽ふけっていると、

「今日はね～、実はもう一人連れてきてるんですよぉ～」

　桜子がグイッと、ドアの陰かげに隠かくれていた何者かを俺の視界の範はん囲い内ないへと引きずり出したのである。

「はぅぅ……、あ、あのっ、ぼくっ……」

　おっとりというか、おどおどというか、それでいて可愛らしくて高く澄すんだ声。

　それは、背の低い――コレットよりは少し高い、やや長めの坊ぼつちゃん刈がりで、くりくりとした黒目がちの、小動物みたいな印象の男の子だった。

　そして、

「私の弟の、硯すずり桃とう一いち郎ろうです。皆さん、よろしくぅ～」

　本人に先さき駆がけて自己紹しよう介かいを代弁してしまう、過保護な姉、桜子の姿が……。

「コレットちゃんとも同じクラスだし、そろそろみんなに紹介しておきたいかな～って思いましてぇ」

　桜子はちょっぴり照れたように、言う。

　その様は愛情たっぷりに、かいがいしく弟の世話を焼いているようにも見える。

　なんだか桜子の意外な一面を覗いてしまったと、俺おれはなぜか妙みように狼狽うろたえるのだった。

　すると、

「モモはねっ、女子の制服もすっごく似合うんだよっ」

　コレットが、いきなり意味不明の発言。

　モモっていうのは、桃一郎くんのあだ名だろうか。つまりコレットと桃一郎くんは、すでにそれくらい気安い仲ってことなんだろうな。

　コレットの兄貴分として、俺は少々寂さびしいような嬉うれしいような、どうにも複雑な気分になる。

「もうっ、桜子ったら桃一郎くんを自分の趣しゆ味みの玩具おもちやにしちゃってるんだからっ。好きなアニメとかゲームのキャラのコスプレを、しかも女の子のキャラばっかり、桃一郎くんにさせてるのよっ？」

　続けて茜が、闇やみに蔽おおわれていた桜子の所業をついに暴ばく露ろしてみせたのだ。

　やはり、違ちがったか。

　桜子に限って、己おのれの私利私欲と無関係なところに、他人への親切なんてものがあるはずがないとは思っていたのだが。

　肉親であっても、いや肉親であるとさらに、桜子の魔まの手は執しつ拗ように伸のびるようであるらしい。

　なんて俺も、桜子に対して相当酷ひどい評価をしているかも……。

　と思いかけたところで、俺の脳のう裏りにはこれまで散々桜子におちょくられてきた過去が浮うかび上あがってくるのだった。

　やはり桜子は悪あく魔まの化け身しんという理解で、おそらく間ま違ちがいない。それが、このプリムヴェール学園での、常識。

「は、はじめましてっ、皆さん……、よろしくお願いします……」

　ようやく桃一郎くんが、かなり緊張気味に挨あい拶さつする。

　ん？　なんだろう……。

　俺は一瞬、それが極きわめて珍めずらしい体験であったため、自分で自分の感覚が理解できなかった。

　だが、間を置いて、しっかり反省してみると、その輪りん郭かくがはっきりしてくる。

　うわっ、やっべ、マジやばい！

　今さっき、ぞくぞくって俺の背筋を駆かけ上がってきたものは、禁断で背徳的な劣れつ情じようだったのだ！

　実際には俺が知る由もない、桜子と桃一郎くんのやり取りが、自動的に脳内再生されてしまっていた。

「やっ、やめてよぉ～っ、お姉ちゃぁ～んっ」

　はらはらと泣なき崩くずれながら、か弱くも抵てい抗こうする桃一郎くんを、

「へっへっへぇっ、大人しくしなぁっ」

　じりじりと追おい詰つめる桜子。

「嫌いやぁ～～～っ、堪かん忍にんしてぇっ！」

「げへへへへっ、泣こうが喚わめこうが助けなんざ来ねぇぜっ！　諦めるんだなぁっ？」

　ビリビリビリィィィッ！

　いや、いちいち服を破いてたら、桜子の家の家計は大変なことになりそうだが。

　そんなふうに、可愛らしい弟にコスプレ、しかも女装を無理やりさせるなんて、すっごく癖になりそうじゃねーかよぉぉぉっ!?

　似合う。桃一郎くん……この子なら絶対に似合う。まさに十年に一人の逸いつ材ざい!?

　俺は、桜子の気持ちが、わかる気がしてしまったのだ。

「うむ、こちらこそよろしくな、モモよ」

「よろしくお願いしますね、トウイチロウさん」

「よろしくお願いします、桃一郎殿どの」

「以下同文です、桃一郎様」

　初対面の四人が、次々に声をかける。

　俺は、妄もう想そうしていて流れに乗のり遅おくれてしまった。

「みんな、桃一郎って長過ぎて呼びにくいでしょ？　ソフィア様みたいにモモでいいですよぉ～？」

　桜子がすかさず、そう提案する。

「そっか、じゃあよろしくなっ、モモ」

　言われるままに乗っかってみた俺だったが、よく考えると、男子なのにモモって呼ばれることについて、本人はどう思っているのだろうか……？

　心配になって表情を窺うかがおうとした俺に、

「風かぜ原はら湊さん、ですよね？」

　桃一郎くんが、身を乗り出だしてきたのだった。

「あ、ああ、うん」

　美少年に熱視線を向けられ、なぜか俺の鼓こ動どうは速まる。

「姫様たちの神しん託たくの騎き士しの……。ぼくっ、湊さんに憧あこがれてるんですっ！」

　人からこんなふうに言われるのは、初めての経験だった。

「ちょぉっ、桃一郎くんっ!?　湊なんかに憧れるなんて、人生をドブに捨てるようなものよっ!?」

　茜がすぐさま、お決まりのネガティブキャンペーンを展開する。

　そう、これが幼なじみクオリティ、俺についての独断と偏へん見けんによる、茜にとっては常識的な反応なのだ。

「いえいえ茜殿どの、シャルスティア騎士にとって、神託の騎士は最も栄えい誉よある存在。それを言うなら私だって、湊殿どのは憧れですよ……？」

　ポッと頬ほおを赤らめながら、クリスが反論してくれる。

「いや、アカネの言わんとすることもわかるぞ？　こやつの女性への接し方のだらしなさは、もはや国宝級と言っても差さし支つかえあるまい」

　と、ソフィア様から手厳しいご意見が炸さく裂れつした。

「でぇぇぇぇぇっ!?　それはちょっと、あんまりじゃありませんかっ!?」

　俺は必死に抗こう弁べんするも、

「確かにミナトさんは、ファルバザードの三皇女様にもデレデレして、見境がなさ過ぎなところがありますよね？」

　マリーにまでダメ出しをされてしまう始末だ。

「ですが、このどこまでも限界を感じさせない見境のなさを失ってしまったら、それはもう湊様ではない別の何かかもしれません」

　そして雪花の全然フォローになっていないフォローと、

「うわぁ、散々な言われようだねぇ、湊くぅん？」

　完全に他人事として高みの見物を決め込んでいる桜子。

　うん、まったく問題ない、平常運転だ。

「ははは、まぁ、それはそれとして。モモ……桃一郎くんも騎士になりたいのかい？」

　乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かしつつ、俺は話題を変える。

「そう……ですね、なりたいってずっと思ってたんですけど、僕ぼく、身体があまり丈じよう夫ぶじゃないので……。今は何か違う方法で、強くなれれば、人の役に立てる職業に就つければって思います」

　桃一郎くんは、声のトーンを落として、それでもありのままの思いを答えるのだった。

　コレットと同級生なら、まだ中学一年生だろうに。将来のことをしっかり考えているなんて、偉いなぁ。

　はっ、それを言ったらコレットなんか、世界的なフルート奏者っていう、びっくりするような仕事をすでに持っているんだった。

　本人のノリの幼さとのギャップでついつい忘れがちだが、侮あなどれないお嬢じようちゃんだぜ。

　ってどうも思考が脱だつ線せんしてしまうんだが、

「えっと、桃一郎くん……、名前、モモって呼ばない方がいいのかな？」

　俺はようやく、聞きたいと思っていた内容を口にしてみる。

「いえ、それは別に。僕が欲ほしい強さは、名前の呼ばれ方、とかじゃなくて……むしろ、そんな小さなことを気にしないでいられる強さなんだと思いますから」

　桃一郎くん……いや、モモは、俺の目をまっすぐに見返して、きっぱりと言い切った。

　なんてこったい。その心意気が、もう立派に、強い人ってやつだぜ？　とは、俺が恥ずかしくて、言えなかった。

「それに、コレットちゃんにモモって呼んでもらうのは、嬉しいですし」

　モモは、にへらっと、俺が得意そうな弛し緩かんした表情を見せる。

　おっと、予想外のコメントも飛ばせるとは、ますますやりおる。

「えへへ、モモってばかわいいなぁ♪」

　それを見て、コレットは満足そうにモモの頭をナデナデする。

　あら、ちょっと奥おくさん？　この二人の雰ふん囲い気き、なんだか怪あやしくありませんこと？

　色いろ恋こい沙ざ汰たなんて、コレットにはまだ早い！　お父さんは許しませんよっ!?　思わず激げき昂こうしそうになる俺だが、落ち着け。まずは落ち着け。

　モモはきっと、コレットがお姉さんっぽく振ふる舞まえる数少ない相手なんだろうから、そこがコレットのお気に入りなのさ。

　そうさ、それだけさ。いや、俺はそんな、モモに嫉しつ妬としてるわけじゃあないんですよ？

「わかった。じゃあ俺は、敬意をもってモモって呼ばせてもらうな」

「はい、湊さん」

　俺とモモはこうして、熱い友情の視線を交こう錯さくさせるのだった。

「ってわけでみんなも、モモって……ああ……」

　そう言いかけて、俺は口くち篭ごもる。

　俺やソフィアみたいに呼び捨てじゃないと、モモさんとかモモ殿どのとかモモ様って、なんか間ま抜ぬけじゃないか？

　そこを気にしなければ、確かに大物の証あかしかもしれないが。

「皆みな様さま、もう出ませんと、遅ち刻こくが確定してしまいます」

　雪花が、冷静な口調で警告を発する。

「おお、そうであったな」

　ソフィアが答え、先せん陣じんを切ると、みんなその後に続いた。




　学園寮りようの玄関を出ると、石いし畳だたみが敷しかれた道が左右二つに分かれていて、一方が高等部に、もう一方が中等部へと続いている。

　総勢九人でぞろぞろとここまで来た俺たちだったが、残念ながら二人お別れとなる人物がいた。

「じゃあ、コレット、モモ、いってらっしゃい、だな」

　俺は中等部の方向へと、二人を送り出す。

「うんっ、ミナトたちもお勉強がんばってねっ」

「げっふんげっふん！　あ、ああまぁほどほどにがんばる……」

「あんたは学業全力でがんばんなさいっ！」

　コレットに返された言葉で動どう揺ようした俺は、ドカッ、と茜に鞄かばんで背中をしばかれる。

　痛いってぇし！　あれでもなんだろう。久しぶりに、茜の凶きよう暴ぼう性せいの餌え食じきになった、このヒリヒリとしたトキメキみたいなものは……？　って俺Ｍじゃねぇし！

「モモと一いつ緒しよに登校すれば、寂しくないねっ。もっと早くこうすればよかったなぁ」

「ほんとだね」

「行こっ、モモっ」

「うんっ」

　仲良く手を繋つないで、パタパタと駆けていく二人。

　芽め吹ぶく春の予感？

　とはいえシャルスティアは、常とこ夏なつの南国なのだった。




　若い二人を見送って、俺たちも高等部へと歩き出す。

「ところでソフィア様、マリー様、そろそろ湊を一人暮らしに戻もどしませんか？」

　すると茜が、知ってか知らずか、俺たちが部屋を出る前にしていた話を再び振ふってきたのである。

「やはり茜殿も、その方がよいと思われますか……」

　クリスが真しん剣けんな口調で、それを受ける。

「う、む。そ、そもそも此こ度たびのどっ、同どう棲せい……どっ、同居生活はじゃなっ」

　ソフィアが過か剰じように顔を赤らめ言いよどむのを、

「ミナトさんがシャルスティアの国王となったとき、つまりソフィアと私の夫となった際の、結けつ婚こん後のシミュレーションというつもりだったのですが」

　マリーが引ひき継ついだ。

　いやんそんなっ、結婚なんて生々しいっ！

「もしそうなった場合は、湊は王様になって、あの大きな宮きゆう殿でんの中に自分の部屋が与あたえられるわけですよね？」

　茜が珍しく、癇かん癪しやくを起こさずに淡たん々たんと問う。

　なにそれ逆にこわい。

「そうなりますね」

　マリーの表情も穏おだやかなままだが、なんだか見ている俺は冷や冷やしてきてしまう。

　だ、大だい丈じよう夫ぶだよな？　実は透とう明めいな火花が散っているとか、ないよなっ？

「湊が王様になったら、ソフィア様やマリー様と四六時中べったりってことになるんですか？」

「いえ、国王の公務は忙いそがしいでしょうから……」

　平常心のマリーに比べ、

「人目を気にせず一緒に過ごせるのは、夜眠ねむるとき、くらいになるかのっ」

　ソフィアは声を上ずらせながら、答えた。

「で、湊が王様になるとしたら、それはいつなんですか？」

「ミナトがプリムヴェール学園を卒業してから、ということになるであろうな」

　茜による、姫ひめ様さまたちへの質問攻ぜめはなおも続く。

「それだと、ソフィア様とマリー様は一年先に卒業してしまいますよね？」

「うむ。おかげで、思わぬ猶ゆう予よができてしまうでのぅ。ならば大学にも行ってみようかと、マリーとも話しておるところじゃ」

「そうなると、クリスと雪花も合流するとしたら、湊が卒業したさらにその一年後？」

「であるな」

「もちろん、アカネさんも卒業と同時に、ミナトさんの後宮に入ってくださって構いませんよ？」

「「ぶっ！」」

　マリーの天然発言に、俺と茜はピッタリとタイミングを合わせて吹ふき出す。

「こここここっ、後宮なんてシステム、本当にシャルスティアにあんのかよっ!?」

　ニワトリの物もの真ま似ねかってくらいキョドりつつ、俺は尋たずねた。

「無論、そのような破は廉れん恥ちな制度が、このシャルスティアにおいて過去に存在した例ためしはない。一夫多妻とは言っても、あったのはあくまで、王女二人が神託の騎士の妻となったケースのみじゃっ！」

「ですので、表向きはみんなで宮殿勤めをするって形になると思います。クリスと雪花は今まで通り私たち付きの騎士と世話係でもいいですけど……。アカネさんなら、宮きゆう廷てい付きの科学者とか？」

　ソフィアとマリーは、俺を国王に迎えた場合のプランを披ひ露ろうする。

「そうなれば、ミナトには私たちの子――シャルスティア王国の世よ継つぎを作ってもらわねばならぬが」

「私とソフィアに、それぞれ女の子の赤ちゃんが一人ずつ生まれると思います。その子たちは、私たちから空と海の女め神がみの加護を引き継ぐことになりますね」

「そしてもし、クリスや雪花もミナトの子を望むのであれば……わ、私たちは、それを拒こばもうとは思わぬ。あ、アカネの子も、な……」

　ソフィアは、自分自身のかなり大だい胆たんな発言にいくらか抵抗を感じているようだが、それでもなんとか言い切ってみせる。

「野球やサッカーのチームが作れるくらい、兄弟がいっぱいの家庭ができますね」

　一方、マリーの感想はいつも、あまりにも呑のん気き過ぎてどこか少しずれている気がするのだが。

　ゴクリ……。
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　俺は卒業までに、そもそも国王になるのか、また、なるのだとしたらソフィアとマリー、この二人と子作りするのは確定として。

　他に、クリス、雪花、茜ともそういう関係になるべきかどうかも、考こう慮りよしなければならないわけか。

　いやいやいやいやいやいや！　何かが、そもそも前提となるものが、おかしい気がするのはなんでなんだぜっ!?

　俺が激しく混乱している横で、

「とりあえず……、そんな一年以上先の話は置いておいてですねっ」

　茜は見事に、すぐには解決策の出なそうな難題を先送りしてみせる。

「それよりも今はこれですっ。見てください！」

　と言って茜が取り出したのは、キッチンタイマーによく似た形状の、小型の機械だった。

「な、なんなんだ、それ？」

　俺が尋ねると、

「実は今朝、姫様たちの部屋に来る前に、湊の家に寄ってきました」

　茜は説明を始めた。

　そうだった、茜のやつは、一人暮らしである俺ん家の合あい鍵かぎを持っているのだった。俺がシャルスティアに引っ越こしてきて、プリムヴェール学園登校初日から朝起こしに来やがったもんな。流出経路については、おそらく親おや父じが手を回したのだろう。

　雪花もたぶん、同じく合鍵を持っているはずだ。雪花は俺の許可なく、何度か上がり込んできているからな。こっちは姫様たちの権限で、手配したに違いない。

　さて、問題は、なぜ茜が現在無人の俺の家に行ったのかだ。

「湊の部屋に、魔ま力りよく測定器を設置してきましたからっ、もう大丈夫ですっ！　リアマさんが実体化したら、すぐにこの携けい帯たい型がた受信機が感知して、アラームが鳴る仕組みです！」

　そういえば、俺を自分の家に戻す話をしていたのだった。

　もともと人間化したリアマが、俺に懐なつき過ぎで常にくっついてくるので、二人きりだと間違いがあってはならない、というのが俺が姫様たちの部屋に連行された理由だった。

　おまけに、人間の姿で実体化するリアマは必ず全ぜん裸ら状態だってのも、みんなが目くじらを立てる原因なのだが。

　とにかく、本来女神様であるリアマは、人間形態でも強大な魔力を放出している。なので、実体化した瞬しゆん間かんに魔力数値が急きゆう上じよう昇しようする性質を利用しようというのだ。

　茜の家から俺の家までは、徒歩で五分程度。自転車などを使えばあっという間に到とう着ちやくできる。

　アラームが鳴った直後に飛び出せば、俺が万が一リアマにいかがわしい行こう為いをしようとしたとしても、ギリギリのところで未然に防げるだろう。

　いや、俺の名めい誉よのために、神に誓ちかってそんな狼ろう藉ぜきは働かない……、と言い切れる自信はないかもしれない……。だってリアマってば、すごい積極的なんだもん。

　つまりこの措そ置ちは、俺にとってもありがたい保険であるのだった。

「ふむ、なるほどのぅ。一応、ミナトを信じておる……いや、信じたいが、それがあれば、ミナトが乱心した際に直ちに駆けつけられるというのじゃな」

　腕うで組ぐみをして感心する様子のソフィアに、なぜかギロリと睨にらまれてしまう。

「実際、相当へたれな湊様ですので、監かん視しなしでリアマ様と二人っきりになったとして、せいぜいリアマ様に押おし倒たおされキスをされる程度。その確率も二割くらいではないでしょうか」

　酷い！　雪花の可愛かわいらしい唇くちびるから、あまりにも辛しん辣らつな言葉が吐はき出されたのだ。

「二割もあったら、五回に一回は妊にん娠しんしちゃうってことだよねっ!?」

「そうですよ、ミナトさんがリアマさんほどの美少女にキスなんてされてしまったら、そのあとを拒めるはずがありませんもの！」

　クリスとマリーが、即そく座ざに危機感を露あらわにする。

　なんかみんなどんどん、俺に対する見解が茜的になっていく気がするんだが……。

　それに俺、マリーとソフィアとはキスしたことあるじゃん！　でも、二人ともまだ妊娠してないじゃん！　まぁそれは、魔ま法ほうをかけるためだったんだけどさ。

　ってか、あれか？　純じゆん真しん無む垢くなクリスたんは、まさか高校生にもなってキスで赤ちゃんができるって思ってるってか!?

　ならいっそ、認めちゃうか。俺は安心安全のへたれ野や郎ろうですよ？　って。

　そうなると、雪花の評価がズバリ当たっているってなって、それはそれで俺としては面おも白しろくないんだよなぁぁぁっ。

　あと、一番根本的な疑問として、神様と人間で子作りってできるもんなの？　ギリシャ神話とかで、聞いたことあるかも？　できるのかやっぱ、できちゃうのかぁぁぁっ!?

　ああダメだ。なんだろう。すごい詰んでる感を感じる。今までにない何か熱い詰んでる感を。

　うえ～ん、女の子、怖こわいよぉ。俺、このまま女性恐きよう怖ふ症しようになっちゃったりしてっ!?　散々美お味いしい目にばかり遭あってきたものの、度が過ぎるのも良くない、という好例ではないだろうか。

　俺はここにきて、今までのツケを一気に払はらわされているような、そんな気がしてくるのだった。

「それにしても、茜、このところずいぶん魔法科学の勉強、がんばってるよねぇ？」

　そのとき、桜子がさすが親友らしい問いを投げた。

　そうなのだ。それに関しては俺も、声を大にして指し摘てきしたかったところなのである。

　茜は、魔法科学研究の権けん威いである親父さんに最近、自主的に色々と教わってるみたいなんだよなぁ。

「茜殿、世界的に有名な野の々の山やま博士の二世として、その名が知しれ渡わたる日も近いのではありませんか？」

　クリスに煽おだてられ、

「や、やだなぁっ、クリス、そんな大げさなこと言わないでよっ」

　茜は、顔を真っ赤にして恥はずかしがる。

「謙けん遜そんせずともよい。アカネよ、そなたが学園に新しく設立した魔法科学部、期待しておるぞ」

　ソフィアも、茜の功績を素す直なおに讃たたえた。

「うぉっ、いつのまにそんなものをっ!?」

　なんだよなんだよ、俺がぼけーっと呆ほうけている間に、周囲は目まぐるしく変化していっているこの感じは……!?

「ミナトよ、というわけじゃ。そなたがそなたの家に帰ること、認めようぞ」

　ソフィアの口からようやく、朝食時からの議題についての結論が、発せられた。

「そっか、じゃあ今日学園から帰ったら、荷物をまとめますかね」

　と言っても、数日分の着き替がえと携けい帯たいゲームくらいしか、持ち込んでないんだけどな。

　俺おれはほっとしたような、ちょっぴり寂さびしいような気分になる。

「今まで窮きゆう屈くつな思いをさせてすみませんでした、ミナトさん」

　マリーに謝あやまられ、

「いやいや、みんなと一緒に過ごせて、すごく楽しかったよ。けど、まぁ、その、俺にもプライバシーってものがありまして、そこが、なんとも……」

　俺はごにょごにょと、最後の方はお茶を濁にごして弁解するのだった。

「そうじゃ、もう一つ、皆みなに伝えておく話があった」

　そこでふと、思い出したようにソフィアが手のひらをポンと鳴らした。

「あら、ソフィア、アシエルのことをついでに話してしまうんですか？」

　すぐに、マリーがその意図を汲くんだらしく、尋ねる。

「アシエルがどうしたんだ？」

「アシエル先せん輩ぱいですか？」

「アシエル殿の？」

「アシエル様がどうなさったのですか？」

　俺も茜もクリスも雪花も、ほぼ同時に聞き返した。

　全員、その名前を頭に思おもい浮うかべる際には、いくぶんの緊きん張ちようを孕はらんで。

　ほんの十日ほど前、このシャルスティア王国を震しん撼かんさせた大事件が起こった。それは、王家の転てん覆ぷくを目もく論ろんだ宰さい相しよう家によるクーデター未み遂すい。その首しゆ謀ぼう者しやの一人が、宰相の息子むすこであり、俺たちの仲間でもあるはずだった、アシエル・アルカサルその人なのだ。

「うむ。アシエルは、近日中に釈しやく放ほうされる見通しとなった」

「ええ。もう少ししたら、プリムヴェール学園にも復帰できるそうです」

　俺たちの顔色をやや窺うような感じで、ソフィアとマリーはゆっくりとそう続けた。

「そっか、アシエルが……帰ってくるんだな」

　俺にとってアシエルは、シャルスティアに来てから、結果的に一番深く関係を結んだ男子だと言える。

　そう考えると、別に「アッー！」な意味じゃなくて、なんだか感かん慨がいが滲にじんでくる俺なのだった。

「アシエル殿は……、もう、その、大丈夫なのですか？」

　するとクリスが、少々言い辛づらそうにしながらも、問う。

　クリスの懸け念ねんも理解できる。

　結局、クーデターに失敗し、捕とらえられた宰相とアシエルは、女王様のお沙さ汰たにより、コレットが召しよう喚かんした魔ま物ものによって罪人の心を浄じよう化かするという、コレットの故郷、トランカナン共和国に伝わる伝統的な刑けいに服したのだ。

　俺たちも、王宮の地ち下か牢ろうに併へい設せつされた、刑けい罰ばつ執しつ行こう室なる場所で頑がん丈じような鉄の扉とびら越ごしに、その悲劇とも喜劇ともつかない刑が行われるのを直に耳にしている。

　ただ、そんな冗じよう談だんみたいな刑だったからこそ、宰相とアシエルが本当に改心し、王家に対し真の忠誠を誓えるのか、半信半疑となってしまうのも仕方がないと言えるだろう。

　けれど、

「うむ。あやつなら、再びしっかりと己おのれの職務を果たし、必ずや私たちの力となってくれるであろう」

「ええ、きっと……」

　ソフィアとマリーは、俺たちの疑いの念を、きっぱりと否定してみせた。

　そんな姫様二人の、人々の上に立つ者の風格に打たれつつ、俺自身も、信じていいと思うのだ。

　宰相に比べて、アシエル自身の中では、王家への憎にくしみはそれほど強くなかったのではないかと、俺は感じている。

　そして俺が自信をもって言えるのは、ソフィアとマリーは、臣下が裏切りたくなるような主君では、断じてない、ということだ。

　二人と出会ってまだ数すうヶか月げつしか経たっていない俺でさえそう思うのだから、俺よりもずっと二人と付き合いの長いアシエルならば、絶対に俺と同じ思いだと、信じないわけにはいかないのである。

「それにな、アシエルの父、アベラルドが宰相から退くと、自ら宣言したのだ。アベラルドは、これまでの己の罪を反省し、隠いん居きよするそうじゃ」

「なので、現在シャルスティア王国には宰相は不在……、その間アシエルには宰相代理としてがんばってもらうことになりました」

「無論、アシエルがプリムヴェール学園を卒業次し第だい、そのまま正式に宰相に任命されるであろう」

　ソフィアとマリーは、さらに交こう互ごに説明を加える。

　なんだよ、もうそこまでソフィアとマリーからも、女王様たちからも、信しん頼らいを取とり戻しているんじゃないか。さすがだなぁ、アシエル。

　俺はなぜか柄がらにもなく、それが自分のことであるかのように嬉うれしくなる。

「それじゃあ復帰早々、アシエルにとっては忙しい日々がしばらく続きそうだな」

　俺の言葉に、

「そうですね」

「過労で倒れないようサポートいたしましょう」

「なんだか、ほっとしました」

　クリスも、雪花も、茜も、晴れ晴れとした顔で返すのだった。




　などと、ずいぶん喋しやべり倒たおしながら歩いてきた俺たちだったが、ついに――。

　今ある姿で十分観光名所にもできそうな、重じゆう厚こうで荘そう厳ごんな校舎が、俺たちの前に聳そびえ立たっていた。

「んじゃまっ、今日も一日、学生の本分に精を出だしますかっ」

「湊様がご乱心です」

「湊っ、熱でもあるのっ!?」

　雪花と茜が、俺の本気を即座に茶ちや化かし、みんなで笑い合う。

　そうして玄げん関かんを潜くぐり、三年生であるソフィアとマリーは三階、二年生の俺と茜は二階、一年生のクリスと雪花は一階にある、自分たちの教室へと向かった。




　　　　　◇




　放課後。

　制服姿で一いつ般ぱん生徒の中に溶とけ込んでいる――そうは言っても、皆視線を向けてはしばし見み惚とれているわけだが――姫様二人が、珍めずらしく俺と茜の教室にやって来たのである。

「アカネさーんっ、お待たせしましたぁっ」

「今から魔法科学部の部室に、行けばよいのかな？」

　教室の開いた扉とびらから中を覗のぞき込むように、マリーとソフィアが声をかけてきた。

　もちろんその背後には、やはり制服を着たクリスと雪花も控ひかえている。

「おっ、姫様たちと予定があるのか？」

　帰り支じ度たくをしていた俺は、横にいる茜に尋ねた。

「うん、魔法科学部で魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつ実験をそろそろ始めようかと思って」

「んん？　そんなもん抽出して、どうすんだ？」

　魔力抽出といえば、今朝もソフィアの口から少々話題の上った、シャルスティア王国宰相アベラルド・アルカサルとその息子アシエルが、リアマを捕らえ謀む反ほんを起こそうとした事件で、まさに強ごう引いんに決行されたものだ。

　俺はその言葉に対して、あまりいいイメージを抱いだけないのが本音だった。

「ほら、アシエル先輩がつけていた、魔ま法ほう制せい御ぎよチップがあったでしょ？　あれって、魔法が使えない普ふ通つうの人でも空を飛べるようになったりして、とっても便利だと思うのよね。例えばクリスが身につければ、すごい戦力アップよ？」

　茜は純じゆん粋すいに、目を輝かがやかせている。

　確かに、クリスも最近俺たちの周りに現れる敵の強力さに、己の戦せん闘とう力りよくの伸のび悩なやみを気にしている節があった。

「まぁ、そうかもしれないが……。あれ？　ってことは、ソフィアとマリーから魔力を抽出するつもりか!?」

「うん、今日はね。そのうち湊にもお願いしたいんだけど……ダメ？」

　茜は、俺の顔色を窺うかがうように、問う。

　リアマの件では、リアマに苦痛を与え、無理やり魔力を奪うばったからこそ、問題があった。

　今回は、ソフィアとマリーが自分たちの魔力を抽出されることに同意している。

　あとは、その取り出した魔力の使い方次第。誰だれにも迷めい惑わくをかけず、人々の役に立つ使い道を、見つけられるのだろうか……？

「そ、そうだな……。もう少し、考えさせてくれ」

　即そく断だんできずに、俺は言葉を濁すのだった。

「であるゆえ、ミナトたちは先に帰ってよいぞ」

　ソフィアからは、そんなお達し。

「なら、そうさせてもらうか」

　自分の家に戻るための準備をしようと考えていた俺にしてみれば、断る理由はない。

「はい、行きましょう」

　すると、クリスが答え、こくり、と雪花も頷うなずく。

「クリスと雪花も帰るんだ？」

　いつも姫様たちにぴったりと寄より添そうように付き従っている二人が、姫様たちを残しての帰宅を選せん択たくするとは予想外だったので、俺は聞き返した。

「本日、古代シャルスティア魔法文明博物館より、宅配便が届く手て筈はずになっておりますので」

「私も、とあるところに打だ診しんした便りの返事が来ているのではないかと」

　どうやら雪花もクリスも、それぞれ用事があるらしかった。




　俺とクリスと雪花の三人で、帰路につく。

　朝来た道を逆方向に進むだけの、簡単なお仕事です。

「雪花は、アミナさんと頻ひん繁ぱんに連れん絡らく取ってるのか？」

　俺は歩きながら、疑問だった点を尋ねてみる。

　アミナさんというのは、古代シャルスティア魔法文明博物館の若くて巨乳でメガネな館長さんで、俺たちは強化合宿で大変お世話になったのだった。

　中でも雪花は、博物館滞たい在ざい中にシャルスティアの神話についての興味を深め、大きな手て柄がらを立てるとともに、アミナさんから博物館所蔵の本を自由に持ち出せる許可を得たのである。

「はい、お借りしている書物を送り返したり、今日はまた新しいものを二十冊ほど送っていただきました」

　やっぱり届く予定の宅配便の中身は、大量の古代シャルスティアに関する文ぶん献けんであるらしかった。

　雪花の謎なぞが解け、俺は残るもう一人に、焦しよう点てんを移す。

「クリスは、どっかに手紙でも出したの？」

「ええ、それなのですが……」

　クリスが真剣な面おも持もちで何事かを切り出そうとした、そのときだった。

「クリス様っ」

　学園寮の方向から、こちらに近付いてきつつあった人ひと影かげに、鋭するどく呼びかけられたのだ。

　顔を横に向け合っていた俺とクリスは、驚おどろいて前を見た。

「あなたは……！」

　クリスが相手の姿を認め、目を見開く。

　クリスは、その人物――女性と面識がある様子だった。

「頭かしら木ぎ家、お館様の命により推参いたしました」

　厳格そうな声こわ色いろで、女性が告げる。

「し……の？　偲し乃のだよねっ？」

　自身の記き憶おくを手た繰ぐり寄せるように、クリスが尋ねた。

「はい、クリス様の幼少の砌みぎり、世話役を務めさせていただきました朧おぼろ部べ偲乃にございます」

　深い紫むらさき色いろをした桔き梗きよう柄がらの着物を着て、後ろで束ねた黒くろ髪かみには簪かんざしが挿ささっている。履はいているのは足た袋びに草ぞう履り。

　相当な美人なのだが、どこか氷のような、硬かたく冷えた印象の女性だった。

「あの、立ち話もなんですので、どうぞ学園寮りようの、私たちの部屋へお上がりください」

　雪花が、やや遠えん慮りよがちに、どうやら久しぶりの再会を果たしたらしい二人の間に、割って入る。

　それはちょっぴり、仲の良い女の子を取られまいとする、幼い少女のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。







第二章　日本からの訪問者!?







「まさか偲し乃のがシャルスティアまで来てくれるなんて、思わなかったよ。私が日本に修しゆ業ぎように行くことも考えていたのだけど……」

　雪ゆき花かが言った「私たちの部屋」――それはつまり姫様たちの部屋でもあるわけだが。

　その、食しよく卓たくを囲んで、俺とクリスと雪花と偲乃さんは、お茶を啜すすっていた。

　日本茶である。シャルスティアに来て、これほど自然に緑茶を飲める面子が集まる機会など、そうはないかもしれない。ただし、クリスを除いて。

　と思ったのだが、湯ゆ呑のみを手にしたクリスのお茶の飲み方には、まったく違い和わ感かんがないのだった。

「いえ、クリス様はシャルスティアにて大事な騎き士しの任務があるでしょうから、とお館様のご配はい慮りよにございます」

「そう、父上が……」

　偲乃さんが語る何もかもを懐かしむように、クリスはどこか遠くを眺ながめるような表情をしている。

　どうもこの空間は今、クリスと偲乃さん、二人にしか共有されていない感じがして、俺と雪花は居い心ごこ地ち悪くちょこんと座すわっていた。

　雪花ならば多少は、クリスの過去を知っているのかもしれないが。二人の会話に、どこまでついていけているのか。

「え～っと、お二人は、どういうご関係なんでしょうか……？」

　このままではいつまでも置き去りにされてしまうのではないか、という焦しよう燥そう感に駆かられ、俺は恐おそる恐る、それでもズバッと尋ねてみることにする。

「これは、失礼いたしました」

　偲乃さんが、すっと洗練された動作で頭を下げた。

「私のフルネーム、クリスティーナ・セレネ・カシラギの、カシラギというのは、私の父方の姓せいなのですが……」

　そして、クリスが説明を始める。

「父は日本人で、日本古来より伝わる、修しゆ験げん道どうを取り込んだ剣けん術じゆつの流派の宗そう主しゆなのです」

「でぇぇぇっ!?　クリスって、ハーフだったのっ!?」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外見からは全然想像できなかった事実に、俺は驚きよう愕がくした。

「なので私も幼い頃ころ、八歳さい、九歳くらいまで日本に住んでいました。頭かしら木ぎ流剣術の宗主である父のもとで暮らしていた私の世話役をしてくれていたのがこの、偲乃なのです」

　ようやく、クリスと偲乃さんとの関係が明らかとなった。

「はい、クリス様を赤子の頃よりお世話させていただきました。ミルクを差し上げるのも、おむつの交こう換かんも」

　偲乃さんが、柔やわらかな笑え顔がおを見せる。

　まるで、降り積もっていた雪が解け、若葉が芽め吹ぶくような。

「そっ、そういうことは言わなくていいからっ」

　一方、クリスとしては恥ずかしそうに、両手を振ふって偲乃さんに抗こう議ぎしてから、

「もちろん、頭木流剣術の修業も、物心つく頃にはすでに始めていました。その修業をつけてくれたのも、やはり偲乃です」

　さらに話を続けるのだった。

　なんと、そんな子供のときから修業をしていたとは……。クリスの剣けんの腕うで前まえは、幼少期からの英才教育の賜たま物ものだったってわけか。

　って、俺も、親父に勧すすめられるままにチャンバラに興じていたのは、それくらいの年ねん齢れいだったかも？

　むむむ。それが高じて騎士なんてものが務まってしまっている俺としては。なんだか騙だまされた気分だが、こうしてシャルスティアで楽しくやれている現状を、ちっとは親父に感謝してもバチは当たらないってか……？

　いやでも、まんまと親父の懐ふところには、俺を売うり払うことによって生じた金が転がり込んでいたわけだし。やっぱ許せねーっ！

　と、俺がやや心の狭せまい葛かつ藤とうを繰くり広ひろげているのは当然きれいにスルーされ、

「しかし、日本での私の修業は、上う手まくいきませんでした」

　クリスの思い出話は、なにやらシリアスな方向へと、シフトし始めたのである。

「頭木流剣術の奥おう義ぎは、人間の魂たましいに宿る力、霊れい力りよくを剣に乗せて打ち出す技わざなのですが……。私の体内には霊力がもともと少ないのか、あるいは霊力を練るのが下手だったのか、幼い私はどうしても奥義を体得することができなかったのです」

「た、体得って、小学校中学年くらいのときなんだろ？　その歳で奥義なんて覚えられなくても……」

　小学生の少女の身に降りかかった事態としては、いささか切せつ羽ぱ詰つまり過ぎているように感じられて、俺は思わず口を挟はさんでしまった。

「いいえ。頭木流剣術の宗主候補たる者は、最低でも一桁けたの年齢のうちに奥義の一の太た刀ちを習得できねばなりません。結局、私は己の至らなさのために、その資格を失ってしまったのです」

　そして、よりハードな結末を、クリスから告げられる。

「クリス様の技量は、頭木流の長き歴史においても、卓越しておりました。奥義をお教えすることができなかったのは、すべて世話役であった私に責任がございます」

　偲乃さんの表情がかげり、再び凍こおりついてしまう。

「そんな……。やめよう、偲乃、もうあの頃みたいに二人で悲しい顔を突つき合あわせるのは。私は今、幸せに暮らしてるよ。偲乃はどう？」

　クリスが、どん底に沈しずみそうな空気を、自ら引き上げてみせた。

　そう、この健けな気げさが、クリスという女の子の最大の魅み力りよくじゃないか。クリスがこんなふうに真っすぐに育ったことを、クリス自身も、偲乃さんも、誇ほこっていいはずだ。

「はい、頭木家はお館様の指導のもとに安あん泰たい。私も息災にございます」

　偲乃さんも、クリスの思いを汲んで、口調が和やわらいだ。

「よかった。偲乃が元気そうで、本当に」

「クリス様も、大変にお美しくなられましたね」

　二人は、照れているのか、伏ふし目めがちながらも微ほほ笑えみ合う。

　偲乃さんはきっと、クリスにとって、ちょっと年の離はなれたお姉さんみたいなものなのだろう。

　二人の間には温かでしっかりとした絆きずなが張られている。そう感じられた。

　と同時に、こんないちゃいちゃっぷりを見せつけられては、雪花が嫉しつ妬とするのではないか、と少しだけ要いらぬ心配をしてしまったり。

「頭木家に居辛くなった私を連れ、母は日本を離れる決心をしました。母はシャルスティア騎士の娘むすめだったので、母と私は母の実家に戻もどり、あとはもうそのまま、今の私です」

　クリスはしみじみと、噛かみ締しめるように言葉を紡つむいだ。

　人生ってのは、不思議なものだと思う。

　出だしが悪くても、そこからいくらでも取り返せるんだな。

　やる気と、幸運と、他人からの支え……色々な要素が必要で、一ひと筋すじ縄なわではいかないのかもしれないけど。

「それで、雪花やソフィアやマリーと、出会えたんだもんな」

「はい」

　ついついまた口出ししてしまった俺に、クリスははっきりと頷き、

「雪花に会えて、本当に良かった」

　親友の少女に向き直り、冗談めかしもせず、ただ素直な気持ちを伝えた。

「な、何を今さら……言ってるんですか……」

　雪花がこれほど狼狽うろたえる姿を、俺は見たことがない。

　雪花の頬ほおはみるみる紅潮し、それでいてすごく嬉しそうだった。

「姫ひめ様さまたちとも、湊みなと殿どのとも」

　続けてクリスは、俺の目を見み据すえ、そんなことを言った。

　完全な不意打ちで、俺は身動きが取れなくなる。

　なるほど、こいつぁ……くるなぁ。俺も自分の身体が、カーッと熱くなるのがわかった。

「こうして今一度、クリス様の修業の手助けをさせていただけるとは、これも神仏のお導きでしょうか……」

　それまでクリスに語りを任せていた偲乃さんだったが、急にギアが入ったらしい。

　クリスの修業の手助け……、この、偲乃さんという女性が、遥はる々ばる日本からやって来た理由が、どうやら明らかになった瞬しゆん間かんだった。

「シャルスティア王国は魔法五大国として名立たる地。霊れい場じようとしても申し分ないでしょう。魔法を使える王女様のおそばで生活することで、クリス様の霊力にも、変化があったやもしれません」
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　頭木流剣術において重要であるらしい、『霊力』ってのがどんなものなのか俺にはよくわからないが。

　それはどうも、シャルスティアでよく使われる言葉、『魔ま力りよく』ってやつと近しい関係にあるのだろう。

　偲乃さんのセリフから、俺はそのように理解する。

「それでは、今より早さつ速そく、頭木流剣術の修業を再開――」

　ピンポーンッ。

　たぶん「いたしましょう！」と偲乃さんがかなり意気込んで言いかけた刹せつ那な、インターホンが鳴なり響ひびいたのだった。

　ガタンッ、と物もの凄すごく気合の入った形相で、雪花が椅い子すから腰こしを浮かし、玄関へと走る。

　古代シャルスティア魔法文明博物館より、雪花待望の品が届いたのだろうか？　俺は廊ろう下かの奥おくを眺めつつ、聞き耳を立てた。

　すると、

「やっほ～、雪花ちゃん、お邪じや魔まするね～っ」

　どこかで聞いた覚えのある、厚かましそうな声がしたかと思うと、

「おじゃましまーすっ」

「お、お邪魔しますっ……」

　連続して、さらに二人の声が上がった。

　バタバタバタッ、と姫様の部屋であるのに、けっこう傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいで駆けてこられる人物に心当たりは、数えるほどしかない。

　いやぶっちゃけ、少女の声こわ音ね二つは非常によく知っているものであり、残りのそっと歩いてきているっぽい男子一人も、今朝聞いたばかりだから記憶にしっかりと残っているのだった。

「お～い、湊く～んっ、特報っ、特報だよ～っ！」

　これ以上ないくらい騒さわがしく登場した桜さくら子こに。

「わーいっ、ミナトっ、たっだいまぁーっ」

　この可愛かわいさなら、多少元気があり過ぎても全然許せてしまう、コレット。

「す、すみませんっ、姉がご迷惑をっ……」

　そして一番常識的な感性を持っていると考える、今期一いち押おしのニューフェイス。モモこと、桜子の弟の桃とう一いち郎ろうくんが現れたのである。

「な、何事だよ桜子。おまえがおかしなテンションで持ち込んでくる話なんて、どうせ碌ろくなことじゃないんだろ？」

　とりあえず桜子に対する通常の俺のスタンスは、まず警けい戒かいから入れ、だ。

「にゅっふっふ。いいのかなぁ～？　そんなつれない態度を取っちゃって～。聞いたら湊くん、参加したくて堪たまらなくなっちゃうよ～？」

　桜子は自信ありげに、にじり寄ってくる。

「じゃあ聞かない」

「あぁん湊くんってば、私にだけツンデレ？」

　桜子との会話のコツは、極力まじめに取り合わないことだ。

「デレてませんよ？」

「ん～だったら、聞いてくれたら、キスしてあげようかぁ？」

「ばっかできるわけないだろぉっ!?」

「あはは、そうだよねぇ、幼なじみの親友に手は出せないよね？」

　しまった、注意したそばから、ネタにマジレスしちゃう男の人って!?

　とはいえ、桜子の口をついて出た言葉は、一いつ瞬しゆんドキッとする類たぐいのものであったのも確かだった。

「それとも、私ってそんなに女としての、魅力、ない？」

　珍しく桜子が、女の子っぽい仕草で、上うわ目め遣づかいに俺を見つめてくる。

　桜子は、まぁ、面おも白しろおかしいやつだし、別段悪い人間ではない。スタイルは茜あかねに負まけず劣おとらず貧相で、お洒しや落れなんてほとんど気にしてないみたいだけど、可愛いかと聞かれれば、決して可愛くなくはない、とは思うのだ。

　だが、わずかでも褒ほめようものなら、こいつはそれをネタに、きっとどこまでも俺をおちょくってくるのではないか。……お、俺って、もしかして桜子に被ひ害がい妄もう想そうを抱き過ぎか？

　しかし、結局、

「もうその手は食わねぇ」

　俺は冷たく、桜子を突っぱねるという選せん択たく肢しに至った。

　これで、桜子の万ばん策さくは尽つきたかと思われた、直後。

「むぅ～……。そうだ！　なら、弟を！　モモを、好きにしていいよ？」

　桜子は、まったく予想していなかった、奇き手しゆを放ってきたのだ。

「ぶっほっ！　おおおおお、男同士で、何をどう好きにしろってんだよっ!?」

「え～、モモで遊ぶの、楽しいんだよぉ？　着きせ替かえ人形として、女の子の格好させるだけでも、生なま唾つばものだよ？　ストレートロングのカツラだって、すっごく似合うんだからっ！」

　人権侵しん害がいも甚はなはだしい鬼き畜ちくな発言を、桜子は飛ばしてくる。

　ただし、命じられた本人が喜んで従う場合のみ、その限りではないのかもしれない。

　つーか、どうあってもへこたれない、その鋼のような求道者オタク根こん性じよう。おまえのそういうとこ、嫌きらいじゃない、嫌いじゃないぜ、桜子……。

　俺は脱だつ力りよくしつつ、その一方でそ～っと、己の意思とは無関係に生いけ贄にえに捧ささげられようとした、モモの表情を確かく認にんしようとした。

　俺と桜子のかけ合いをおろおろしながら背後で眺めていた、モモと視線がぶつかる。

　カァァァッ、と。

　なぜか、モモは、俺と目を合わせた瞬間、心臓が飛び出そうなくらいびっくりした顔をしながら、男子とは思えないほど白くてきめの細かい頬を、鮮あざやかな桜色に染めたのである。

　い、色っぽいよ……？

　なんで、弟の方が、姉よりもずっと艶なまめかしい反応を示すんだよぉぉぉっ!?　俺の混乱は、たちまち最高値に達した。

「ほぉ～ら、湊くぅん？　モモの魔ま性しようの魅力に、気がついてきたんじゃなぁい？」

　勝かち誇ったように、桜子が俺の耳元で囁ささやく。

「ね、姉さん、湊さんも困ってるみたいだし、もうそれくらいでっ……！」

　モモは本当に男子としてはありえない澄すんだ声で、俺おれを気き遣づかってくれる。

　やばい。この姉し弟ていはやばい。

　意図しているのかしていないのか、絶ぜつ妙みようのコンビネーションによる波状攻こう撃げきで、人間の理性をいつのまにか崩ほう壊かいさせる能力を有しているのではないか!?

　俺の野性のカンが、これ以上この攻撃に晒さらされるのは危険だと判断した。

「わ、わかった！　とにかく話を聞く！　このままじゃあいつまでたっても埒らちが明かないんだぜっ!?」

　モモへのときめきを誤ご魔ま化かすためにも、俺は大声で叫さけび、桜子に屈くつしたのである。

「にゅふ～ん、初めから大人しく従えばいいものを、時間を取らせてくれちゃってぇ。で、あれ？　茜と、姫様たちはいないの？」

　ご機き嫌げんで室内を見回し、桜子は尋たずねてきた。

　今いま頃ごろそれを聞くの!?　入ってきたら最初に気付こうよ!?　と、ツッコミたい衝しよう動どうを、俺は必死に抑おさえる。

「ああ、三人はまだ学園に残ってるはずだ」

「え～、そうなのぉ？　まぁ、いない人には後でもいいか……。実は、姫様たちとクリスちゃん雪花ちゃんに、お願いがあるんだけどぉ～」

　俺が答えると、桜子は衝しよう撃げきの事実を告げるのだった。

「はぁ？　だったらなんで俺に絡からんできたんだよっ!?　最初から本人たちに言えばいいだろぉっ!?」

「もぉ～、それは決まってるじゃない。『将を射んと欲ほつすればまず馬を射よ』だよ」

　桜子はしれっと言ってのける。

「俺は馬か。サラブレッドか。で、話って？」

「せいぜいポニー……。うん、話ってのはねぇ……」

　桜子は俺の主張をさらっと否定して、話し始めた。

「ファムネリア銀座、あるじゃない？　あそこの商店街でさ～」

　ファムネリア銀座というのは、ここ、俺たちが住んでいるファムネリア島の中心部にある、繁はん華か街がいの名めい称しようだ。

　映画館、カラオケボックス、ボーリング場、ゲームセンターなど、若者向けの大たい抵ていの娯ご楽らくが揃そろっているので、俺たちもよく出かけるスポットである。

　コレットがシャルスティアに来たばかりのとき、みんなで歓かん迎げい会かいを開いて映画を観たり、クレーンゲームでぬいぐるみを取ったりしたのが、ずいぶん昔のことのように感じられる。

　それにしても、なぜ『銀座』と付けたんだ？　『ファムネリアタイムズスクエア』とかにしておけば、かっこいいのに。

　シャルスティア王国が親日過ぎるのも、こういうときは正直、どうかと思う。

「五人以上のグループで参加者を募つのる、コスプレ大会が開かい催さいされるんだって！」

　しばし耳を疑いたくなる単語が、桜子から発せられた。

　桜子の高こう揚ようっぷりが、この部屋に入って来た瞬間からマックスだった理由が、ようやくはっきりしたのだった。

　シャルスティア王国ェ……。日本の商店街だって、滅めつ多たにやらなそうな企き画かくを、堂々とぶち上げてくれますなぁぁぁっ!?

「でねっ？　優勝賞金はなんと、百万ペリティアなんだよぉっ！」

　ペリティアとは、ファムネリア銀座商店街でのみ使用できる、疑ぎ似じ通貨である！　なんとその貨か幣へい価値は、日本円とほぼ同額！　すなわち、百万ペリティアは、百万円！

　俺の脳内では、どこかの怪あやしい地下労働施し設せつで流れそうな、無む駄だに高いテンションのナレーションが再生される。

「ひゃ、百万ってのは、確かに凄すごいな……」

　これには俺も、素す直なおに驚かざるをえない。

「だからみんなで参加して賞金を山分けするために、湊くんにみんなを説得してほしいんだよぉ～っ」

　甘あまえた声音で、桜子は提案してくるのだった。

　はぁ。なるほどねぇ。コスプレ大会に出るよう説得か……。ソフィアもマリーもクリスも雪花も茜も、確かに二つ返事でほいほいとＯＫしてくれるようには、思われない。

　嫌いやがる女の子たちに、無む理り強じいするなんて、紳しん士しである俺としては、できるはずもない。

　だが、賞金はともかく。コスプレと言えばけっこうきわどい衣装なんてもんが、当たり前だったりするのではないか。

　見たい。正直見たいぞ。美少女たちの肩かたや二にの腕うでや胸の谷間やおへそや太ももが、魅み惑わく的てきなコスチュームとともに乱らん舞ぶする様をっ！

　思い返せば、運命のルビー探しで無人島に行ったとき、神しん殿でんに安置されていたカメラ型のマジックアイテムを作動させたら、みんながエロエロなコスプレ姿になったなんてアクシデントもあったっけなぁ。あれは実に良かった……。

　いやしかしそれでは、桜子の計略にまんまと嵌はまってしまうようなもの……。ん～？　でも、乗っちゃったとしてこの場合、何か悪いことって、あるのか？

　参加する女の子たちは少々恥はずかしいかもしれないが。なあに、かえって免めん疫えき力りよくがつく。ってそれ、どんな状じよう況きように役立つ耐たい性せいだよっ!?

　と、俺がまた得意の一人ボケツッコミに興じていたところ。

「あれぇ？　そちらのお姉さんは？　初めまして、ですよねぇ？」

　桜子が、素すっ頓とん狂きような声を上げたのである。

　それはもちろん、ダイニングの椅子に座る、偲乃さんに対してだった。

　遅おそい。あまりにも遅い。桜子の目は、おそらく自分の興味のあるもの以外には、デフォルトでは照準が合わない構造なのだろう。

「はい、私は、かつてクリス様の世話役を務めさせていただいておりました、朧おぼろ部べ偲乃と申します」

　偲乃さんが、わざわざ席を立ち、礼れい儀ぎ正ただしく一礼する。

「おや……？　あなた方は……」

　ところが、そのあとの偲乃さんの行動は、少々意外なものだった。

　桜子とモモに、偲乃さんが引き寄せられるように、歩き出す。

「そうなんですかぁ～。私は、硯すずり桜子です」

「ぼ、ぼくは硯桃一郎ですっ」

　桜子は、偲乃さんの雰囲気が変わったことをまったく気にも留めず、のほほんと自己紹しよう介かいした。

　モモも、姉に倣ならう。

「硯……そうですか……。硯家の血筋の方が、こんなところに……」

　偲乃さんは、意味の取れない言葉をいくつか呟つぶやき、口をつぐんでしまった。

　桜子とモモの頭上には今おそらく、目には見えないがハテナマークが浮うかんでいることだろう。

　が、もともと些さ細さいな点は気にしない性格であるらしい姉弟は、偲乃さんとの会話をそれ以上続けようとは思わなかったようだ。

「とにかく、コレットちゃんとモモは、快く参加を承しよう諾だくしてくれてるから」

　桜子はくるりと、再び俺の方へと向き直った。

「うんっ、おもしろそうだよねっ、ミナトも一いつ緒しよに出ようよっ！」

　いつのまにか、俺のすぐそばまで来ていたコレットが、つんつんと手を引く。

　お、俺もコスプレするのか……？　美少女たちのあられもない姿を、観衆のひとりとして拝むだけのつもりだったのだが。

「どうかな、クリスちゃんも雪花ちゃんも、考えてみてっ？」

「コスプレ、ですか……」

「そ、そうですね……」

　桜子に問われ、雪花もクリスも、戸と惑まどった返答をするほかない。

　ん？　しかしあの雪花の無表情は、むしろ前向きに検討しているのではないだろうか？　最近、感情の読みづらい雪花の癖くせを、徐じよ々じよに掴つかみつつあるかもしれない俺なのだ。

「私もまた後で、茜と姫様たちに話してみるけど、湊くんからもそれとなく伝えておいてよ。約束だよっ」

　桜子は、一方的に契けい約やくを押おしつけ、

「衣装の材料の買い出だしもしなくちゃっ、忙いそがしい忙しいっ」

　来たときと同様に、駆け足あしで退室していく。

　普ふ段だんは何事にもローギアな桜子に、これほどのやる気が漲みなぎっている姿など、滅多に見れるもんじゃない。

「あっ、ま、待ってよ姉さんっ」

　モモがあわあわしながら姉を追いかけ、

「またねーっ、ミナトっ」

　コレットはいつも通り元気に、だが今日は俺ではなくモモの後を追う。

　コレットはもうすっかり、硯姉し弟ていと一緒に行動する習性が身についてしまったようだった。

　でもまぁ、同い年の友だちができたってのは、いいことだよな。みんな交友関係が広がって、非常によろしい。

　ただ、モモはあんなに可愛いのに、信じがたいが、男の子なのだ。

　異性間の友情が、いつしか恋れん愛あい感情に発展するなんて可能性も……。俺は、年とし頃ごろの娘を持つ父親のような不安感に苛さいなまれる。

　そんなわけで。

　騒そう々ぞうしい人たちが、嵐あらしのようなエネルギーを撒まき散ちらして去り。

　室内は、しばしまったくの無音であるかのように、しーんと静まり返る。

　こ、このままだと、なんか寂さびしい。

　そこで俺は偲乃さんに、さっき覚えた違和感を疑問にしてぶつけてみることにしたのだ。

「あの、桜子たちに、何かあったんですか？」

　とはいえ、非常に漠ばく然ぜんとした問いにしかならないのだが。

「いえ。頭木家も硯家も、同じ穴の狢むじな、あるいは蛇じやの道は蛇へび、ただそれだけにございます」

　偲乃さんは、詳くわしく説明してくれるつもりは毛頭ないらしい。

　そんな、まるで取りつく島もないような回答をされてしまった。

　ピンポーンッ。

　桜子たちが出て行ってから、一分が過ぎたかどうか。

　再び、インターホンが来客を告げたのである。

　今度こそ、という意気込みで、雪花が床ゆかを蹴ける。

　トトトトトトッ、ガチャンッ。

　雪花の足音と、ドアを開ける音に続いて――、

「ちわーっ。たとえ配達先を間ま違ちがえても、お荷物を壊こわしてしまっても、不死鳥のごとく何度でも甦よみがえってお届け！　でお馴な染じみ、シャルスティア運輸のフェニックス便でーすっ」

　どんな企き業ぎようスローガンだよ、それってただのうっかりさんってことだよね？　とツッコミたくなるようなセリフを引ひっ提さげて、宅配便のお兄さんがでっかい段ボールを持って現れたのだった。

　ドスンッ。

　と、地じ響ひびきのような段ボールを床に下ろす音。

「ここにサインお願いしまーっす」

　と、宅配便のお兄さん。

　雪花は、渡わたされた紙にボールペンを走らせる。

「ああ、そんなの雪花一人じゃ運べないよなっ」

　品物が大量の本って時点で、俺が受け取りに行かなきゃいけなかったな、と俺はようやく腰を浮かすのだった。




「どこに置けばいいかな、雪花？」

「こちらにお願いします」

　ただでさえゴージャスさで名高いプリムヴェール学園寮にあって、さすがその中でも特別な姫様専用ＶＩＰルームは、住人各員に、つまり合計四名分の個室が用意されている。

　その、雪花の個室へと、俺は重たい段ボールを運び込んだ。

「よっこいしょっ。ふいーっ」

　腰を曲げ、手を放す度に、思わず声が漏もれる、納なつ得とくの重量感。

「いつもすみません、湊様」

　合宿中の古代シャルスティア魔ま法ほう文明博物館でも本を運ぶのを手伝って以来、この作業は俺の専売特許のようになってしまった感がある。

　そしてここだけの話、雪花みたいな儚はかなげな印象の美少女に頼たよられる視線で見上げられるのってかなり幸せな気分であり、これは重労働とは言っても役得に含ふくまれるのではないか、と俺は思っているのだった。

「いいっていいって、このくらい朝飯前だし」

　鏡がないので自分ではわからないが、たぶん鼻の下を伸のばしながら、俺が雪花とともにダイニングへと戻ってくると。

　クリスと偲乃さんが、ちょうど何やら立ち上がろうとしているところだった。

　俺たちが学園から帰宅してから、すでに一時間近くが経過していた。

「だいぶ時間をロスしてしまいましたが、クリス様、早速本日より、修しゆ業ぎようを再開いたしましょう」

「うん、よろしく頼たのむよ、偲乃」

　なんと二人は、今から鍛たん錬れんに励はげむつもりであるらしい。

　そういえば桜子が来る直前に、偲乃さんはそれを言いかけてたかも。

　シャルスティアに今日来たばっかりだってのに……。偲乃さんってば、クリスに輪をかけて実直な性格であるみたいだ。

　もしかすると、現在あるクリスの人格の多くは、偲乃さんによって育はぐくまれたものだったりして？

　そんなふうに感じた俺は、ここである欲求に駆かられたのである。

「なぁ、俺にもその修業、見学させてもらえないかなぁ、クリス？」

　クリスの人間形成に大きく関かん与よしたかもしれない修業とは、どんなものなのか。

　また、修しゆ験げん道どうを取り込んだ頭木流剣けん術じゆつという武道流派に、単純に凄く興味が湧わく、というのもあった。

「はわぁっ!?　みっ、湊殿が見学、ですかっ!?」

　ところが、クリスの反応は、俺の予期していたものとは、異なっていた。

　ありゃりゃ？　修業マニアともいえるくらいのクリスのことだから、てっきり見学どころか、俺にも一緒に修業の実じつ践せんを勧めてくるかも、なんて思ったのに。

「ダメ……？　やっぱギャラリーがいると気が散っちゃう？　できるだけ遠くから、邪魔にならないように静かにしてようと思うけど」

　簡単には諦あきらめられずに、俺がなおも問うと、

「気が散る、というかその……しゅ、羞しゆう恥ちプレイ、というか……」

　クリスは、意味不明のことを呟きながら、みるみる紅潮していく。

　おやぁ？　なんだろう、この「今日のプールの授業は男女一緒に行う！」と体育教師に宣言されてしまった女子高生のような、クリスの態度は？

「よろしいのではありませんか、クリス様？」

　一方、偲乃さんからは、肯こう定てい的てきな意見がもたらされた。

「湊様のお父上は、シャルスティアでは剣けん聖せいと呼ばれるほど心身ともに比類なきお方なのでございましょう？　そして湊様ご自身も、お父上の才能を余すところなく受うけ継つぎ、神しん託たくの騎士というシャルスティア騎士最高の名めい誉よを、立派に務め上げられているとのこと」

　うわぁ、日本のご近所では、ちゃらんぽらんで有名な風かぜ原はら親子の情報が、クリスの口からだいぶ美化されて、偲乃さんに伝わっちゃってない？　俺の背中がムズ痒がゆくなってくるくらい、褒め殺ごろしされている気分だ。

「流派は違ちがえど、武術の達人に観察していただけるのは願ってもないこと。むしろ同一の流派の者には指し摘てきできぬ点をも、助言していただけるやもしれません」

　やーどうかなー。俺にできる指摘なんてせいっぜい、剣けんを振ったときに、おっぱいが縦に揺ゆれたか横に跳はねたかって、その程度ですよ？

　なんて思ったが、無論口には出さない。

「し、偲乃、私が気にしているのはそこじゃなくって……！　湊殿に見られるには、頭木流の修業はちょっと恥ずかし過ぎるっていう……」

　まだ渋しぶるクリスに、

「何を恥じる必要がありましょう！」

　偲乃さんが一いつ喝かつした。

「頭木流剣術は、日本でも指折りの伝統と格式を持った、誇るべき最強の武！　その修業たるや、どこに出しても最高の敬意をもって迎むかえられると、この偲乃、確信しております！」

　言葉の意味はよくわからんが、とにかくすごい自信だ……。

「うわぁーんっ！　そういえば、偲乃は昔から、女の子の恥じらいとか、全然考こう慮りよしてなかったよねっ!?　自分も女性なのにっ！」

　なんと、クリスが半べそで音を上げる事態にっ!?

　いったい何が始まるんです？　どうやら、偲乃さんとクリスは、まったく噛み合わない両者の意識のもとで、対立しているみたいだ。

「さぁさぁ、覚かく悟ごをお決めなさいませ！　せっかくです、この際、お着き替がえの儀ぎより、湊様にご覧になっていただきましょう！」

「ひ～んっ！　またっ、お嫁よめに行けなくなっちゃうぅ～～～っ！」

　クリスのこの発言を聞くのは、もう何度めだろうか。

　というか、それってつまり、クリスを何度もお嫁に行けなくさせているのは、俺だということになるのではないだろうか。

「わわわっ、偲乃さんっ!?　さすがにそれはマズいですって！」

　クリスが偲乃さんに怯おびえていた理由がやっとわかってきたところで、俺はクリスに加勢する。……せざるをえない、この状況では。

「いいえ！　着替えよりすでに修業は始まるのです！　湊様は火山神顕現騎士ヴオルカエクエスなる高位魔力形態をも使いこなしておいでなのでしょう？　それほどの優すぐれた魔力的才能を持つ方に修業に協力していただけるのであれば、クリス様の霊れい力りよくに影えい響きようを及およぼしてくださる可能性は少なくありません！」

　しかし、偲乃さんは一ミリも譲じよう歩ほする気配がない。

　なんてこった。

　退かぬ！　媚こびぬ！　省かえりみぬ！　いっそ清すが々すがしいまでの、世紀末覇は王おう伝説の開幕である。

「く、クリス、ごめん……。なんか、俺、押しちゃいけないスイッチを押しちゃったみたいで……」

「み、湊殿のせいではありません……。偲乃は、こういう人なのです……」

　これはもう、どうやっても止められる気がしない。

　俺とクリスは顔を見合わせ、項うな垂だれるのだった。

「クリス様、上と下、どちらからお召めし替えなさいますか？」

　平然と、偲乃さんは問う。

「う、上、から……」

　いつも凛りんとしたクリスが、小動物のように小刻みに震ふるえ、頬を朱しゆに染め、今にも涙なみだが零こぼれそうなくらい潤うるんだ瞳ひとみで俯うつむいている姿は――。

　正直、生きるのが辛いクラスの破は壊かい力りよくを有していた。

　その、直後。

　俺は両りよう肩かたを、何者かにがしっと掴まれる。

「うわっ!?　ととっ!?」

　そしてそのまま、引っ張っていかれ、椅子に座すわらされた。

　当然、この部屋には四人の人物しか存在しておらず、それを行ったのは、雪花だった。

　ただ、雪花の手にこれほど力が入っている状態を、俺はこれまで体感したことがなかったので、かなり面喰くらってしまったと、付け加えておこう。

「湊様、私はクリスの友人として、さすがにクリスの大切な部分を直接湊様にお見せするわけにはいきません」

　今の雪花には、けっこう有う無むを言わせぬ迫はく力りよくが漂ただよっている。

「具体的に申し上げますと、深夜アニメのお風ふ呂ろシーンで、全ぜん裸らになった女の子キャラクターの身体に、不自然な光や影かげが射さすような状況が、これから展開されるでしょう。しかしここは現実の三次元世界、クリスにそんなエフェクトはかかりません。ですので、クリスが無事着替え終わるまで、湊様はこの椅子から動かず、姿勢も固定して、ずっと前だけを見ていてください」

　が、続けて雪花から出てきた言葉は、少しこの事態を楽しんでいるっぽいマニアックな例えを用いた説明だった。

　とはいえ、今日改めてクリスとの友情を確かめ合った雪花の、それは本心でもあるのだろう。

「偲乃様もこの措そ置ちを、ご理解いただきたく思います」

　なので、そう言って雪花は、偲乃さんに対しても断固たる態度を示したのである。

　姫様たちの世話係ＶＳクリスの世話役という、思えば何やら肩かた書がきだけでなく雰ふん囲い気きも似た両者の間に、バチバチと火花が散る――と見えたのは俺の錯さつ覚かくか。

「よろしいでしょう。先ほどより皆みな様さまが何をそんなに気にしておられるのか、今一つ把は握あくできませんが、そこまで仰おつしやるのでしたら、それを受け入れましょう」

　と、思いのほかあっさりと折れてくれる偲乃さん。

　似た者同士だと、会話も通じやすいのだろうか。

「それでは雪花様も、クリス様のお召し替えを手伝っていただけますか？」

「もちろんです」

　お世話のエキスパートである二人が、がっちりとタッグを組んだ、瞬間であった。

　雪花に配置された、この室内における俺の現在位置は、ダイニングテーブルを挟はさんで、和服の美女＆制服の美少女たちから見事に隔かく絶ぜつされていた。

　雪花に命じられたように、じっと正面を向いていれば、三人の姿は目に入らない。

　だが、眼球を思いっ切り端はしに寄せると、ギリギリ、わずかに、三人を視界に捉とらえることもできそうな、絶妙のもどかしさを堪たん能のうできる仕様となっております。

「クリス様、どうぞ上着を、お脱ぬぎください」

「う、うん……」

「制服、ハンガーに掛かけますね」

「ありがとう、雪花」

　幸い、三人は着替えに集中し始めており、俺の小さな感覚器官の動きなど、感知できるはずもなさそうにみえる。

　いや、油断は禁物だ。

　人間は、他人の視線に敏びん感かんなもの。たとえ背後からだって、誰だれかに見つめられていたりすると、気配で気付くこともあるくらいだ。

　いいか、風原湊。

　ここは極力悟さとられぬように、そーっと、そーっと、いつでも視線を逸そらせるようにしつつ、細心の注意を払はらってだな。

　ってなんで俺は、覗のぞきを働こうとしている変態みたいなモノローグになってやがりますかぁっ!?

　ぷち、ぷち、とブラウスのボタンが外されていく感じの動きが、ぼんやりと視野の限界付近で捉えられる。

「クリス様、ブラジャーも、お早く」

「そっ、そういうことは口にしなくていいからっ」

　偲乃さんに急せかされ、チラッと横目でクリスが、俺の姿勢を確認したっぽい。

　俺はサッと、眼球だけを前の位置に戻もどす。ドキドキ……。ば、ばれてないよね……？

　プチンッ。

　ゆさぁっ、と視界の陰かげで、何か凄い質量の物体が、それでいてふわふわと柔やわらかくてスベスベな物体が、大きく揺れたように思われた。

「クリス、そのまま手で隠かくしていていいですよ。私が取りますから」

「んっ……」

　シュルッ、とブラジャーが引き抜ぬかれる音。

　どこか敏感な部分に触ふれたのだろうか。小さく喘あえいだクリスの声が、変に色っぽかった。

　やばい。俺マジやばい。何この我が慢まん大会。ただ椅子に座っているだけなのに、ビクビクしてきちゃうよっ!?

「クリス様、さらしを巻きますので、手をお離はなしください」

　偲乃さんが再び、要よう請せいする。

　さらしって、あの包帯みたいな？　細くて長い布のことだよね？　そんなものを、胸に巻くの!?

　ようやく、クリスが延々と恥じらっていた、頭木流剣術の修業スタイルというやつの全ぜん貌ぼうが、どうやら俺の前に浮かび上あがりつつあるらしかった。

　こいつぁ……期待できる。じゃなかった、クリスが頑かたくなに拒きよ絶ぜつしたがっていたのも、納得なんだな、うん。

「わ、わかってるよっ……」

　震えるクリスの声が、ああもうたまらん。辛しん抱ぼうできん。うらやまけしからん！

　続けて、ほぅっ、と雪花の感かん嘆たんとも羨せん望ぼうともつかない吐と息いきが漏れる。

「クリスったら、甘い物ばっかり食べるから……。また大きくなってしまったのではありませんか？」

「だ、だからぁっ！　雪花もそんな感想、要いらないからっ！　わざとでしょっ!?　わざとやってるよねっ!?」

　あうあうあーーーっ。うぉぉぉぉぉっ、見たい！　見たいぞぉーーーーーっ！

　なんで俺は男になんか生まれてきちまったんだチクショウッ！

　女の子だったら、女の子だったらクリスのその、発育禁止条例を制定すべきかどうか早そう急きゆうに検討しなければならないダイナマイトな乳を、好きなだけ眺められるんだろぉっ!?

　あまつさえ、うっかり触さわっちゃったとしても余よ裕ゆうでセーフ！

　さらに仲が良ければ、「なにそのおっぱい、ちょっと揉もませなさいよぉ～っ」とか言って後ろから抱だきついて鷲わし掴づかみにしたって、「きゃ～っ、やめてよぉ～っ、もうっ」とか笑って許されてしまうんだろぉぉぉっ!?

　不公平だ！　信じられんくらい理り不ふ尽じんだ！　やり直しを要求するぅぅぅ～～～っ！

　などと、俺が血けつ涙るいを流さんばかりの勢いで、若き青春の妄もう想そうを逞たくましくしている間に。

　キュッ、と偲乃さんは手て際ぎわよく、すぐにはみ出そうとするに違いない、クリスのわがままな双そう丘きゆうをぴっちりとさらしで覆おおい、締しめ上げる任務を完かん了りようしたみたいだった。

「さて、次は下ですね」

　休む暇ひまも与あたえず、偲乃さんはさらにクリスの着替えを促うながす。

「クリス様、わかっておられるでしょうが、全部お脱ぎくださいね」

「全部？　下着も、ですか？」

　クリス自身ではなく、隣となりで手伝っている雪花が、驚おどろいて聞き返した。

「はい、頭木流剣術の女剣けん士したる者、修しゆ業ぎよう時の正装は、さらしにこれが、基本ですから！」

　ばさぁっ、と。

　それを、俺は視界の隅すみで捉える。

　偲乃さんは勇ましく、やはり何か白くて長い布のようなものを広げてみせたのだった。

　ただし、今度の布の横よこ幅はばは、ハンドタオルくらいは、ある。

「はわぁ、見ないでっ、雪花ぁ～～～っ」

　クリスは堪こらえ切れないといった様子で、情けない悲鳴を上げた。

　ごくり、と雪花が喉のどを鳴らす。

　きっと雪花の大きな瞳は、最大限に見開かれていることだろう。

「まさか……、ふん……どし……？」

　絞しぼり出すように、ようやく雪花は、眼前に曝さらけ出された物体の名称を、口にしたのだった。

「さようです。これこそが、頭木流剣術の格式高き伝統、必勝大和やまと撫なで子しこ褌ふんどしにございます！」

　偲乃さんは、勝かち誇ほこったように、朗々と謳うたい上げる。

　それは……なんと申しますか、愉ゆ快かいな髪かみ型がたの人妻がお魚くわえたドラ猫ねこを追っかけて裸はだ足しで駆けていきそうなほどの、伝統ですよね……。

「ひ～ん、だからっ、見られたく、なかったのにぃ～～～っ」

　むせび泣くクリスに、俺は同情を禁じ得ない。

「どうなさったのですか、クリス様？　かつては常に自ら進んで、着替えておられたというのに……」

　偲乃さんって、天然なのだろうか？　本気で怪け訝げんそうに、尋ねている。

「あれは、お股またが擦すれてちょっと気持ちよかったから……じゃなくって！　あの頃ころは羞しゆう恥ち心しんのない小学校中学年までだったからだよっ!?」

　なにやらドキッとする言いい間違いをしつつ、クリスが答える。

　俺の脳内には、褌の布をお股にキュッと挟んでいる幼いクリスの姿が浮かびそうになり、俺は焦あせってその想像を散らすべく、瞼まぶたをばちばちと瞬しばたたかせた。

　ふぅ、危ない危ない。ここがもし日本で人気の某ぼう巨きよ大だい掲けい示じ板ばんの中だったら、「おまわりさん、こっちです」と書き込まれてしまうところだったぜ。そうなったら俺は、幼女単純妄想罪で、タイーホされてしまうかもしれないからな。

「そこがわかりません。神聖なる修業において、羞恥など感じる必要がどこにありましょうか？」

「恥ずかしさって、必要性に応じて感じるものじゃ、ないと思うんだけどなぁっ!?」

　偲乃さんとクリスの意識の溝みぞは、まだまだ埋うめられないようだ。

「ど、どうしましょう、クリス。デジタルカメラ、持ってきた方がいいでしょうか？」

　珍めずらしく、おろおろとした様子で、雪花が右往左往し始める。

「もうっ、雪花まで遊ばないでよぉ～っ!?」

　クリスはからかわれていると思ったみたいだが、雪花の声は真しん剣けんそのものだった気がする。

　雪花って、けっこうクリスマニアっぽいところがあるよなぁ、と前々から感じていたのだが、そんな雪花にとって、クリスの褌姿なんて、まさに垂すい涎ぜんものの逸いつ品ぴんなのではないだろうか？　無論、肌はだ色いろ美少女マニアの俺にとってもなっ！

「まだお脱ぎになっていないのですか？　思い切りがつかないのでしたら、私が脱がして差し上げます！」

「わっ、わかったよぉっ、自分で脱ぐ、脱ぐからぁっ！」

　偲乃さんに追おい詰つめられるように、クリスは泣く泣く制服のスカートに手をかけ――。

　ふぁさっ。

　スカートは無造作に床に落ちた。

　すると、ささっと、雪花が素す早ばやくスカートを回収する。

　クリスは、両手をぱんつの両サイドにかけたまま、しばし硬こう直ちよくする。

　それにしても、視線の端でしか見えない三人の動きをここまで追えるとは、俺ってば、やはり天才か。

「い、いやぁ……」

　クリスはか弱げに呻うめきながらも、観念したらしく、するりとぱんつを脱ぎ捨すてたみたいだった。

　すごく、かわいいです。どころではなく、いつ鼻血が溢あふれてもおかしくない。

　今日のクリスは、普段は滅多に拝めない、吹ふけば飛びそうなたおやかさが、俺のツボをくすぐりまくりなのだ。

　そう、これが噂うわさに聞く、ギャップ萌もえってやつなのだろう。

　それにしても、同性とはいえ、お風ふ呂ろ場ばでもないのに、二人の人間に監かん視しされた状態でぱんつを下ろす機会など、そうそうあるものではない。

　そんな俺へのご褒ほう美び――ではなかった、クリスへの責め苦は、いったいどこまで続くのだろうか。

「さ、クリス様、褌の端をお持ちになってください」

　偲乃さんが、長い褌の布の一いつ端たんを手て渡わたす。

「んっ……」

　声を詰まらせながら、素直に両手で受け取るクリス。

　ほわぁぁぁっ!?　ってことは、クリスってば今、手でさえも隠していない、完全なノーパンツ状態!?

　偲乃さんも、雪花も、クリスの引き締まった一糸纏まとわぬ芸術的な下半身を、見たい放題ってわけかぁぁぁっ!?

　だというのに、俺はひとり、こうしてテーブルで疎そ外がいされ、椅い子すに隔かく離りされ。

　画像も貼はらずにスレ立てとな？

　ってくらい、喉から手が出るほど欲ほしい映像の、拷ごう問もんにも等しいおあずけ状態!?

　クリスは褌の布を潜くぐらせ、ぺたっと、湿しつ布ぷでも当てるみたいに、股こ間かんの正面にあてがった。前垂れになる部分を、いくぶん余らせている。

「あ、このひんやりした感じ……、ちょっと懐なつかしいかも……」

　過去の思い出と現在の恥ずかしさが、混ざり合った複雑な心境なのだろう。

　クリスは瞳を閉じ、天を仰あおぐような仕草をした。

「それでは、腰こしに回しますよ」

　もう一方の端を持った偲乃さんが、布をよじって細くしながらクリスの腰に巻いていく。

　シュル、シュルと、しばらく布擦れの音だけが室内に響ひびくのだった。

　そして。

「さぁっ、お召し替かえ終わりました。湊様もご覧くださいませ！」

　唐とう突とつに、偲乃さんから、許可が下りた。

　待ちに待ったこの瞬しゆん間かん。

　俺がもしパンダだったら、笹ささ食ってる場合じゃねぇっ、と叫んでいるところだ。

　俺は、烈れつ火かのごとく立ち上がり、カッと目を見開く。

「はわわっ、まだっ、心の準備がっ……！」

　クリスはこの期ごに及んでまだ、覚悟が決まっていない様子だったが。

　すまない、クリス！　どうせこの流れではもはや見ることは絶対に避さけられないのだ！

　ならば、絆ばん創そう膏こうを剥はがすときのように、一気にやってしまった方が痛みも少ないのではないか!?

　と、都合のいい怪あやしげな理論を振ふりかざして、俺は堂々とクリスへと向き直ったのである。

　俺の視界に飛び込んできたのは――。

　絹のようにきめ細やかな白い肌はだ。に、食い込む純白の布が織りなす極ごく上じようの造形美。まさに日本文化の服ふく飾しよく芸術における至高のアイテム、ＦＵＮＤＯＳＨＩ！　に締め上げられた、クリスの形の良いぷるんとしたお尻しりだった。




　べ、別に俺が回り込んだわけじゃないんだからねっ!?　着替えが終しゆう了りようしたタイミングで、クリスが向いていた方向が、たまたま俺に対してお尻が丸見えになる立ち位置だったってだけなんだからっ！　ご都合主義なんかじゃ、ないもん！

「クリス、その状態だと、湊様にお尻を視姦され放題ですが……」

　すかさず、雪花が告げ口する。

「はわぁ～んっ！　そんなのっ、ダメぇ～～～っ！」

　クリスは今さらながら、自分の両手でお尻を隠して、おまけにくるりと前を向いてみせる。

　すると、今度はさらしに押し潰つぶされそうになりつつも、健けな気げにふくらみを保っているクリスの胸の谷間が俺の眼前に晒さらされたのだ。
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　なんだろう、この、現実ではありえないような、幻げん想そう的てきな光景は……。

　これはもう、このまま和わ太だい鼓こを叩たたくパフォーマンスでもしないと、逆に不自然なくらいの姿だ。

「き、綺き麗れいだよ、クリス……」

　にもかかわらず、俺の口をついて出るのは、ただの凡ぼん庸ような褒ほめ言こと葉ばでしかなかった。

「こんな格好で言われてもっ、嬉うれしくないですっ……」

　俯いて、伏ふし目めがちに、頬ほおを染める、クリス。

　可愛かわい過ぎるだろ、常考……。

　俺は、修業が始まる前から、頭の中を隅すみ々ずみまで桃もも色いろの霧きりに覆われ、すでに朦もう朧ろうとしているのだった。




　　　　　◇




「それでは、修業場へ移動いたしましょう」

　着替えが終わったのだから当然とばかりに、偲乃さんが次の段取りを提示する。

「修業場って、よくクリスが朝稽けい古こしてたりする、あそこか？」

　そう言われて俺おれに思おもい浮かぶ場所は、以前俺も付き合ったことのある、プリムヴェール学園高等部校舎の脇わきにある、けっこうな面積のある林の中だった。

「学園のプライベートビーチへと下っていく際に通る、林のことですね」

「はい、クリス様から聞かされる限り、そこが最適であると思います」

　雪花も偲乃さんも、思い描えがいたものはやはり俺と同じであるらしい。

「まさか……そ、その格好のままでっ!?」

　俺は目の前の、所在なげに佇たたずむさらしと褌姿の美少女に目を遣やりながら、叫さけぶ。

「何か問題が？」

　偲乃さん、この人は、ある意味本物だ。

　本当にわかっていないという表情で、聞き返してくるのだから。

　いやいやいや、ダメ、絶対！　こんな肌の露ろ出しゆつの多い姿で、外に出るなんて！

　だって、ここからあの林までは、その行程すべてが、プリムヴェール学園の敷しき地ち内ないなのだから！

　この姿を学園の生徒たちに目もく撃げきされてしまったら、クリスは、私、汚よごされちゃった……、汚されちゃったよ……、と相当な精神的ダメージを被こうむること、請うけ合あいじゃないか！

　俺の普ふ段だんは眠ねむっている正義の心……ではなく、嫉しつ妬と心しんとか独どく占せん欲よくみたいな？　そういった感情が、沸ふつ々ふつと沸わき上がってきちゃうんだぜっ!?

　なんつーか、彼かの女じよにはデートのとき、ミニスカートを穿はいて欲しくないってゆーか？　二人きりのときならむしろバッチこいだけど。的な、あれだよ、あれ。

「湊殿どのっ、雪花っ、なんとか説得してくださいぃ～っ！」

　当然、クリスが泣きついてくる。

「おおおおおおっ、俺も雪花と同じくっ、クリスの友人としてっ、さすがにそれは了りよう承しようできませんっっっ！」

　俺は、某巨大掲示板に巣食うＶＩＰなお友だちよろしく、偲乃さんに全力で突とつ撃げきするのだった。

「わかりました。郷ごうに入いっては郷に従え、このシャルスティアの地では、私の知り得ない禁きん忌きがおありなのでしょうね」

　意外にも、偲乃さんはさらっと承服してくれる。

　なので、俺はそれ以上、口を動かす必要はなくなってしまったのだが。

　しかたなく、俺は心の中でツッコんでおくことにする。さっきから偲乃さんがクリスに強制しようとすることはどれも、日本でやっても相当にまずいですからーーーっ！

「クリス様、これを」

　そう言って、偲乃さんが取り出したのは、白くて薄うすい下着用の着物、たしか襦じゆ袢ばんと呼ばれるものだった。

「こ、こういうのがあるなら最初から出してくれればいいのにっ……」

　クリスがむくれるのも、もっともだと思う。

　プリムヴェール学園内で、いや、日本のどんな学校であっても、このような和装は目立つだろうが、さらしと褌のみよりは圧あつ倒とう的てきにマシだろう。

「では、参りましょうか……」

　仕切り直して、偲乃さんは言いかけたところで、

「はっ、私としたことが、私自身が着替えるのをすっかり失念しておりました。直ちに用意いたしますので、少々お待ちください」

　思わぬドジッ娘こぶりを発揮してみせた。

　直後。

　シュルシュルシュルッ、バサァッ。

　俺が見ているのも、まったくおかまいなしに、偲乃さんは自身の着物の帯を解き、大だい胆たんに着物の前を全開にしたのである。

　あばばばばばばっ！　俺は目玉が飛び出すのを防ごうと、両手で顔を覆いかけ……気付く。

　偲乃さんが着物を脱いだその下は、クリスが今着たばかりのそれと完全に一いつ致ちする、襦袢姿だったのだ。

　ということはたぶん、襦袢の下もクリスと同じ、さらしと褌なのだろう。

「では改めまして……、湊様？　どうかいたしましたか？」

　呆あつ気けに取られている俺に、偲乃さんが尋たずねてきた。

　俺は、てっきり偲乃さんのアダルティなナイスバディが――もしかしたら黒いレースの下着なんかが、拝めちゃったりして、と一いつ瞬しゆん期待してしまったため、肩かた透すかしを食った気分で落らく胆たんしていたのだ。

「は？　いえ全然？　何でもないですよ？」

　なんてことを知られるとまずいので、俺は努めて平静を装よそおう。

　じとーーーっ、と。

　クリスと雪花が、無言のまま俺に疑いの視線を突つき刺さしてくる。

「どっ、どうしたんだい、二人ともっ？　さぁほらっ、急いだ急いだっ！」

　白々しく爽さわやかな笑え顔がおをつくって、俺は女じよ性せい陣じんを促すのだった。




　時間帯的に、プリムヴェール学園の生徒たちは皆みな、下校してしまったか、部活で校舎や校庭に残っているかで、結果として俺たちは、ほとんど人目につくことなく、目的の場所までやって来れたのである。

「よ、よかったなぁっ、移動中に余計な注目を浴びなくってっ」

　なぜか罰ばつゲームのような、無む駄だな緊きん張ちよう感が張はり詰めていた行軍から解放され、俺は誰にともなく声を投げた。

「はい……、救われました」

　その、いわれのない罰ゲームを受けさせられていた張本人、クリスはやはりほっと胸を撫なで下おろす。

「けど、シャルスティア騎き士し道どうに忠実なクリスが、実は日本の剣術もやってたなんて、驚いたよ」

　一番初めにクリスと剣を交えたときに俺は、長い年月をかけて親おや父じが俺に施ほどこした作戦、シャルスティア騎き士しのオーソドックスな太た刀ち筋すじを頭と身体に叩き込まれることによってアドバンテージを得、辛くも勝利できた。

　それを思い出し、俺はそんな感想を述べる。

「はい、これまでの私は、むしろ日本での自分を忘れるために、シャルスティア騎士道の基本を頑なに守って精しよう進じんしてきましたから……」

　少し色あせてしまった過去を振り返かえるように、どこか遠くを見つめるような表情で、クリスは答えた。

「ですが最近、それだけでは、私の剣の技量は、頭打ちになってしまったと痛感したのです。湊殿を見ていて……、このまま同じ鍛たん錬れんを繰くり返しても、私はもうこれ以上伸びることはできないのではないかと思うようになりました」

　さらにそう続けるクリスに、俺は面喰う。

「えっ!?　お、俺のせいでっ!?　いやっ、だから俺のは火山神顕現騎士ヴオルカエクエスっていう、いわば反則みたいなチート能力だしっ!?」

「いいえ、湊殿はご自分で、どんどん新しい動きを取り入れたり、どんな他人の意見にも積極的に耳を傾かたむけたり、新しい道の模も索さくを怠おこたらないではありませんか」

　クリスから、キラキラと尊敬の念みたいなものが篭こもった瞳を向けられ、俺の体温は急激に上じよう昇しようした。

「あははっ、でも奇き抜ばつなだけで、クリスに簡単に捌さばかれることがほとんどだぜっ？」

「いいえ、その湊殿の飽あくなき探究心、冒ぼう険けん心しん、遊び心のような心構えが、何よりも大切なのだと学びました」

　これほどクリスに熱弁されてしまっては、否定するのも逆に失礼な気がしてくる。

　俺は黙だまって、ちょっと嬉しいような、くすぐったいような感覚を素す直なおに享きよう受じゆするのだった。

「そこで私も、かつて決別した私の原点に立たち戻り、もう一度、思いを新たに挑ちよう戦せんしてみよう、そう思ったのです」

　と、クリスは偲乃さんに視線を移し、二人は、しっかりと頷うなずき合う。

　並々ならぬ向上心と決意をもって、クリスは遥はるか日本に暮らす、信しん頼らいする師し匠しように助けを求め。

　偲乃さんは、遥かシャルスティアへと渡った弟で子しの要請に応こたえ、すぐさま駆けつけた。

　そんな心身ともに美しい、師し弟ていの熱い絆きずなと思いを乗せ、クリスの剣士としての未来と命運を懸かけた修しゆ業ぎようの幕が、今開かれようとしていた。




　突とつ然ぜんですが、鼻血噴ふいて倒たおれてもいいですか？

　さらしと褌を巻いただけの、肌色成分過多な美女と美少女を目の前にした、それが現在の俺の率そつ直ちよくな感想である。

　修業を開始するため、襦袢を脱ぎ去った二人は、惜おしげもなくその引き締まった、それでいて女性らしい魅み力りよくの詰まった部分は十分に柔らかそうな、まさにパーフェクトと呼ぶに相応ふさわしい肢し体たいを外気に晒していた。

　ちなみに二人が脱いだ、まだ温ぬくもりと良い香かおりが残っているだろう襦袢は、悔くやしくも雪花の手に握にぎられているのだった。

　などと内心思いつつ俺は、こんな煩ぼん悩のうに塗まみれた視線でクリスの羞恥心を刺し激げきしてしまわないように、極力大人しい観客に徹てつしていようとしたのだが。

「クリス様、それでは頭木流剣けん術じゆつ、奥おう義ぎ練れん霊れいの演武を湊様にしっかりとお見せしてください」

　偲乃さんに促され、

「う、うん。み、湊殿、どうか私の演武を隅々まで、寸分も余すところなくご覧ください」

　恥はじらいながらもクリスは、俺と正面一メートルほどの位置で向かい合う。

「み、見ちゃっていいの!?　そんな、じっくり、はっきり!?」

「は、い。私の、体内まで見通すくらいに……」

　俺の問いに、クリスは過激な返答をする。

　いぃぃぃぃぃぃっ!?　どっ、どういう意味だってばよっ!?

「さよう、クリス様の身体の中に眠る霊力を呼び覚ますのが、この演武の目的にございます。湊様には、それはもうクリス様の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが火ほ照てり、全身より汗あせを噴き出ださんばかりに見ていただきたき所存。特にへその下辺りを入念にお願いいたします」

　エッチな誤解をしかける俺に、偲乃さんが素早く説明をしてくれた。

「クリス様、こちらをお使いください」

　偲乃さんは、大事そうに手にしていた、深い紫むらさき色いろ――偲乃さんが着ていた着物と同じ色――の細長い袋ふくろの口を開く。

　そこから取り出されたのは、その本来の用よう途とのみならず、歴史的、美術的な価値も高そうな、一ひと振ふりの日本刀だった。

　クリスは、慣れた手つきでそれを受け取ると、鞘さやから一気に刀身を抜き放つ。

「久しぶりだな……、この重み、触り心ごこ地ち……」

　クリスは柔らかな表情で、慈いつくしむように日本刀の柄つかを撫でた。

「クリス様、演武の型はすべて覚えておいでですか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。あれだけやったんだもん、何年経たったって忘れないよ」

　偲乃さんに問われたクリスが、力強く頷く。

　ただ、その口調にはわずかに、苦い記き憶おくの味が混ざっているようにも聞こえた。

　ザッ。

　真剣な顔つきになり、クリスは両足を広く開いて立つ。

　両手で握った日本刀は、正面に真っすぐ構えている。

　研とぎ澄すまされた刃やいばのような緊張感が場に満ちている……はずなのだが。

　クリスの出いで立ちが、太もも丸出し、肩かたも二にの腕うでもおへそも丸出し、という状態のため、なんだか微び妙みようにエッチな気分の方が勝っているようにも思えてきてしまうのだった。

　なんて俺の不ふ埒らちな胸中など、おかまいなしに。

　スッと音もなく一歩を踏ふみ出し、クリスの演武が始められた。

　太たい極きよく拳けんみたいにゆっくりとした動作で、ただし刀を振る瞬間だけは素早く。

　ヒュンッ、ヒュッと、クリスの日本刀が空を切きり裂さく。

　美しい……。

　いつのまにか、俺はクリスの一挙手一投足に、純じゆん粋すいに見み惚とれてしまっていた。

　クリスの演武は、武の道を極きわめた者の、洗練された動きそのものだった。

　十分ほどが経過し。

　ヒュンッ。

　最後に一振りして、ピタリと静止する。

　ふぅっと、クリスは息を吐はき、構えを解いた。

「すごいな、クリス！　俺、なんつーか、その、感動したっ！」

　俺はすっかり興奮して、思わず声をかける。

　一応断っておくが、性的な意味などでは、決してなく。同じく剣けんの道を志す者として、ただただ素す晴ばらしいと思ったのだ。

「はい、お見事にございました。お身体も成長なさって、その精度、もはや完かん璧ぺきでございます」

　続けて偲乃さんも、クリスの演武を賞賛した。

　だが――、偲乃さんとクリスの表情は険しい。

「されど……やはり、霊れい力りよくは、微み塵じんも……放たれてはおりませんでした……」

　二人は顔を見合わせ、やりきれないといった様子で、目を伏せる。

　数年が過ぎ、生活環かん境きようも変わったことで、もしかして、知らぬうちに霊力が開花しているのではないか。

　そんな一いち縷るの、甘あまい願望に過ぎた可能性が、容よう赦しやなく打うち砕くだかれた、瞬間。

　俺には、霊力ってのがどういうものなのか、わからないけど。

　魔ま力りよくとほぼ同等の性質だとしたら、俺にもその発生は気がつくことができるかもしれない。

　その前提で結論を言うと、今の演武中、クリスからは確かに、一いつ切さいの魔力は感知できなかった。

「よろしいでしょう。まずは、一通り流れを確かく認にんするための、手慣らしだったというつもりで」

　偲乃さんが、師匠らしく前向きな意見を述べる。

「湊様、次は湊様ご自身が魔力を放出なさりながら、クリス様の全身を隈くまなく、穴が開くほどにご覧になっていただけますか？」

　日常の場面でだったら、確実に通報されてしまうレベルの誤解を受けかねない要請を、偲乃さんは真顔でしてくる。

　いやそんな変態みたいな……、とは、言わない。

「はい、わかりました」

　状じよう況きようが状況なので、俺は素直に了承した。

「クリス様も、湊様に見られていることを強く意識して再度、演武に臨のぞんでください」

「う、うん、わかったよ」

　少々赤くなりながら、クリスも従うのだった。
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　ってくらいに。

　その後、偲乃さんに言われた通りに、俺は自分で魔力――赤いオーラを発しながら、熱い思いを込め、精いっぱい、クリスの演武を凝ぎよう視しし続けた。

　クリスも、透すき通とおるように白い肌をほんのり桜色に上気させ、一心不乱に演武を行った。

　時折、困こん惑わくしたような表情を浮うかべ、瞳を潤うるませていたものの。

　クリスの身体からだ中じゆうから滴したたる汗が、胸むな元もとやお腹なかや太ももをキラキラと光らせ、とっても……エッチかった。

　いつしか林の木々は夕日に染まり。

　ついに、日が落ちて、辺りは薄うす暗ぐらくなってきていた。

　それでも。

　クリスの霊力は、ぴくりとも上がらなかった。

「どうあっても、丹たん田でんが……開きませんか」

　茫ぼう然ぜんと、偲乃さんが呟つぶやく。

　辛い、過去にあった同じシーンを、記憶の奥おく底そこから抉えぐり出されたように。

「……。やっぱり、私には才能が……」

　打ちひしがれて、己おのれを否定しかけるクリスを、

「いいえ！　クリス様は紛まごうことなくお館やかた様の血を受うけ継ついでおられます！　その証しよう拠こに、剣の腕自体は類たぐい稀まれなる才を発揮しておいでではありませんか！　何かきっかけさえ掴つかめれば、クリス様の中に眠る霊力は必ずや目を覚ましましょう！」

　偲乃さんが必死に庇かばった。

「ですが、霊力を練ることができなければ、奥義の習得はままなりません。まずは霊力を身につける。それが叶かなわねば先へは進めません。なれば、しばらくこの演武を毎日続けてみるしかないでしょう……」

　しかし、偲乃さんの言葉には、正直には吐と露ろできぬ手て詰づまり感が滲にじんでいた。

　だって二人は数年前、すでにこれと同じ修練を何度も繰り返してきたはずなのだから。

　今日もし、ほんのわずかでも、クリスの体内から霊力が湧わき出す兆候が見られたのなら、話は違っただろう。

　が、現実は残ざん酷こくだった。

　このまま、偲乃さんが言うように、演武をさらに何日か続けたとして。

　それでも結局、霊力を獲かく得とくできなかったら。

　あられもない姿で修業する、クリスの羞恥心による汗――じゃなかった、血の滲むような努力が、完全に水すい泡ほうに帰してしまう悲劇的な結末だって、あり得るってことなのか。

　チクショウ。

　クリスに、俺がしてやれることは、これ以上、もう何もないっていうのか……!?







第三章　コスプレ＋モモ＝男の娘こ!?







「今度の日曜に行われるという、ファムネリア銀座商店街主しゆ催さいのコスプレ大会じゃが……。で、どうなのじゃ？　そなたたちは、参加することにしたのかな？」

　みんなが夕食の席についたところで。

　他人事を面おも白しろがる様子で、ソフィアが問いかけてきた。

　失意の俺たちが学園寮りように戻ってみると、ソフィアとマリーもすでに帰宅していた。

　クリスの霊れい力りよく修しゆ業ぎようについてはとても話題にする気分にはなれなかったので、偲し乃のさんの紹しよう介かいを軽く済ませ、俺たちはすぐに夕食の準備に逃にげるように取りかかったのだ。

　で、俺が自分の家に帰るのも、夕飯を食ってからでいいだろう、という流れになって。

　今こうして、俺と雪ゆき花かとクリスと偲乃さんとソフィアとマリーで、賑にぎやかな食しよく卓たくを囲んでいる、そんなわけなのだ。

「うぉっ!?　ずいぶん情報が早いなっ!?　しかも思いっ切り自分は安あん全ぜん圏けんに避ひ難なんした感じの物言いですなぁ、ソフィアさん!?」

　とにかく今は、さっきまでの暗い雰ふん囲い気きを忘れて、できるだけ明るいテンションでいたい。

　俺は、やや大げさに反応してみせる。

「うむ。サクラコたちが魔ま法ほう科学部の部室まで、わざわざ乗り込んできおってな。ぜひ参加してほしいと懇こん願がんされたのだ」

　ソフィアが呆あきれたように、それでいて可お笑かしそうに、答えた。

　やっぱりそうか。桜さくら子このやつ、コスプレ材料の買い出しに行くって言ってたけど、先に学園に寄ったってことなのかな？

「で、ソフィアとマリーは……まさか、ＯＫしたの？」

　声の調子からすると、ソフィアの機き嫌げんは悪くない。むしろ、このイベントに期待しているふうですらある。

　だからといって、一国の王女であるソフィアとマリーが、コスプレ大会なんてものに出場するとは……、この二人なら、やりかねない!?

　と、ビビりつつ俺は尋ねた。

　すると、

「私たちが参加してしまうと、審しん査さ員いんの方たちが困ると思います」

　マリーは少し残念そうに、

「王女補正で不正に優勝、などという事態になっては拙まずいからのぅ。そういうわけじゃ、私とマリーは出場することはできぬが、応おう援えんしておるぞ」

　ソフィアは、俺たちが参加することがすでに決定事じ項こうであるかのように、言った。

　なんか、ズルい。

　コスプレって、やるには度胸が要りそうだけど、ただ見てるぶんには単純に楽しい感じなんだよなぁ。

「なんじゃ、ミナト、浮かぬ顔じゃなぁ？　サクラコは人数分の衣装を用意すると、はりきっておったぞ？」

　ソフィアは、もうすっかり桜子に協力する気でいるみたいだ。

　桜子め、先にソフィアを籠ろう絡らくして、俺たちを断れなくする作戦に出たか。

　さっきここに来たとき、俺にはソフィアとマリーを説得してくれと言っておいて。

　ところが先回りして、ソフィアとマリーが立場的に参加できそうにないとわかると、今度は二人を俺たちの説得に利用してくるとは……。

　何重にも勧かん誘ゆうの罠わなを張り巡めぐらせやがって。それだけ、桜子は本気ってことか。

　ごくり。このコスプレ大会……、ただでは済みそうにないな……。

　などと俺が、無駄にシリアスを気取っていると、

「アカネも親友の頼たのみとあっては、断れなそうにしておった」

「コレットさんもやる気満々でしたしね」

　ソフィアとマリーが、おそらく魔法科学部の部室で行われたのだろうやり取りを、解説してくれた。

　桜子とコレットに左右からすがりつかれて、戸と惑まどう茜あかねの表情が目に浮かぶようだぜ。

　そして結局、「もぉ～しかたないわねぇ～」とでも言いながら、茜は首を縦に振ったのだろう。

　つまり、参加の有無をまだ表明していないのは、俺とクリスと雪花のみ、ってわけか。

　まぁもともと、俺もコスプレにまったく興味がないってわけでもないし、今回を逃のがすと自分がコスプレする機会なんて一生ないかもって思うし。

　おまけに、美少女たちの可愛かわいらしくて、もしかしたら予想以上に過激な姿をも拝めるかもしれないんじゃあ、積極的に断る理由はないというのが俺の本音なのだ。

　誰かにどうしてもと頼まれたら、「しょ～がねぇな～」と引き受けてしまう……ってあれ？　これって俺、茜と同じじゃね？

　雪花も、桜子にせがまれて、特に難色は示していなかったように記憶している。

　となると、この中で一番出場を躊躇ためらいそうなのは……、クリスってことになるのだろうか？

　クリスは今、自分自身の修業という問題も抱かかえているしなぁ。

　とてもじゃないが、コスプレなんて羽目を外して遊ぶ気にはなれないのではないだろうか。

　俺がそんなふうに考えつつ、クリスの顔色を窺うかがおうとしたとき、

「よろしいではありませんか、クリス様」

　意外な方向から、声が上がる。

　何を思ったのか偲乃さんは、クリスの背中を押おそうとしていた。

「クリス様に必要なのは、新しいことに挑戦するという体験です。それは武道に限りません。その、こすぷれなるものとて、必ずやクリス様を一段階成長させる、肥やしとなりましょう」

　すんごい真ま面じ目めに語っちゃっている偲乃さんだが、コスプレがどういうものであるのか、絶対に理解していないっぽい。

　めっちゃ無責任ですやんっ！

「わ、わかったよ。偲乃が、そう言うなら……私、やってみる」

　承しよう諾だくしちゃうんだぁーーーっ!?

　クリスってば、どんだけ偲乃さんを信頼し切ってんのぉーーーっ!?　と、声に出しそうになるのを、俺は既すんでのところで呑のみ込むのだった。

　っていうか、コスプレ大会の件は、これであっさり満まん場じよう一いつ致ちで可決されたんじゃないか？

　桜子のほくそ笑えむ顔が脳のう裏りに浮かび、ちょっと釈しやく然ぜんとしない俺だったが。

　よく考えたら今回の企き画かくは、みんな最初からそんなに嫌いやがっていなかったように思う。だとしたら、みんなで楽しめるイベントをよくぞ持ち込んでくれたと、むしろ桜子に感謝すべきなのだろうか？

　それはそれで、何かが腑ふに落ちない。すべては、桜子という人物の人となりのせいである、と俺はそのように主張したい。

　さて、目下最重要の議題が、一段落ついたところで。

「そういやぁ、魔法科学部はどうだったんだ？」

　もう一つ気になっていたことを、俺は口にしてみる。

「はい、今日は魔法科学部の部室に設置した、改良型魔法エネルギー変へん換かん抽ちゆう出しゆつ装置を初めて動かしてみたのですけど……」

「その装置で今日、魔力を吸われたのは、ソフィアとマリーなんだよな……？」

　マリーがすぐに反応してくれたので、俺はさらにセリフを被かぶせるように尋ねた。

　注射をされたとか、歯の治ち療りようをしたとかいう人に聞く感じで、怖こわ々ごわと。

「実験の結果は、非常に良好であったぞ。一時間程度の抽ちゆう出しゆつで、魔ま法ほう制せい御ぎよチップを約三時間使用できる魔力が集まったのだからのぅ」

　ソフィアが晴れやかな顔をして答えるのが、しっくりこない。

「痛かったり、しないのか？」

　同じ装置について、俺が記憶している光景との、あまりにかけ離はなれたギャップのせいで。

　俺は思わず、二人に聞き返してしまう。

　魔法エネルギー開発研究所で、強制的に魔法エネルギー変換抽出装置に座すわらされていたリアマは、酷ひどく苦しんでいた。

　縛しばりつけられて、全身に電でん撃げきのようなものを浴びせられていた。俺自身も、リアマを助け出そうとして、一いつ緒しよに電撃を食くらったから、あれがどれほどの痛みだったかを知っている。

　が、ソフィアもマリーも、あのときあの場所で、俺と同じものを見ているのだ。

　その二人が、茜に対しては安心して身を預けている。

　それにそもそも、逃げ出す恐おそれがなければ、拘こう束そくも電撃も無用なわけで。

　そのへんは俺も、頭では理解している、はずなのだが。

「痛みはまったく。終わったあとの疲つかれもほとんどありませんでしたよ？」

　俺の気持ちを和やわらげるように、マリーが優やさしく答えてくれた。

「ただ、抽出中は装置から席を立てないので、退たい屈くつなのが玉に瑕きずじゃな。眠ってしまえばよいのかもしれんが、生あい憎にく今日はしっかり睡すい眠みんを取っておったゆえ、眠ることも叶わなんだわ」

「ソフィアったら、眠っていたら、オーラが出せませんよ？　今日の実験はオーラを出しながらだったから、短時間でたくさんの魔法エネルギーを抽出できたんじゃないですか」

「む、つまり眠くなっても眠ってはならぬということか。うむむ、それは少々辛いのぅ」

「抽出中は、本でも読んでいればいいかもしれませんね。次にするときは、持っていこうかしら」

　ソフィアもマリーも、実にリラックスした様子で、実験の内容を語っている。

　演技でも何でもなく、どうやら本当に魔法科学部の活動は、すこぶる順調であるらしい。

　この問いを二人にした瞬間から、俺の頭の中には、ある案が浮かんでいた。

　クリスの、修業についての。

「俺も、魔力を抽出してもらいたいんだ」

　やや力が入り過ぎてしまった声で、俺は思いを述べる。

「ならば明日、アカネに頼んでみるがよかろう」

「ええ、アカネさんも喜ぶと思いますよ」

　少し驚おどろいた表情を見せたものの、ソフィアとマリーは、すぐに笑顔で俺に頷いてくれたのだった。




　　　　　◇




「よかったわぁ。湊みなとが自分から、協力を申し出てくれてっ♪」

　翌日放課後。場所は当然、魔法科学部の部室。

　茜は満面の笑みを浮かべ、魔法エネルギー変換抽出装置をカチャカチャといじっていた。

「湊、リアマさんのこともあったし……、魔法エネルギーの研究にあんまり賛成してくれてないのかなぁって、心配だったの」

　茜が、俺の機嫌を窺うように、上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでくる。

　あれ、なんだろう？

　その仕草自体は、別段特に変わったものではなかったというのに。

　今日の茜、なんか今まで俺が知っている茜じゃないみたいな……。

　俺は奇き妙みような違い和わ感かんを覚え、少々ドキッとしてしまった。

　自信っていうのか、意欲っていうのか、人生の目標が定まったような、生きがいを手にしたような、そんな輝かがやきを茜の瞳ひとみは放っているみたいに見えたのだ。

　か、可愛いじゃねぇか、茜のくせにっ！

　俺は焦あせって、一瞬視線を逸そらす。

　しかも、これまでの見ていてそそっかしいとか、俺がついててやらなきゃな的な可愛さと違ちがって。

　尊敬できる感じの、大人の女性、みたいな魅力を、今の茜からは感じる気がする。

　すげぇなぁ、茜……。

　俺は、つい最近まで年の近い兄弟みたいに思っていた幼なじみが、別人になってしまったような感覚に襲おそわれた。

　宰さい相しようがクーデターを企くわだてた事件が解決してから、まだ二週間経っていない。

　リアマを邪じや神しんだと思っていたとはいえ、茜の親父さんがリアマを酷い目に遭あわせている姿をその目で見てしまい、茜は涙なみだを溜ためて抗こう議ぎの声を上げていたのに。

　そして親父さんは本人が知らないままに、クーデターを目もく論ろんだ宰相の下で働いていたため、裁判を受ける羽目になって。親父さんに女王様から判決を言いい渡わたされたあと、茜はあんなに大泣きしていたのに。

　そんな経験を糧かてにして、茜はずいぶん、成長したみたいだった。

「じゃあ湊、装置に座って、楽にしてね」

　制服の上から白衣を着た茜に促され、俺は魔法エネルギー変換抽出装置に腰かける。

「あ、ああ……。この椅子、ベルトとかは、付いてないんだな……」

　リアマが座らされていたものには、手足を固定するための拘束具があったのを思い出しながら、俺は尋ねた。

「そりゃそうよ、この装置は、望んで魔法エネルギーの抽出に協力してくれる人にしか、使わないんだから」

　茜は即そく座ざに、胸を張って答える。

　そうだよな。茜の、言う通りなんだよな。

　茜の言葉が、しみじみと俺の心に沁しみ込むのだった。

　科学も魔法も、結局はそれを使用する者の、心がけ次し第だい。俺のような素人しろうとは、茜のように、自分が信じるに値すると思える専門家を、信じるしかないのだ。

　逆に言えば、それを用いる人間を信じられないような技術は、使用してはならないのだろう。

　立派になったなぁ、茜……。

　娘を嫁よめに出すときの父親の心境ってこんな感じなのだろうか？　俺は、嬉しいような、ちょっぴり寂さびしいような、感傷的な気分を味わっていた。

　ふぅっ、とため息を吐いて、俺は目を閉じる。

「あっ、湊っ!?　楽にしてね、って言っても、オーラはしっかり出してもらわないと困るんですけどっ！」

　俺の仕草から、眠ってしまうんじゃないだろうか、とでも勘違いしたっぽい茜が、慌あわてて注意してきた。

「うん。わかってるよ、サンキューな、茜」

　やっぱり茜は茜だという口調に、俺はなんだかほっとして、思わず微ほほ笑えんでしまう。

「なっ、何っ!?　どうしたのよ、湊っ、今日のあんた、少し変よ？　聞き分けが良過ぎるし……、熱でもあるんじゃない？」

　心配しているのかバカにしているのか、茜が俺の額に手を当ててきた。

　女の子らしい小さな茜の手が、触ふれる。とても、心ここ地ちいい。

　俺が、シャルスティアの国王になったら、茜は……？　茜も……、俺の、後宮……に？

　カァァァァァッ！

　不意に浮かんでしまった、デンジャラスな妄もう想そうに、俺自身が動転してしまったのだ。

　顔から火が出そうなくらい体温が急きゆう上じよう昇しようするのがわかり、バッ、と俺は仰のけ反ぞって、それを悟さとられぬよう茜の手から逃れる。

「ど、どうしたのよ？　いきなり……」

　俺の不ふ審しんな挙動に、茜もビクッと身体を震ふるわせて、手を引っ込めた。

「なっ、なんでもないっ、なんでもないっ。はっ、はやく魔力の抽出っ、始めようぜっ？」

　必死に誤ご魔ま化かしたが、誤魔化しきれたかどうか。

「そっ、そうねっ。……でも、本当に変な湊っ！」

　茜の頬も、少し赤みがかっていた。

　今のアクションのせいで、なんかお互たがいに、妙みように意識してしまったかもしれない。

　そういえば、図書館の一角で茜と二人っきりになったとき、キスを迫せまられたなんてこともあったなぁ……。

　あの大胆な行動に比べたら、額に手を当てるなんて幼よう稚ち園えん児のお遊ゆう戯ぎみたいなもんだっていうのに。
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　この程度で、あのとき以上にぎこちなくなってしまうなんて……。人間関係って、ムツカシイもんだぜ。

　ガチャッ。

　いきなり、何の前まえ触ぶれもなく、部室内の奥おくの扉とびらが開いた。

「ノノヤマさーん、計器の最終点検、してもらっていいかな？　まだイマイチ、操作の自信がなくってーっ」

　眼鏡をかけ、髪かみをビシッと七三に分けた、絵に描かいたような理系男子といった風ふう貌ぼうの生徒が、ドアノブを握ったまま、茜に呼びかける。

「あ、はーいっ。今行きまーすっ。じゃあ湊、よろしくねっ」

　茜はそれに答えると、俺にはぞんざいに一声かけただけで、足早に俺以外の男子のもとへと向かっていった。

　この、魔法科学の部室は、魔法エネルギー変換抽出装置が設置されている実験室と、計測用の機材やその他もろもろが置かれているモニター室とに分かれていて。

　茜の他に四、五人の生徒が、すでに入部してくれている。

　と、茜からは聞かされていたのだが。

　俺は、そいつらの名前さえ、碌ろくに知らないのだった。

　俺の知っている茜が、どこか遠くに行ってしまうのではないか、そんな子供じみた不安を覚えつつも、俺はいつでもオーラを出せるよう、精神を統一する。

　二つの部屋を隔へだてる壁かべに大きく取り付けられているガラス窓まど越ごしに、茜が手を振って合図を送ってきた。

　ブゥゥゥゥンッ。

　俺が赤いオーラを発するのとほぼ同時に、魔法エネルギー変換抽出装置が小さく音を立て、起動する。

　さて、これから一時間か。

　しまった。マリーが言ってたように、俺も本でも用意しておくんだった。などと俺は頭を掻かきながら、思ったのである。




「お疲れ様さま～、湊っ、もう好きに動いていいわよっ」

　モニター室から跳はねるようにして、茜が出てきた。

　魔力を抽出している間、窓越しに、仲良さげに会話を交かわす茜と見知らぬ男子を見せつけられ、俺はそればっかりが気になっていたおかげで、案外時間が経つのが早く感じられたのは不幸中の幸い……なのだろうか？

　もちろんモニター室には、他の女子だって、他の男子だっていたわけだが。

　とにかく、男子が茜に近付いたり、声をかけたりする度に、俺は、ほんのちょっとだけ、ほんとに少～しだけ、自分が不機嫌になるのがわかった。

　窓を通して姿は見えるのに、何を話しているのかが全然聞こえないというのも、ストレスが溜まる一因だった。

「茜、早さつ速そくで悪いんだけど、今俺から抽出した魔法エネルギー、すぐに魔法制御チップに移してもらうことってできるか？」

　そんな狭きよう量りような、恥ずかしい己の胸の内を隠かくして、俺は涼すずしげに、尋ねてみる。

「それは、できるけど……。湊、急にやる気になってくれたから、何か理由があるんだろうとは思ってたけど、やっぱりそうなのね？」

　いくぶん心配そうな口調で、茜に聞き返され、

「あ、ああ、まぁ、な。良い結果が出せたら、ちゃんと報告するよ」

　俺はやや、歯切れ悪く答えた。

　そう、俺がこれからやろうとしているのは、言ってみれば、すごく速く泳げるようになる水着を着用することで、タイムを伸のばそうとするようなもの。

　人によっては、ズルだと思うかもしれない手段。それに、まだ本当にそれで上う手まくいくかもわからない。

　魔法制御チップを使えば、本来、霊力がなければ覚えられないという頭かしら木ぎ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎを、クリスに体得させることができるのではないか。

　俺は、そんなふうに考えていた。

「湊、魔法制御チップは、今渡せばいい？　実は今の抽出中に、同時に魔法制御チップへのエネルギー充じゆう当とうも行っていたから。すぐにでも使用可能よ？」

「お、おおっ、そりゃ助かる。頼むよ」

　茜の効率的な回答に、俺は少々驚きをもって飛びつくのだった。




　　　　　◇




　ソフィアとマリーと雪花は、まだ生徒会室にいるだろう。

　マリーが生徒会長で、ソフィアが副会長。基本、学園内での俺たちの居場所は、これまでは生徒会室だったのだ。

　雪花はたぶん、生徒会室に古代シャルスティアの文ぶん献けんを持ち込んで、読よみ耽ふけっているんじゃないだろうか。

　茜も、意外にも生徒会書記だったりするのだが、もうしばらく魔法科学部の部室でやることがあるらしい。

　桜子とモモとコレットは、三人でコスプレの衣装をつくると言っていた。

　コレットにお裁さい縫ほうができるのか、ちょっぴり不安が残るが、コレットはああ見えて実は天才フルート奏者なんて肩かた書がきも持ってたりするので、手先はとても器用なのかもしれない。

　そして、俺の意中の人――っていうと語ご弊へいがあるかもしれないが、クリスは、偲乃さんとまた林の中で修業をしているはずだった。

　俺は、茜から受け取った魔法制御チップを握り締しめ、林へと走った。




「これを……私に……？」

　俺の両手のひらに載のった、腕うで時ど計けいに似た形状の、魔法制御チップ六個を怪け訝げんそうに見つめ、クリスは尋ねた。

　なぜ六個あるかというと、額と胸と両手両足に装着する必要があるからだそうだ。

　また、これはわざわざ言わなくていいことかもしれないが、クリスと偲乃さんは、今日もさらしと褌ふんどし姿。

　ラッキー……じゃなかった、おかげで、やはり慣れるまでちょっとドキッとするし、目の遣やり場ばに困るのだった。

「ああ、つけてみてくれ」

　生き真ま面じ目めなクリスの性格からすると、このある意味裏うら技わざ的な提案は、断られる可能性が高いのではないか、と俺は危き惧ぐしていた。

　もちろん、こんな手を使わないで済むなら、それに越こしたことはないのかもしれない。俺はそっと、クリスと偲乃さんの表情を窺う。

　二人に浮かれた雰囲気はない。

　いかに厳格な騎士らしく武士らしい性格の二人とはいえ、霊力を放出する修業に成功していれば、さすがに喜びは隠し切れないはず。

　つまり、今日もまだ目ぼしい成果は上げられていないと思われる。

「これは、アシエル殿どのも使われていた、魔法制御チップですよね？」

「ああ」

　そこに気付くとは、やはり天才か。などとボケている場合ではない。

　俺は、これを使ってでもクリスにもう一段高みに登ってほしいという俺の希望を、クリスの瞳を真っすぐに見ることで、伝えようとした。

「偲乃は……いいと思うの……？」

　クリスは、俺から偲乃さんへと視線を移し、問う。

　しばしの間。

　答えを待つ俺にも、緊張が走る。

　偲乃さんは、クリスにキスでもするのではないかってくらい、かなり顔を近付けると、ゆっくりと口を開いた。

「無論、頭木流剣けん術じゆつ宗そう主しゆを継けい承しようする資格としては、このようなものに頼たよったのでは、完全に失格です」

　厳しい目つきと、声。

　偲乃さんは、認めてはくれないのだろうか……？

「されど、此こ度たびはあくまでもクリス様の個人的な事情、クリス様がシャルスティアの王女殿でん下かをお護まもりする近衛騎士として、もっと強くならねばならないのならば、誰だれにも止める理由はないと存じます」

　ふっと表情を和らげ、偲乃さんはそう続けたのだ。

「偲乃……」

「偲乃さんっ……！」

　クリスはちょっと意外そうに。

　俺は、クリス以上に感かん極きわまって、思わず叫さけんでいた。

　幼いクリスの世話役だったというこの女性は、伝統ある頭木家の跡あと取とり候補としてではなく、そんな周囲の思おも惑わくとは関係なしに、ただひとりの人間として、クリスのことをちゃんと扱あつかってくれているのだ。

　俺は、遠く離れていても、ずっとクリスを大事に思ってくれている人がいたことが、嬉うれしかった。

「じゃ、じゃあさっ、クリス、ほらっ」

「は、はいっ」

　俺は、何なんヶか月げつも前から予約していたゲームソフトを開かい封ふうしてゲーム機にセットするときみたいな、待ちきれなさで、クリスを急せき立てる。

　クリスも、偲乃さんから許可が下りたことで、心の枷かせが外れたみたいだった。

　カチャカチャと、魔法制御チップをクリスの身体の各部分に取り付けていく。

　手足と額のやつは俺も手伝ったが、唯ゆい一いつ、胸のところは、俺が手を触れるわけにはいかない。

　ちょうど胸の谷間の中央に、少し挟はさむ感じで、魔法制御チップがちょこんと乗っかるのだった。

　な、なんか、エロい気がするんですけど……。

　そんな俺おれの煩ぼん悩のうはさておき。

　クリスはついに魔法制御チップを、すべて装着したのだった。

「どうすれば、いいのでしょうか……？」

　戸惑った様子で、クリスが聞いてくる。

　おおっ、こんな初心者っぽいクリスは初めてだ！

　いつもクリスに教えてもらう側だった俺は、家庭教師にでもなったみたいな、教え子に本来感じてはいけないときめきを感じてしまうような、ちょっぴり背徳的な気分を味わうのだった。

　魔力の扱いに関して、俺には、シャルスティアに来てからのここ数すうヶか月げつで蓄ちく積せきされた、しっかりと実戦にも裏打ちされた経験がある。

　特に、古代シャルスティア魔法文明博物館で行われた強化合宿では、エロエロなマジックアイテムを用いて、オーラの使い方をみっちりと叩たたき込まれたんだからな。

　それを余すところなく、クリスに伝授してやらなければっ！　俺はどうにも、変に意気込んでしまうのだった。

「そ、そうだな。気合を、全身から吐き出す感じで。剣を構えたときでも、普ふ通つうにやるだろ？」

　クリスに上手く、伝わっただろうか？

　人に、何かを教えるのって、けっこう難しいのかも……。俺が自信なく、そんなふうに思っていると。

「は、はい……。それでは……」

　クリスは自分なりに理解してくれたのだろうか、チャレンジする意志を固めたらしい。

　俺も偲乃さんも、クリスから二、三歩退き、距きよ離りを取った。

　しん、と一いつ瞬しゆん、辺りが静せい寂じやくに包まれる。

　そして――。

　それは、あまりにも、あっけなく発動した。

　ブォォォォォッ！

「こ、これはっ……！」

　全身から噴ふき出す魔力の奔ほん流りゆう――オーラに、クリスは驚きよう嘆たんの声を漏もらす。

「こんなことがっ……！　丹田を一切開かぬまま、霊力……とは若じやつ干かん異なりますが、それでも、これが魔力というものですか……、それを、こんなにもたやすくっ……！」

　クリス以上に、偲乃さんは驚いているように見えた。

　何年もクリスに霊力の手て解ほどきをしてきただろう偲乃さんとしては、自身の数年来の努力を根底から否定された――、悪く捉とらえてしまえば、そんな気持ちも混じっているのかもしれなかった。

「しかしこの輝きは……、湊殿どののオーラに近いような？」

　クリスが己の身体から発せられるオーラをまじまじと見つめながら、感想を述べる。

　言われてみれば確かに、俺の真しん紅くのオーラほど濃こい色ではないが、クリスのオーラは赤みがかった光を放っていた。

　アシエルが使ったときは、白っぽい、蛍けい光こう灯とうみたいな光だったから、それとは明らかに違う。

「ああ、そういや茜のやつ、改良型では抽出する元の魔法エネルギーの性質も、できるだけ残るように調節できるようにもした、とか言ってたかな」

　さっき魔法科学部の部室で聞いたはずの説明なのに、俺はたどたどしく反はん芻すうした。

　早くクリスに魔法制御チップを届けたい一心で、聞く耳半分に聞いていたせいだろう。す、すまん、茜。

「すごいですね、茜殿どのは。ただお父上が最初に造られた通りに造るのではなく、自分で新しい機能も追加するとは」

　クリスが、とっても感心した口調で言う。

「あ、うん。そう、だよね」

　俺はクリスにそう指し摘てきされて初めて、そういえばそうかも、なんて思ったりするのだった。

　どうやら俺にとって茜は、あまりにも身近な存在過ぎて、他の人間がやったことなら素す直なおに評価できる内容でも、茜がやったとなると今一つピンとこないらしい。ま、またまたすまん、茜。

「ということは……この魔法制御チップに入っている魔力は、湊殿の……？」

　クリスは、少し微び妙みような表情をして、尋たずねてきた。

「え、まぁ、そうなんだけど……。あっ、ちゃんと昨日お風ふ呂ろにも入ったし、別に汚きたなくないよ？」

　もしかしてクリス、お古みたいで気に入らないとか!?

　俺は焦って、魔力にとっては、ほとんど関係なさそうな言い訳を試みる。

「い、いえっ、そんなことは全然気にしてませんっ！　そうですか……湊殿の……」

　するとクリスは、なぜかポッと顔を赤らめ、もじもじと俯うつむくのだった。

　な、なんだろう……。でも、やっぱりこれお返しします、とか言われなくてよかったんだぜ。

「湊殿、この状態で、一度手合せ願えませんか？」

　再び顔を上げたクリスは、今度は普ふ段だんのクリスらしい凛りんとした表情に戻もどっていた。

「あ、ああ……、いいぜ」

　クリスの目を見て、俺もにやりと笑みが浮かぶ。

　クリスは、誰が見たって一いち目もく瞭りよう然ぜんなくらい、ワクワクしているのだった。

　魔法制御チップを身につけたアシエルも言っていたっけ。

　魔法は憧あこがれ、だと。

　あの現実主義者のアシエルでさえそうなんだから、おそらくほとんどの人類にとって、そうに違いない。

　さて、魔法制御チップで人工的に魔力を手に入れた人間と戦うのは、俺にとっても初めての経験だ。

　俺が全開での魔力使用状態――火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになるためには、ソフィアとマリー、空と海の女め神がみの加護を受けた王女二人と、儀ぎ式しきを行わなければならないわけだが。

　その十分の一……、いや、百分の一くらいか？　それくらいのオーラなら、いついかなるときでも出せるように、俺はなっている。

　これも、弛たゆまぬ鍛たん錬れんと実戦によって培つちかわれた成果だ。ただしそのほとんどが、自ら望んだのではなく、半ば周りに強制されたものだったとはいえ。

「クリスは、日本刀でやるのか？」

　俺は、こういう場合には最近常に携けい帯たいする癖くせがようやくついてきた自分の長ちよう剣けんを抜ぬきながら、クリスに問う。

「いえ、いつも通り、こちらの長剣で。私はもう、日本刀よりもシャルスティア騎士支給のこの長剣が、すっかり馴な染じんでしまっていますから」

　手にしていた日本刀を鞘さやに納めて、クリスは答えた。

　改めて、クリスが長剣を握にぎり直す。

　ブゥゥゥゥゥンッと、クリスの身体からは薄うす赤あかいオーラが、放出され続けている。

「おぉぉぉぉぉっ！」

　俺が、気合の一声を上げると。

　ゴォォォォォッ！

　炎ほのおのように、俺の全身からもオーラが噴き上あがった。

　双そう方ほう、準備は整った。

「では、いざ」

「いざっ！」

　剣けんを構え合図の声をかけた俺に、クリスが鋭するどく返し――。

　勝負が始まる。

「はぁぁぁぁぁっ！」

　ビュゥゥゥッ、と突とつ風ぷうのような圧力を感じさせながら、地を蹴けったクリスが一瞬にして俺に肉にく薄はくする。

　速い！

　生身の人間ではとうてい目で追えない、今まで俺の専売特許だった、魔力によってブーストされたスピードが、ついにクリスのものに。

　ギィィィィィンッ！

　刃やいば同士が激しくぶつかり、火花が散る。

　俺は受けた剣の反動を利用して、後退した。

　クリスってば、今までこの速度に、素で対たい抗こうしてたんだよな……？

　すごい！　凄すご過ぎるよクリス！

　冗じよう談だんではなく、俺はクリスのその類たぐい稀まれなる才能と実力に賞賛を送るほかない。

　ザッ！

　クリスは休まず踏ふみ込んで、斬撃の連打を浴びせてきた。

　ガンッ、ギンッ、ガァァァンッ！

　俺が、押、さ、れ、て、い、るっ！

　俺にできるのはただ、クリスの猛もう攻こうに合わせてなんとか剣を伸ばし、耐たえることだけだ。一いち撃げき一撃ごとに、腕うでが痺しびれる。

　つっ、強ぇぇぇぇぇっ！

　これまでと完全に立場が逆転してしまった俺は、心の中で蒼そう白はくするのだった。

　現在、クリスの強さは火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの半分？　いや、三分の一？　つまり、俺が火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになれば押し返せるが、今のままでは逆立ちしたって勝ち目がない。

　剣の達人が魔法制御チップを装備した際のパワーアップ、マジパネェ！

　どうする!?　どうすれば!?　攻こう撃げき力りよく、防ぼう御ぎよ力りよく、は圧あつ倒とう的てきにクリスの方が上。唯一スピードだけは、なんとか勝負になるレベルだろうか。

　となると……。

「どわぁぁぁぁぁっ！」

　俺は、突とつ然ぜん奇き声せいを発し、無理やり間合いを詰つめる。

「!?」

　抱だきつこうというか、体当たりというか、近過ぎて剣も振ふれないくらい、懐ふところに飛び込む。

　俺の予想外の動きに、クリスが怯ひるんだ――直後。

　ビュンッ。

　俺はクリスの脇わきをすり抜け、振り返かえりもせず一目散に駆かける。

　そう、俺が選んだ作戦は……逃とう走そうだった。

「はぁぁっ！」

　が、クリスは、即座に反応し、俺を追ってきたのだ。

　俺は木の陰かげに駆け込む。

　ブゥンッ！

　クリスが、水平に剣を払はらった。

　普通なら、これで剣は木の幹に食い込み、しばらく身動きが取れなくなるだろう。そうなれば、俺にも逆転のチャンスが生まれる。

　しかし、現実は――。

　バサバサバサッ、ズゥゥゥンッ！

　俺が盾たてにした、そこそこの高さと太さのある木は……、周囲の木々に枝葉を触れさせながら、大地を揺ゆらして倒たおれたのだった。

　俺は目を見開き、その驚きよう愕がくの光景を眺ながめているしかなかった。

　クリスが、はっとしたように、力を抜く。

　それは実質、手合せの終しゆう了りようを意味していた。

「これがっ……、これが魔ま力りよくですかっ！」

　クリスは高こう揚ようが治まらないといった表情で、ぞくぞくと武む者しや震ぶるいをしている。

　怖こわい……。

　俺は、一番最初にクリスと斬り結んだとき以来、クリスを相手に背筋が寒くなるのだった。




「せっかくです、クリス様。この際、頭木流剣術奥おう義ぎも、習得してしまいましょう！」

　ようやく落ち着きを取とり戻してきたクリスのもとに、偲乃さんが近寄ってきた。

　偲乃さんも、目の前で行われたクリスの強大なパワーアップに興奮し、素直に喜んでいる。

「奥義……、私に、覚えられるのかな……？」

　自信なさげに、クリスは偲乃さんに振り向むき、首を傾かしげる。

　二人にとっては数年間、願い続けても叶うことのなかった、ゴールなのだ。

「もとより、クリス様の剣の才能には、何の問題もございませんでした。幼き頃ころより、永き頭木家の歴史においても、おそらく十指に数えられるほどの才を示しておいででした」

　偲乃さんが熱弁する。

　それだけの素質を見せつけていながら。

　クリスは頭木流を継つぐ宗そう主しゆとしては、失格の烙らく印いんを押され、日本を追われるように、遠くシャルスティアに身を寄せるしかなかったわけなのだから。

「ただ、霊れい力りよくを得られぬばかりに……。ですが、その憂うれいも、もはや絶たれました！　クリス様が奥義をその手にするのに、何の支障がありましょう！」

　涙さえ流さんばかりに、偲乃さんの声は震えていた。

「うん……。ありがとう、偲乃……」

　クリスも釣つられて、目を瞬しばたたかせている。

　本当に本当に、二人の大願だったのだろう。部外者である俺には、これ以上もう、想像が及およばないほどの。それがついに、成じよう就じゆするのだ。

「頭木流剣術奥義は、一の太た刀ちから五の太刀まで、五つの型にて構成されています。即すなわち、これを『五剣不空』と申します」

　すっかり先生の口調で、偲乃さんの奥義講習会が始まる。

「ではまず、一の太刀、『絶ぜつ殊しゆ無む極ごく』をご覧に入れましょう」

　そう言って、偲乃さんは自身の日本刀を抜き放った。

　次いで。

　ポォッ、と灯ひが点ともるように、偲乃さんの身体から白い光が放たれ始めた。

　魔力のオーラのように、猛たけ々だけしいものではない。じんわりと、自然に溶とけ込むような、心に沁み込んでくる、清せい浄じような光だ。

「あれが、霊力……？」

「はい。あの美しい力を、私も手に入れたかった……」

　ふと口にした俺の言葉を、クリスが横から拾う。

　クリスの偲乃さんを見つめる瞳は、憧しよう憬けいに満ちているのだった。

　スゥッと、偲乃さんが精神を集中するのがわかった。

　偲乃さんは、日本刀を上段正面に構え、ピタリと静止する。

　刹せつ那な。

　ヒュッ。

　気付いたときにはすでに、偲乃さんは刀を振り下おろしていた。

　フゥッと、偲乃さんが息を吐き出だす。

「以上です」

「えぇっ!?　もう終わりっ!?」

　淡たん白ぱくに述べる偲乃さんに、俺は思わず聞き返してしまう。

　だって今の、何の変へん哲てつもない、ただの一番普通の斬きり方かたですよねっ!?

　確かに、速さは凄すごかったけど。油断してたから目で追えなかったけど。もしかして、それだけが自じ慢まんの技わざなの!?

　合が点てんがいかず目を白黒させる俺を、クリスが呼ぶのだった。

「湊殿、これを見てください」

　クリスは、偲乃さんが立っている少し先、下方を指差す。

「ん？　なに？　これ、は……」

　地面、土の上には、偲乃さんから直線状に、斬られた跡あとが伸びていた。

　それは、偲乃さんが手にした日本刀によって、つけられた傷きず跡あとのように見える。

　だが、俺は偲乃さんが日本刀を振るった瞬しゆん間かんを、一部始終目にしていた。偲乃さんの剣けん先さきは、決して地面になど、触れてはいなかったはず。

「神速にて太刀を振り下ろし、たとえ敵に防がれようと、その敵の受けた刀や防具を素通りする霊力の刃にて斬る。それが『絶ぜつ殊しゆ無む極ごく』にございます」
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　偲乃さんの解説を聞いて、俺はようやく納なつ得とくするとともに、戦せん慄りつを禁じ得なかった。

　なるほど……。頭木流剣術奥義ってのは、おそらく一から五の太刀まですべてが、霊力の特性を利用した技になっているとみた。

　一の太刀からしてこの威い力りよく。もしこれをクリスが習得したら……、俺はもう火山神顕現騎士ヴオルカエクエスにならない限り、クリスと互ご角かくに戦うことは不可能になってしまうだろう。

　そして、

「申し訳ございません、湊様」

　偲乃さんは俺に深々と頭を下げた。

「はいぃっ!?　えっ!?　何かっ!?」

　その理由がまったく思おもい浮うかばず、俺はぱにくって挙きよ動どう不ふ審しんになる。

「これより先の修しゆ業ぎようは、湊様にはお見せすることができません。何なに卒とぞご了りよう承しようくださり、お引き取りくださいませ」

「ああ、そっか！　奥義ですもんね、当然ですよねっ」

　やっと理解して、俺は偲乃さんに愛あい想そ笑わらいを返す。

　頭木流剣術奥義の伝授は、部外者の俺がそばにいたのでは行えない、非公開練習であるらしかった。

「すみません、湊殿。湊殿が持ってきてくれた魔法制御チップのおかげで、奥義習得ができるようになったというのに……」

　クリスからも申し訳なさそうに、謝あやまられてしまう。

「いやいやいやっ、気にしないでほんとっ。役に立てて、よかったよ」

　俺は両手を振って、偲乃さんとクリスを交こう互ごに見る。

「あ、でももしかして……、俺が頭木流剣けん術じゆつに入門すれば、奥義……教えてもらえるのかな？」

　なんて、調子のいいことを考えてしまう俺。

　いや、冗じよう談だん抜ぬきにして、頭木流剣術奥義は習えるものならぜひ習いたいところだ。

　まだ見ぬ二の太刀以降も、大変に俺の興味――、もっとかっこよく表現するなら、武への探究心、ただ純じゆん粋すいに強さを極きわめたいという欲求を、大いに刺し激げきするのだった。

「さようでございますね。頭木流剣術奥義は、一族にのみ伝授を許される秘伝。湊様が、クリス様と婚こん姻いんを結ばれれば、あるいはお館やかた様より許可を頂けるやもしれません」

　偲乃さんは、不意を突ついてそんなことを言った。

「ぶっほ！　けっ、結けつ婚こんっ!?」

「湊殿っ……、たっ、たとえばの話ですよっ、たとえばのっ！」

　咽むせる俺に、クリスが慌てて訂てい正せいする。

　だけど、俺とクリスは、しばし見つめ合って、お互い真っ赤になってしまう。

　俺に示された未来は。

　ソフィアとマリー、二人のお姫ひめ様さまとの結婚。

　クリスとも、結婚……？

　なぜか最近になって突とつ然ぜん、俺の周りは、一気に桃もも色いろの嵐あらしに包まれたみたいだった。




　　　　　◇




　それからというもの、俺は毎日、クリスのために魔法エネルギー変へん換かん抽ちゆう出しゆつ装置に座り、せっせと魔法制御チップへの魔力の充当に励はげんだ。

　そしてクリスは、俺から魔法制御チップを受け取るとやはり毎日、頭木流剣術奥義の習得に励むのだった。

　今週は、瞬またたく間まに時間が過ぎていった。




　土曜日。

　授業はすべて午前中で終わり、学園全体が少し浮かれた雰ふん囲い気きになる。

「茜～っ、湊く～んっ、コスプレの衣装、完成したから試着してよぉ～っ！」

　四時間目の終了した教室で。

　席を立った桜子が喜び勇んで、両手に紙かみ袋ぶくろをいくつも提さげて、駆け寄よってくるのを俺と茜は苦笑いで迎むかえた。

「わざわざ学園まで持ってきたのかよっ!?」

　という俺のツッコミは、すかさず茜にダメ出しをされてしまう。

「湊……そんな甘あまいもんじゃないわ。今の授業中……桜子ってば、机の下に隠して、膝ひざの上で縫ぬってたんだから」

「えへへ～、茜、見えてた？」

「もぅ、先生にいつバレるかって冷や冷やしたわよっ」

　なんてこった、内職までしていたとは。

　桜子のコスプレに懸かける情熱には脱だつ帽ぼうだよ……。

「モモとコレットちゃんにも来るように言ってあるからさぁ、これから生徒会室で試着してみてよっ」

　すでに何もかも手を回してあるっぽい桜子なのだった。




　生徒会室のドアを開けるなり、

「おお、準備は万ばん端たんなようじゃな」

「おめでとうございます、桜子さん」

　姫様二人は桜子に労ねぎらいの言葉をかける。

　ソフィアとマリーはこの件に関して、桜子を全面的にバックアップすると決めているみたいだ。

「できてしまいましたか……」

「できてしまったのですね」

　クリスはやや及び腰ごしで、雪花は淡たん々たんとした反応を示す。

「し、失礼しますっ」

「ミナトーっ、みんなーっ、来たよーっ」

　わずかに遅おくれて、モモとコレットも中等部からわざわざ出向いてきた。

　これでコスプレ大会への参加が予定されている全員が、揃そろったのだった。

　もともと生徒会室で駄だ弁べることの多かった俺たちだが、面子もさらに増え、ますます騒がしくなってきたな……。

　俺は室内を見回して肩かたを竦すくめたものの、気の合う仲間がこうして集まれるというのは、何も憂ゆう慮りよすることではないと、思い直した。

　ある日突然、親おや父じに強制的にシャルスティア王国に送り込まれ、どうなるかと思ったけど。俺の人生、オワタ。ってくらい、本当に心細かったけど。

　幼なじみの茜が早速世話を焼いてくれ、その親友桜子も場を盛り上げてくれて。

　ソフィアもマリーもクリスも雪花も、最初は住む世界が違う人たちに見えたし、こんなやつらと上手くやっていくなんて、無理だと思っていた時期が、俺にもありました。

　でも俺は今、みんなを心の底から尊敬しているし。

　コレットもモモも、大切にしていきたい。

　俺はここにいるみんなが、大好きだ。せ、性的な意味も含ふくめて……。いやまぁそれはそれとして。

　俺は、幸せ者だ。

　この居い心ごこ地ちの良さが、永遠に続けばいい。

　シャルスティア王国は、もはや俺の第二の故郷と言って差さし支つかえなかった。

　それどころか、俺の心の中では、もしかすると故郷ランキング一位と二位が入いれ替かわる日も、そう遠くはないのかもしれない。

　なんて俺がしみじみと感かん慨がいに耽っていると。

　桜子はガサガサと抱かかえてきた袋ふくろから、丹たん精せい込めて作ったコスプレの衣装を、片かたっ端ぱしから長机の上に広げ始めていた。

「上手ですねぇ」

「うむ、見事なものよ。ファッションに興味のなさそうなサクラコが裁縫が得意とはのぅ。人は見かけによらぬものよな」

　マリーとソフィアの発言は、今回二人は完全にギャラリーのポジションに収まっているため、常に余よ裕ゆう綽しやく々しやくである。

「でね、私たちチームのコスプレのモチーフなんだけど……、ＨＪ文庫で人気のライトノベル、『百ひやつ花か繚りよう乱らん』にしてみましたぁ～っ！」

　じゃじゃーんっ、とでも効果音を入れるべきノリで、桜子的には重大発表っぽいことを、桜子は声を大にして宣言した。

「ふぅん……」

「はぁ……なるほど……」

「へぇ～」

　しかし、周囲のリアクションは、冷めたものだった。

　茜も、クリスも、いつもならどんな話題にでも大げさに飛びついてくれるコレットまでが大人しめだ。

　残りの人間に至っては、声すら発する機会を失っている。

「反応薄っ!?　もしかしてみんな、ラノベとか読まない派!?　これ、アニメ版だってあるんだよ～!?」

　人の揚あげ足あしを取る天才である桜子がボケに回るのは、けっこう珍めずらしい光景かもしれない。

　おかげで俺は、テンポよくツッコんでやる任務に、失敗してしまった。そこは聞く前から察しておけよ、的な。

　どうやらこのメンバーの中でこの話題についていけるのは、ラノベにも熱い情熱を傾かたむける粋いきな男、俺ひとりであるらしい。

　ならば、しかたがない。

　解説しよう！

　って俺は、口にも出さず、誰に向かって話しかけているんだっ!?

　まぁいい。

　とにかく、『百花繚乱』とは、なぜか日本の戦国武将たちが、とっても萌もえ～な女の子の姿で描かれ、そのキャラクターたちが大暴れする、爽そう快かいアクション活劇なのだ。

「まぁまぁ、元ネタを知らなくても、着るだけなら問題ないでしょ？」

　みんなが知らないことにショックを受ける桜子を、茜が慰なぐさめようとする。

「かぁーっ！　わかってない！　わかってないよ茜っ！」

　だが、やはり真性のマニアである桜子にとって変な慰めは火に油を注ぐ結果にしかならないのである。

「コスプレっていうのは、その作品のキャラになりきらなきゃ、真しん髄ずいは見えてこないんだよっ!?　しかも今回のコスプレは大会なんだからっ！　シャルスティア全土から百ひやく戦せん錬れん磨まの猛も者さたちが集つどう、そりゃもう戦争だよっ!?」

　いやいや、どんだけコスプレに命懸かってんだよ？　それに、桜子ほどの物好きは、そんなには集まらないと思うぞ？　と水を差すのも憚はばかられるくらい、桜子のテンションは高い。

「ああ、『百花繚乱』なら俺、今ちょうど何冊か持ってるから、みんな読んでみるか？」

　代わりに俺は、むしろ桜子に寄り添そうように、自分のオタクっぷりまでをも、そういった世界にはこれっぽっちも縁えんのなさそうな美少女たちの前で、曝さらけ出してしまう。

　まさに認めたくない若さ故ゆえの過あやまちってやつだが、こっち方面の趣しゆ味みに関しては、俺と桜子は、それこそソウルブラザーと名乗ってもおかしくないくらい、意気投合しているのだから。

「うわぁっ、さすが湊くんっ！　読書のチョイスも完かん璧ぺきだねっ！　イイヨイイヨ～っ！」

　桜子が、パァァァッと表情を輝かせて、俺を絶賛する。

　あれ、なのに、どうしてだろう？　こんなに褒ほめられているのに、俺、心が痛い気がするのは……？

　俺と桜子の残念パワーが天てん井じよう知しらずで止まることなく上じよう昇しようする中、

「う、うんっ、あとで時間が余ったら考えてみるから……。とりあえず試着、早く始めましょ？」

　茜に、気の毒な人たちを見るような視線を、浴びせられる始末だ。

　何はともあれ、時間というものは無限ではない。

　まずは本来にして本日最大の目的である各自の衣装の、試着が開始されるのであった。




「男子二人は、そっちのホワイトボードの後ろで着き替がえてよねっ！」

　茜の指示によって、ガラガラ、と可動型のホワイトボードの車輪を鳴らしてクリスと雪花が、室内を衝つい立たてで仕切る。

　このホワイトボード、上は頭のてっぺんまで楽々、下は膝くらいまで隠れるサイズなので、これなら反対側から覗かれる心配はほとんどないだろう。

　ふぅ、安心安心。

　俺は別に、覗きたいなんて思ってなかったんだからなっ！　本当だぞ!?　全っ然、悔くやしくなんかないんだからなっ！

「ごめんね、桃とう一いち郎ろうくんまで追い出しちゃって」

「いえそんな、僕ぼくは男ですから、当然ですよ」

　茜の意味不明な謝罪に、モモがむしろ当とう惑わくしながら答える。

　まったくだ。謝るくらいなら、みんなの着替えを、オラにわけてくれっ！

「湊に襲おそわれないように、気をつけてね？」

　茜はさらに、理解不能な注意を、モモに訴うつたえた。

「あああアホかぁーっ！　いくら俺でもっ、そこまで守備範はん囲い広くないわぁーーーっ！」

　俺はすぐさま、俺にかけられたＢＬ疑ぎ惑わくを排はい除じよすべく、抗こう議ぎの声を上げる。

「あはは、そ、そうですよね……？　よろしくお願いします、湊さん……」

「あ、ああ、こちらこそ……」

　ほら見ろーっ！　どうしてくれるんだ、茜ーっ!?　そのつまらない冗談で、俺もモモもお互いにおかしな意識しちゃって、気まずいだろうがぁーーーっ！

　男子二人が頬ほおを赤らめ、愛想笑いをしつつホワイトボードの陰に隠れていく様は、腐女子的にはご馳ち走そうなのかもしれないが、男側から見たら不気味としか言いようがないのだ。

「湊く～ん、モモはコスプレにとぉ～っても慣れてるからぁ、着方がわからなかったらモモに聞いてね～っ？」

　ホワイトボードの向こうから、桜子がまた余計な一言をかけてくる。

「大変だな、モモ、君も……。鬼き畜ちくな姉を持つと」

　俺は同情を禁じ得ない。

　友人としてだって大変なのに、肉親だもんなぁ。モモは毎日を桜子に引ひっ掻かき回まわされているのかと思うと、涙がちょちょ切れそうになるぜ。

「え、ええ、まぁ……」

　ところが、当の本人は、それほどには迷めい惑わくしていない様子で、俺の慰めを笑ってかわす感じだった。

　あれ？　もしかして、姉の玩具おもちやにされるのって、案外楽しかったりするのかな？

　兄弟のいない俺にとっては未知の領域なので、ちょっと興味深いところではある。

　さて、脱だつ線せんしている場合ではない。

　俺はとりあえずブレザーとシャツを脱ぬいで、俺用にと渡されたコスプレ衣装の入った袋の中をまさぐった。

「んあっ？　何だこれ？」

　最初に掴つかんだパーツがいきなり、身体のどの部分に装着するものなのかわからず、俺は首を捻ひねる。

「ああ、それはですね、まずはこっちを……」

　するとモモが、すかさずテキパキと着方を教えてくれる。

「ああ、そうなんか、サンキュー、モモ」

　なるほど、これは確かに桜子が言った通り、頼りになるぜ。コスプレ初心者の俺でも、簡単に着られそうだ。

「で、次は、これを、こう……」

「ん……、おや？　これって……」

　慣れた手つきでサクサクと進めるモモに着付けをされるがまま、俺は、だんだん口数が少なくなっていくのだった。




　十分ほどが過ぎ。

　全員、着替えが完かん了りようしたみたいだった。

「湊ーっ、桃一郎くーんっ、準備できたーっ？　こっちはもう、終わったわよーっ？」

　茜が、急かすように尋ねてくる。

「ちょっ、ちょっと待てっ……！」

　俺は、今自分が置かれている状じよう況きようが理解できず、軽いパニックに陥おちいっていた。

「ホワイトボード、どけるわよーっ、それぇっ！」

　まるで俺の姿を白日の下に晒さらすのを、一刻も早く達成したいかのようにノリノリの調子で、茜が勢いよくホワイトボードを取り払う。

　女の子たちの視線が、一いつ斉せいに俺とモモに突き刺ささるのだった。

「桜子、どういうことか……説明してもらおうか……」

　俺は、わなわなと拳こぶしを震ふるわせながら、問う。

「えぇ？　何がぁ？」

　わざとらしく手で口元を押おさえ、目を半月の形に細めて、桜子が聞き返す。

「モモはまだ、似合うからいいとして……」

　いや本当はよくないかもしれないけど。

「なんで俺まで、女装させられてるんだぁぁぁぁぁっ!?」

　俺は、セーラー服っぽいミニスカートの裾すそを両手で押さえつつ、絶ぜつ叫きようした。

「あららぁん？　モモみたいに、白スク水の方がよかったぁ？　はい、カツラ」

　しれっと桜子は、シャギーの入った青みがかったシルバーでロングのカツラを差し出してくる。

　おまけに、何か小道具まで。

「が、眼帯……？」

　小道具一つまで、かなり精せい巧こうに作られていて、この執しゆう念ねんに関しては、ただただ桜子に脱帽である。

　だが、

「ソックスも長いから、脛毛の処理も要いらなくていいでしょ～？」

「そういう問題じゃ、ねーだろぉっ!?」

　俺はなんだか純潔を奪うばわれたような気分で、憤ふん慨がいするしかない。

「まぁまぁ～、ほらぁ、つけてあげるから動かないでよ～」

　涙なみ目だめの俺の思いを完璧に無視して、ガボッ、と桜子は俺にカツラを被かぶせる。

「ううっ、俺なんかがこんな格好しても、キモいだけだろうぅっ……」

　最後は消え入りそうになりながら、俺は自じ虐ぎやくの言葉を発したのだが。

「いえ、湊殿……けっこう似合ってますよ……？」

「はい、なかなか」

「うん、ごくり……」

「素す敵てきです、ミナトさん」

「ぷふっ、うむ、どこに嫁に出しても恥はずかしくないのぅ？」

　トリのソフィアは吹ふき出しながらだったので眉まゆ唾つばなものの、クリスも雪花も茜もマリーも、口々に好意的な感想を述べる。

　えっ……？　マジで？　俺の中で、新しい世界への扉とびらが開かれそうになる。この甘い誘ゆう惑わく……、き、危険だ！

「ミナトーっ、ミナトもせっかくだから、おっぱい入れようよっ！」

　ワンテンポ遅れて、コレットが謎なぞの過激発言!?

　ど、どうしちゃったんだ、俺の純じゆん粋すい無む垢くなコレットが……、と目を向けると。

　コレットの衣装は、ピンク色のやはりセーラー服みたいだけどワンピースで、しかも丈たけがめっちゃ短くて、太ももがバーンと露出しまくり、ぱんつだってほとんど見えそうな、スーパーエロ可愛かわいい代しろ物ものなのだった。

　さらに背中にはしめ縄なわ、ずいぶん高さのある歩きにくそうな履はき物もの――ぽっくりって言うんだったか――を履はいていて、個性も抜ばつ群ぐんだ。

　しかし、そんなコレットに一ヶ所かしよ、非常に不自然な部分が……。

　ほぼ垂直で第二次性せい徴ちようの兆きざしがまだまったく見られないはずのコレットの胸が、ばいんばいんに膨ふくらんでいるではないかっ!?

「ほらミナトっ、これこれっ」

　コレットは両手に、肌はだ色いろのもこもこした素材でできた、お椀わん状の物体――たぶん胸パッドってやつだろう――を俺に突き出していた。

「あぁ、はは……そうだな、本番は、それくらいやってもいいかもな……」

　コレットだって、ここまで本格的に身体を張っているのだ。

　俺もだんだん感覚が麻ま痺ひしてきて、もっととことん開き直ってもいい気がしてきてしまう。

　さぁ、こうなったらせっかくだし、コレット以外の女じよ性せい陣じんのコスプレも、鑑かん賞しようしてやろうじゃないかっ！

　まずは端はしから順番に……、ってことで俺は雪花に注目する。

「ありゃ？　雪花はあんまり、いつもと変わらないんだな……。どうせなら、もっと全然違う格好の方が良かったんじゃないか？」

　と、俺が感じたのは、雪花の衣装が、雪花のトレードマークとも言える、メイド服を基調としたものだったからだ。

　とはいえ、もちろんいくつか異なる点もある。

　ロングヘアーになっているところ、巻物が簪かんざしのように髪の後ろに留とどまっているところ、眼鏡を掛かけているところ、スカートの裾が無数の刃は物ものになっているところ、かなり特とく殊しゆな一本下げ駄たを履いているところ。

　なるほど、こうしてよくよく見ると、確かにただのメイドではなく、実に魅み力りよく的てきな造形美だと思えてくる。

　フィギュアにしたら、けっこうプレミアとかつきそうだな……。

「いいえ、これはこれで」

　雪花本人も気に入っているみたいで、ずずいっと胸を張って返答してくるのだった。

　そこでまた、俺は気付く。

「雪花も、胸……おっきくなってるな……」

「当然、パッドです、ご安心ください」

　少し哀あい愁しゆうを漂ただよわせ、雪花は偽にせ物ものの己おのれの胸を撫なでた。

　次は、クリスを見てみよう。

「ちょっ、この衣装はっ……！」

　愕がく然ぜんとする俺に、

「はぅぅ……、まさか、修業以外でも、このようなことになるとは……」

　クリスも赤面し、項うな垂だれるしかない様子だ。

　なぜならクリスの衣装は、上半身は一応セーラー服なものの――とはいえ胸の真ん中にビキニの水着みたいに結び目があって、そこから下は肌はだが完全露ろ出しゆつ、おへそ丸出しなのだが。

　そして下半身はなんと、クリスにとってはまたしても何の因果か、褌ふんどしなのだった。

　髪かみ型がたは、刀の鞘が髪かみ留どめになっているが、ポニーテールなのは普段のクリスと一いつ緒しよだ。

　全員見比べると、クリスが最も肌色率が高く、その羞しゆう恥ちプレイ具合……げふんげふんっ、改め破は壊かい力りよくも抜群である。

　にもかかわらず、これを身につけてみんなの前に立っていられること自体が、クリスが修業によって褌ふんどし耐たい性せいを得てしまった証しよう拠ことなるだろう。

　この衣装に選ばれたのがクリスで、本当によかった……のか？　クリス、不ふ憫びんな子！

　今度は茜である。

「ああ、まぁ、この中では一番大人しめっていうか……普通に可愛いな……」

「そ、そう……？　おへそが、出てるのがちょっと恥ずかしいけどっ……」

　なんというか、いかにもお姫様って感じの女の子らしさが見事に表現された衣装に、俺は素直に見み惚とれ、着ているのが茜だというのに思わず褒めてしまっていた。

　茜は嬉しそうに、生肌のお腹なか部分を擦さすりながら、照れてみせる。

　鮮あざやかな着物を羽織って、ミニスカートとニーソックスの絶対領域、おへその上の帯がチャームポイント。

　いつものツインテールじゃなくて、髪を下ろしている茜を見るのも新しん鮮せんだ。コスプレって、やっぱいいかも……！

　さて、では本企き画かくの言い出しっぺである、桜子へと移るとしようか。

「桜子……おまえの衣装だけ、圧倒的に布面積が広いんじゃないか……？」

　一いち瞥べつするなり、俺は激しく不公平感を覚え、そう口にせずにはいられなかった。

「えぇ～？　みんなのイメージに合いそうなキャラを選んでいったらこうなっただけで、偶ぐう然ぜんだよ～？」

　桜子はお得意の、のほほんとした口調でかわす。

　まぁ確かに、冷静に考えれば、俺と雪花の衣装も、露出は同じくらい少ないのだった。

　黒を基調としたブレザー制服風。やはりニーソックスはお約束で、腰こしに大きな瓢ひよう箪たん型の徳とつ利くりを提げている。おでこ右寄りの頭部には、なぜか「愛」の一文字が刻まれたワッペン。

　髪型は普段の茜と入れ替わったみたいに、桜子がツインテールだ。髪かみの先には、大きな鈴すずが髪かみ飾かざりになっていた。

　これまたとても可愛らしい。っていうか、お洒しや落れだ。いつもの桜子のイメージとは、まさに対極にあると言っていい。

　馬ま子ごにも衣い装しよう。コスプレは、女の子を一ひと際きわ美しく輝かがやかせるのかもしれない。

「しかし、あれだな……。原作キャラに比べて、みんな、全体的に胸のボリュームが……」

　室内の桃とう源げん郷きようのような景色に気が緩ゆるんだばかりに、俺はそんな本音を口走ってしまったのが、命取りだった。

「それは言わない、約束でしょーっ!?」

「へぶしっ!?」

　間かん髪はつ入いれず、俺の顎あごに、茜渾こん身しんのアッパーカットが炸さく裂れつする。

「姫様たちが抜けちゃうと、私たちのパーティー、貧乳率が跳はね上がるんだよね～」

　桜子は、残念な事実を正直に指摘したのである。

　ここで、冷静な諸しよ兄けいはお気付きだろうか？

　そう、俺のドキドキコスプレファッションチェックが終了していない人物が、まだ一人残っているのだ！

　ついに、そのあまりのポテンシャルのために、俺が言げん及きゆうするのを躊躇ためらっていた最終最強のリーサルウエポンが今、全ぜん貌ぼうを現す！

　その人物とは、誰あろう、俺と二人さっきまで男同士で着替えをしていた、モモこと硯すずり桃一郎、その人である！

「モモ……その格好で君、本当に大会に参加するのか……？」

　ごくり、と生なま唾つばを飲みこんで、俺は尋ねざるをえない。

「は、はい……。おかしい、でしょうか……？」

　男の子とは思えないくらい大きな瞳ひとみに恥じらいの色を湛たたえ、男の子とは思えないくらい美白の頬を赤らめながら、モモは俺を見上げて問い返してくる。

　こんな気弱そうな態度をしておいて、実は出る気満々じゃないか……。

　さすがモモ！　おれたちにできない事を平然とやってのけるッ！　そこにシビれる！　あこがれるゥ！

　では、モモの鋼の意志に敬意を表しつつ、その姿を解説していこう。

　さっきチラリと桜子が発していた単語を、覚えているだろうか？

　そう、モモの衣装の大おお枠わくは、白いスクール水着、なのである。

　つまり、問題は、股こ間かんがどうなっているのかなわけだがっ！

　きれいなラインしてるだろ。嘘うそみたいだろ。ついてるんだぜ。これでも……！

　モモのやつ、男のシンボルを、いったいどこに隠かくしているんだぁぁぁっ!?

　俺の中の常識がガラガラと音を立てて崩ほう壊かいしかけるくらい、モモの太ももは、艶なまめかしかった。

　そして白スク水の上には、どっからどー見ても軍師って感じの着物を羽織り、扇おうぎ形がたの帽ぼう子しを被かぶっている。

　さらには、おでこ全開の黒くろ髪かみストレートロングかつ、ちみっ子。

　圧倒的ではないか我わが軍は。これで勝つる！　男の娘こはあと十年は戦える！

　モモに関しては、どうしても俺の説明は、暴走気味になってしまうのだった。それだけモモの発する全方位誘惑光線がヤバいってことだよ、言わせんな恥ずかしい。

　もう自や棄けになって、いい加減開き直る俺の隣となりで――、

「なんだかボク……、モモを見てたら変な気持ちになってきちゃった……」

　コレットが瞳をとろんと潤うるませ、頬を紅潮させ、はぁはぁと苦しそうに呼吸をする。

　いかーーーんっ！　このままではコレットが、コレットが性に目覚めてしまうじゃないかーーーっ！

　こうなったら、白スク水を破は壊かいするしかない！
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　はやくしろー!!　間に合わなくなっても知らんぞーーー！

　って、破壊したらこの場合、男の子の神秘が丸出しっ!?　そしたら、もっと覚かく醒せいが進んでしまうしーーーっ!?

　詰んでる!?　良い子の性教育っ!?

　俺の理性が爆ばく発はつ寸前となり、

「でしょでしょ～？　わかってくれたぁ？　ウチのモモの性別を超ちよう越えつした力を～♪」

　桜子が実の姉とは思えない無責任な自慢をした、そのときだった。

「そうじゃ、そう言えばな、ミナトよ」

　唐とう突とつに、ソフィアが話題を百八十度転てん換かんしてみせたのだ。

　モモの姿――主に下半身を凝ぎよう視ししていたほぼ全員が、はっ、と我に返る。

　少々意外な気もするが、元来性的なことに対して人一倍真ま面じ目めというか堅かたい感覚を有しているソフィアには、モモの魔ま性しようの魅み力りよくが通じなかったようだ。

　男の俺だって陥かん落らく寸前だというのに、ソフィアさんすげー。

「昨晩、ファルバザードの皇女、ブリジッタ殿から連れん絡らくがあってな」

　ソフィアの口から出たのは、思わぬ名前だった。

「ファルバザードの三皇女が？」

　まだ記き憶おくに新しいその固有名詞を、俺は反復する。

　ファルバザード皇国は、シャルスティア王国と同じく、世界魔ま法ほう五大国の一つで、そこに暮らす三姉妹の皇女たちは、やはりソフィアとマリーと同じように、強力な独自の魔法体系の使い手なのだ。

　前回、宰さい相しようのクーデター未み遂すいの事件では、彼かの女じよたちに大変お世話になったため、ファルバザード皇国には足を向けて寝ねられない……とは思いつつ、それがどっちの方角かはよく知らない俺である。

　確か、北の方の寒い地方だって言ってたかな？

「はい、邪じや神しんのことで、進展があったとの、ご報告でした」

　マリーももちろん一緒に聞いた内容らしく、言葉を引き継ぐ。

　邪神とは、何度聞いても穏おだやかならぬ響ひびきだが、ファルバザード三皇女の当面の目的は、この世界のどこかで近々復活するという邪神を倒す、あるいは復活を未然に防ぐことであるらしい。

　その件について、俺たちはファルバザード三皇女に対し、協力を約束しているのだった。

　しかし、邪神、と一言で言われても、どうにも実感が湧わかず、すぐには危機感を持てないのも、正直なところではある。

「うむ、それでな。また急な話なのだが、明日の夕刻に、ファルバザード三皇女殿が、再びシャルスティアを訪おとずれると決まったのだ」

「今ごろ、もう専用機に乗り込んでいらっしゃるかもしれませんね」

　ソフィアとマリーが交互に説明する。

　ファルバザード皇国とシャルスティア王国は、ほぼ地球の真裏同士に位置するような関係であるので、専用ジェットを飛ばしても到とう着ちやくにはまる一日以上がかかる、長旅なのだった。

「じゃからな、ミナトよ。明日はコスプレ大会が終わった後、すぐにシャルスティア本島に行く段取りであるゆえ、心しておくがよい」

「うひゃーっ、それはけっこうなハードスケジュールだなーっ」

　何の前置きもなく明かされ、俺は仰ぎよう天てんする。

　明日はコスプレ大会でもし優勝できたらその賞金で祝賀会、ダメでも残念会でパーッと騒さわごうなんて思っていた俺の胸中のお祭りムードが、一気に萎しぼんでいくのだった。

「す、すみません、姫様……。そんな大事な用があるのに、私の我わが儘ままにみんなを付き合わせちゃって……」

　それを聞いて、珍しく桜子が、申し訳なさそうに表情を曇くもらせるという、殊しゆ勝しようさを見せる。

「なに、先約はそなたなのだ。サクラコが気に病やむ必要はないのだぞ？」

「そうですよ、サクラコさん。私たちも、明日のコスプレ大会はとっても楽しみにしていますから」

　ソフィアとマリーは、すぐさま桜子を慰める。

　ここ最近の二人は、本当に日々楽しそうで、俺も嬉うれしい。

　運命のルビーを先に発見した王女が、シャルスティア王国の次期女王となる、なんていう競争をけしかけるしきたりのせいで、俺の知るソフィアとマリーは、これまで一見平へい凡ぼんな日常の中にも、どこか拭ぬぐえないかすかな緊きん張ちようを走らせていたように思う。

　それが、おかしな運命のいたずらによって、俺が次期国王になるなどというふざけた案が急きゆう浮ふ上じようしたことで、二人はようやく人生に課せられていた重圧から解放された、そんなふうに見えた。

　そう考えれば、実際に俺が国王になるかどうかはまだ熟じゆく慮りよせねばならない問題とはいえ、ソフィアとマリーにしばしの安らぎをプレゼントできたことに、俺は満足してもいいのかもしれない。

「よぉしっ、じゃあ明日は華か麗れいに俺たちが優勝を掻っ攫さらって、ファルバザード三皇女への土産みやげ話ばなしにしてやろーじゃねーかっ！」

「ふむ、そうじゃな」

「本当ですね」

「あらっ、たまにはいいこと言うじゃない、湊のくせに」

「こ、この格好で……明日……」

「シャルスティア本島に行く前に、着替える時間はあるのでしょうか」

「えへへっ、楽しみだね、モモっ」

「う、うんっ……」

「ああっ、ありがとうみんなぁっ」

　ソフィアもマリーも茜もクリスも雪花もコレットもモモも桜子も、いつの間にかすんごい大所帯になった俺たちは、口々に思い思いの感想を言い合うのだった。







インターミッション







　太平洋上。

　一隻せきの巨きよ大だいな船――それは通常、空母と呼ばれる形状をしている――が、シャルスティア王国に向かって進んでいた。

　本来、軍ぐん艦かんというものはその所属国を明らかにするため、航海中は常に艦かん尾びの旗はた竿ざおに軍ぐん艦かん旗きを掲けい揚ようしていなければならないはずだが、この空母には現在、旗が掲かかげられていない。

　つまり、この空母は不ふ審しん船せん舶ぱくであることを意味していた。

　その、艦かん橋きようには、やや場ば違ちがいな感のある、金属製の胸当てをつけた長身の若い女性が直立不動の姿勢で佇たたずんでいる。

「明日、シャルスティアの王女たちは、ファムネリア銀座なる商店街の、コスプレ大会などという酔すい狂きようなイベントに興じるとの報告が入っております」

　そしてまた、軍艦内には不ふ釣つり合あいな、白衣を着た男性と、

「その大会には、ちょうどもう一組の生いけ贄にえの血統までが参加するとのこと」

　えんじ色のブレザーを着た少女が、跪ひざまずいた体勢で告げる。

「おあつらえ向きですね。飛んで火に入る夏の虫、と言うのでしたか？　その生贄たちの国の諺ことわざでは……」

　それを受け長身の女性は、にやりと口くちの端はしを歪ゆがめてもいいところなのだが、無表情のまま答えた。

「では、コスプレ大会会場での決行という手て筈はずで、よろしいでしょうか？」

　白衣の男が尋ね、

「いかにも。深夜のうちに、会場に呪的結界を施ほどこしておきましょう」

　長身の女性が頷うなずく。

「「御ぎよ意い」」

　白衣の男と制服の少女が頭を下げる。

　すべてが、淡白。

　彼かれらは、悪事を企たくらむという所作において、一いつ切さい感情を露あらわにしない部分が、逆に不気味さを際きわ立だたせているのだった。







第四章　振り向むけば、魔まの手!?







　あっという間に、日は沈しずみ、また日は昇のぼり、日付は変へん更こうされた。

　日曜日。午後一時。

　待ちに待ったファムネリア銀座商店街主しゆ催さい、グループコスプレ大会が今まさに始まろうとしていた。

「う～っ、やっべぇ、めっちゃ緊張してきたっ！」

　広場には仮設ステージが建てられ、舞ぶ台たい裏うらで待機する中で、俺のガラスのように繊せん細さいなハートは粉々に砕くだけ散ちりそうなくらい、盛大に高鳴っていた。

　すでに各自、コスプレ衣装に身を包つつんでいる。

　詰め込んでお腹がぽっこり膨らんでしまっては勝負にならないからと、早めに軽く摂とった昼食も、ビビッてほとんど喉のどを通らなかったのは内ない緒しよである。

　右目に眼帯をしているので、視界が変な感じだ。

　今日の俺はブラまでつけて、胸パッドも入れた。ミニスカートが、すーすーする。

　出場するグループは全十二組、約半数に当たる七組が、プリムヴェール学園の生徒で、俺たちと同様、中等部の子もちらほらと交じっているみたいだ。残る五組は、社会人や、商店街有志の人たちらしかった。

　コスプレの元ネタも、俺たちのように女子多め萌え萌え路線でお色気重視型から、ほとんど全身被かぶり物ものと言ってもいいような色物キャラで笑いを取りにいくグループ、特とく撮さつヒーロー物のコスチュームを驚きよう異いの再現率で魅みせる集団、自前の金きん髪ぱつや彫ほりの深い顔立ちを利用して、リアルなＣＧが売りのスタイリッシュな八頭身キャラ作品で、ガチなかっこよさを追つい求きゆうする者たちなど、方向性も様々である。

　競技ルールは、各グループ毎に五分ずつ時間が与あたえられ、ステージ上でポーズを取ったり、小ネタを披ひ露ろうしてもいいらしい。

　その際、観客は撮さつ影えいも自由……かと思ったら、商店街専属のカメラマン以外はカメラの持ち込みは禁止ということで、クリスの褌からこぼれるお尻しり画像はどうにか、恐おそろしいインターネッツを通して全世界に配信されるという危機を迎えずに済みそうだった。

　そのぶん、俺は自身の脳内のハードディスクドライブに、光速で保存しておこうと心に誓ちかっていた。

　さて、いつもならこんなときに「ミナトよ、そんな情けないことでは神しん託たくの騎き士しは務まらんぞ？」とか「ミナトさん、リラックスですよ」とか声をかけてくれるはずのソフィアとマリーは、ここにはいない。

　お姫様二人は、今日は目立たぬように制服姿で、すでに観客席に紛まぎれているのだった。

「ご来場の皆みな様さま、長らくお待たせしましたっ。只ただ今いまより、ファムネリア銀座商店街主催、グループコスプレ大会を開かい催さい致いたしますっ」

　プロの司会者かってくらい、やけに声のいいサングラスにスーツ姿のおっさんが、高らかに宣言する。

「「「「「おおーーーっ！」」」」」

　パチパチパチパチパチッ！

　会場からドッと、拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わき起おこった。

　観客も、かなりの人が集まっているようだ。

　足が震えてくる。今からこんなにガチガチで、舞ぶ台たいに出たら、どうなってしまうん？

「それでは、エントリーナンバー一番、作品名『ボーカルッポイド』、キャラクター名『初葱ミルク』……」

　いよいよ一組目がコールされる。

　はぁぁぁっ、トップバッターじゃなくって、本っ当によかったぁぁぁっ！

　ふぅー、とりあえず、深呼吸だ深呼吸。とにかく緊張を解さないと。

　そうだ、みんなはこの重圧に、どう対処しているんだっ!?　俺は、そっと周囲に視線を走らせる。

「そういえばクリス、偲し乃のさんは呼ばなかったんですか？」

「呼ばないよっ！　こんなところに偲乃が来たら、『何を恥ずかしがる必要がありましょう！　しゃんとなさいませっ！』とか観客席から叫さけばれて、余計目立っちゃうに決まってるもんっ！」

　雪ゆき花かとクリスはいつものように、二人でじゃれ合うことで調子を保っているみたいだ。

　その時、

「じゃあみんな、最後にもう一回、ポーズの確かく認にんをしておこっかっ」

　リーダーらしく、桜さくら子こがみんなを呼び集める。

　こんなにぐいぐいとみんなを引っ張る、行動力に溢あふれた桜子なんて、滅めつ多たに拝めるもんじゃない。

　人間、何か一つでも打ち込めるものがあると、違ちがうんだなぁ……。

「はい、ここはモモのＭ字開かい脚きやくがポイントだからぁ、モモは中央でしっかりと見せ場をつくってねっ」

　実の弟に白スク水を着せたうえで、さらにＭ字開脚だとっ!?

　俺おれは桜子の神をも恐れぬ所業に心底戦せん慄りつしつつ、指示されている通り、モモのすぐ隣に立つ。

「モモ……、その、大だい丈じよう夫ぶ……か？」

　俺はなんと声をかけていいかわからず、それでもセンターを務めるモモを励ましたくて、小声で呟つぶやくのだった。

「はい、可愛い服を着るのは……、嫌きらいじゃないですから」

　少し、ピントがズレた答えを、モモは返してきた。

　それは、俺の認にん識しきが甘かったと、今さらになって思い知る結果となったのである。

　俺にとって、コスプレ……というかこの場合はそれ以上に女装ってもんが、恥ずかしいことであり、もっと言えば苦痛ですらあるのに。

　モモは初めから、女装を受け入れ、むしろ自ら望んで行っているのだ。

　俺とは根本的に、器うつわが違う。

　これはもう、敬意を込めて一回「さん」付けで呼ばねばなるまい。大物過ぎるぜ、モモさん……。

　そうやって、意識を緊張とは別の方向に逸そらすことで、待ち時間は飛ぶように、過ぎていった。

　そしてついに、俺たちの順番が、巡めぐってきたのである。

「続きましてぇ……エントリーナンバー八番っ！　作品名『百花繚乱』、キャラクター名『柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛え』コレット・リシェールさん、『真田幸村』硯すずり桃とう一いち郎ろうさん、『千せん姫ひめ』野の々の山やま茜あかねさん、『服部半蔵』月げつ桂けい院いん雪花さん、『後ご藤とう又また兵べ衛え』クリスティーナ・セレネ・カシラギさん、『直なお江え兼かね続つぐ』硯桜子さん、『柳生義仙』風かぜ原はら湊みなとさん、以上七名の皆みなさんです！」

　司会者が長い説明を朗々と読み上げる中、俺たちは舞台へと歩み出た。

　まずは横一列に整列した状態で、各自基本となる立ちポーズを取る。

　ビシッと、両手を腰に当てる俺。まぁこれくらいなら、まだ俺の羞恥ゲージもほとんど上昇することはない。

　などと余よ裕ゆうをかまそうとした、瞬間。

「アカネーっ、サクラコーっ、素敵よーっ」

　聞き覚えのある女子の声せい援えんが、耳に飛び込んできたのだ。

　げっ!?　まさかクラスメイトも来ているのかっ!?

　俺は嫌いやな予感に怯おびえつつ、数百人はいると思われる観衆で埋うまった、観客席を見回す。

「おい、あれミナトじゃないか？」

「だははっ、ミナト似合ってるぞーっ」

「きゃーっ、ミナトくん可愛いーっ」

　わずか数秒で、俺の女装を見破るクラスメイトたち……ってキャラと本名をコールされてるんだから、当たり前か……。

「Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ、クリスーっ！　Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ、ユキカーっ！」

　続けて、アイドルの親衛隊のようなノリで、しっかりと統制の取れた声援が沸き起こった。

　さすが姫様たちのおそばに常に控ひかえている美少女二人、クリスと雪花の知名度は抜群であり、学園内にはやはり両名のファンクラブが存在していたらしい。

　それが今、こうして明るみに出た歴史的瞬間を、俺は目もく撃げきしたのだ。

「うぉぉっ！　あれは中等部期待のローティーンアイドル超ちよう新しん星せい！　コレットちゃんじゃないかぁぁぁっ！」

「マジかよ!?　すげーぞこのグループ！」

　さらにコレットにまで目を付ける犯罪者予備軍……じゃなかった紳しん士したちまでが紛れ込んでいる模様。

「しかも、あの真ん中の美少女は、誰だれなんだーっ!?」

「あんなに可愛い子が、女の子のはずがねぇっ！　って俺は何を言ってるんだーっ!?」

　そして秘蔵の真打、モモの白スク水があまりにもハマり過ぎているため、もはや誰もモモが男子の名で呼ばれた事実を無視してしまっている……。

　会場はまさに、興奮の坩堝るつぼと化し、狂きよう気きと混こん沌とんに包まれるのだった――ってのは嘘です。誇こ張ちよう表現です、はい。




　そのあとのことは、よく覚えていない。

　気がついたときには、俺たちの出番は終わっていて、舞台裏に退いていた感じだ。

　コスプレして、女装までして、あれだけ大勢の人前に出るのは、心臓バクバクだったけど。

　ちょっと気持ちよかった……かも？

　俺は自分の胸に手を当て、導き出された結論に驚おどろき、少し、引く。

　いや、だからといって、クセになりそう、ってほどではない。よかった。変な趣味に目覚めなくて、本当に、よかった。

　俺は心の中で、人知れず滝たきのような涙を流すのだった。




「それでは、審しん査さ発表です！」

　司会者のマイクパフォーマンスに、

「「「「「「「「「「うおぉぉぉぉぉぉぉぉーーーっ!!」」」」」」」」」」

　地鳴りのような歓かん声せいが上がる。

　出演者だった俺たちも現在、全員が観客席へと移動し、これから呼ばれる受賞グループだけが登れる栄光のステージを、眩まぶしく見つめている状況だ。

　正直、会場のテンションがヤバい。

　コスプレの質も高かったし、なにより賞金額が半はん端ぱないので、当然といえば当然なのかもしれないが。

　きっと応おう援えんに来た受賞チームの知り合いたちは、みんな大会終しゆう了りよう後に行われるであろうどんちゃん騒ぎでの飲み食いを、奢おごってもらう気満々でいるに違いなかった。

　百万ペリティアって……桁けたが一つ間ま違ちがってないか!?

　どんだけこの商店街の人たち、お祭り好きなの!?　炎えん上じようするの!?

　なんて思いつつ、俺も自分たちが優勝したときの賞金の使い道に、とらたぬながら胸が高鳴るのを止められない。

「まずは特別賞……、エントリーナンバー八番！」

　いきなり、心臓が飛び出るかと思った。

　何の心の準備もなく、まさか一番最初に、告げられるとは……！

「うぉっ、マジかよっ!?　やったなおいぃっ!?」

「きゃぁーっ！　やったわよぉっ、桜子っ！」

「あはは～、まさか、ほんとに賞が取れるなんてね～」

　俺と茜が叫び、桜子は意外なほどのんびりと、いつもと変わらぬノリで答える。

　桜子のやつ、たぶんあまりにも不意を突つかれ、現実感が湧いていないのではないだろうか？

「プリムヴェール学園の生徒さんが、健康的なお色気と、男子までが女性キャラを演じるという奇き抜ばつさで、会場を大いに沸かせてくださった点が、評価されました！」

　司会者が、受賞理由を解説してくれた。

　ん？　でも、それって……桜子の策が調子に乗り過ぎて、色物扱あつかいされちまったって意味……なのか？

「あはは、優勝じゃなくって、なんだかごめんね？」

　桜子も俺と同じことを思ったらしく、ポリポリと頭を掻く。

「何を言っているんですか、十分ですよっ！　やりましたね、桜子殿どの！」

　クリスがすぐさま、桜子をフォローする。

　俺と茜も、うんうんと強く頷いてみせる。

　そう、本当によくやった。桜子は、この結果を、誇ほこっていいのだ。

「はい、クリスがこんな大衆の面前で、汚けがれのないお尻を丸出しにした甲か斐いがありました」

　雪花が、明らかに茶ちや化かす目的で、そんなことを言った。

「やっ、やめてよ雪花、そういう言い方っ!?」

　生贄にされたクリスが、本気で赤面する。

　確かに、今回の一番の被ひ害がい者しやは、クリスで間違いない。無む茶ちやしやがって……。今日この場に集まったすべての人が、君のことを――いや、もっと正しくは君のお尻を――決して、一いつ生しよう涯がい、忘れないだろう。

「やったねっ、モモっ！」

「うんっ、コレットちゃん！」

　一方、コレットとモモはとっても清すが々すがしく、これぞ青春って感じで喜び合っていた。

「それでは代表者の硯桜子さん、硯桃一郎さん、ステージにお越こしください！」

　司会者が促うながす。

　そうか、トロフィーと、賞金の書かれたパネルを受け取るのは硯姉し弟ていなんだな。

　予あらかじめ提出してあったエントリーシートに、代表者として二人の名が記されていたことを、俺は思い出す。

　桜子もモモも、輝いていた。さすが、俺たちのリーダー、桜子とモモだぜ！

　ステージ上には、ソフィアとマリーが登場していた。

「なお、トロフィーと賞金の授じゆ与よは、本大会をご覧いただきました、ソフィア姫様と、マリー姫様より行っていただきます！」

　司会者の紹しよう介かいに、

「わぁーっ、姫様ーっ！」

「今日もお美しい！　姫様ぁーっ！」

　パチパチパチパチッ！

　すかさず、歓声と拍はく手しゆが起こる。

　うはっ、こんな場面では、やっぱり姫様二人に重要な役回りが、振られるんだなぁっ。ソフィアとマリーのこの慕われっぷりはいつ見ても、二人に仕える騎士として鼻が高い。

　桜子とモモは観客席から立ち上がり、はにかみながらステージへと向かった。

　特別賞の賞金額は二十万ペリティア。

　優勝賞金に比べると、五分の一になってしまったけど、それでもみんなで祝賀会を開くには十分だろう。
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　ステージ中央で並んだ桜子にはソフィアがトロフィーを、モモにはマリーが賞金パネルを、それぞれ手て渡わたす。

　観客席からだと、ちょっと距きよ離りがあるので、四人の声はよく聞き取れないが、口の動きを見るにソフィアは「でかしたぞ、サクラコ、モモ」、マリーは「おめでとうございます、サクラコさん、トウイチロウさん」とでも伝えたのではないだろうか。

　桜子とモモは、「ありがとうございます、姫様」と嬉しそうに会え釈しやくしたのだった。

「皆様っ、今一度盛大な拍手をっ！」

　ワァーッ、パチパチパチパチパチッ！

　司会者から求められ、再び会場が祝福に沸く。

「それでは御ご機き嫌げんよう、間ま抜ぬけども！」

　司会者の発した次の言葉が、あまりにも場違いだったため、俺はまったくその意味が理解できなかった。

　だが、直後――。

　ガパッ。

　まるで、大おお掛がかりなマジックショーでも見ているかのように、ステージの床ゆかに暗黒が広がったのだ。

　それは、床が抜ぬけた、とか、穴が開いた、ではなく、暗黒だった。

　スッと、音もなく、声を上げる暇ひまもなく、ソフィアとマリーと桜子とモモが、足元から暗黒に沈み呑のみ込まれる。

　思考停止した俺の脳が、ようやく機能を取とり戻もどしたのは――。

　どろりと、仮設ステージ全体が熱せられたチョコレートのように溶け落ち、今やステージのあった地面に、円形状の暗黒が広がってから。

　あまりにも、一いつ瞬しゆんの出来事。おそらく二秒もかかっちゃいないだろう。

　しかし、そんなのは言い訳にならない。姫様たちを守る騎士として、俺は致ち命めい的てきなまでの隙すきをつくってしまっていたことになる。

　いや、そんな義務的な問題じゃない。俺の大切な人たちが、四人も、目の前で、消えた。

　……なんだよ、これ？　なんだよこれなんだよこれナンダヨコレ……。

「うあぁあぁぁぁーーーっ!?　ソフィア！　マリー！　桜子！　モモぉぉぉ！」

　気が狂くるい出しそうなほどの苦痛を伴ともないながら、俺は絶叫した。

　ブォォォォォッ！

　赤いオーラを纏まとい、俺は地を蹴けろうとするが、周囲には観客がひしめいている。

　ダンッ！

　俺は高く跳ちよう躍やくし、地に開いた暗黒へと、飛び込もうとする。

　フッ、と。

　暗黒は瞬またたく間まにすぼみ、俺の目の前で、消しよう滅めつしてしまった。

　ズダァァァンッ！

　ステージがあったはずの地面に、俺が着地した音だけが、響く。

「キャアァァァーーーッ！」

「ウワァァァァァーーーッ！」

　会場は、大混乱となった。

「ソフィア様っ！　マリー様ぁっ！」

　クリスと雪花が、蒼そう白はくになって、駆かけ寄ってくる。

「桜子ーっ！　桃一郎くーんっ！」

　茜とコレットも、血相を変えて。

　ザッ、ザッ、ドンドンドンッ！

　地面を足で払はらってみても、拳で叩たたいてみても、まったくの無む駄だ。

「魔法……なのか……!?」

　俺は、そばに来たクリスと雪花に、問う。

「おそらく。すでにこの場で何かしても、手て遅おくれかと」

　雪花が、血の気の引いた顔ながらも、冷静な口調で答えた。

「王宮と騎き士し団だんに連絡を！」

　それを聞いたクリスが、近くの建物へ向かって駆け出だす。

　電話を、探そうというのだろう。

　そのとき。

　バラバラバラバラバラバラッ……！

　上空から、轟ごう音おんが近付いてきたのだった。

「ヘリコプター!?」

　俺は、目に映ったままの物体の名めい称しようを、口にする。

　ちょうど仮設ステージと同じくらいの大きさのヘリは、さっきまで仮設ステージがあった、ぽっかりとできてしまった空き地に、降りようとしていた。

　俺たちは、踏ふみ潰つぶされないよう、風圧に押されながら、後退する。

　捲めくれそうになるミニスカートを、俺は両手で防ぼう御ぎよしなければならない。

「クリス！」

　雪花が短く叫んで、少し離はなれたところまで走っていたクリスを、呼よび戻した。

　ヒュンッ、ヒュンッ、ヒュンッ、とプロペラを回したまま、着地したヘリの扉が開いたかと思うと――、

「皆さん、乗ってください！」

　姿を現したのは、諜ちよう報ほう員いんのように黒いスーツを着た、銀色の長ちよう髪はつをなびかせた少年、アシエル・アルカサルだった。




　　　　　◇




「このままシャルスティア本島に向かいます！　何が起こったのか、説明していただけますか？」

　ありえないくらい絶ぜつ妙みようのタイミングでやって来ておきながら、アシエルは状況を理解してはいない様子だった。

「あ、ああ……」

　俺たちは、急いでヘリに乗り込み、空いている座席に腰かけようとする。

　すると。

「ずいぶんと慌あわただしい再会になりましたわね、騎士様？」

「ブリジッタ!?」

「よぉ、いきなり大変なことになってやがるなぁ？」

「案ずるな。だからこうして我らが来ている」

「エルッカ！　アリッサ！」

　向かい合う形で、ファルバザード三皇女が着席していたのである。

　ファルバザード三皇女が長女、ブリジッタ・フォン・エストライネンは、自じ慢まんの縦ロールの金髪を指で弄いじりながら、ペパーミントグリーンの神秘的な瞳で俺に微ほほ笑えみかける。

　服装は初めて会ったときと同じ、漆しつ黒こくのドレスだ。胸むな元もとからはうちの姫様たちにも劣おとらない立派なふくらみが覗のぞいている。

　次女エルッカもブロンドのショートヘアと緑の瞳、灰色のパンツスーツを着こなすスレンダーな長身、すべて変わりない。

　三女アリッサも姉二人と同様の金きん髪ぱつ翠すい眼がんで、ストレートロングの頭のてっぺんにはちょこんとアンテナのような一ひと房ふさが逆立っている。コレットと近い年ねん齢れいだろうまだ幼さの残る肢し体たいに、純白のドレスが可愛らしい。

　ヘリは俺たち五人を収容すると、直ちに上空へと舞まい上あがる。

「姫ひめ様さま方に危機が迫せまっていると、シャルスティア本島に到着されたばかりの三皇女様が仰おつしやられたので、そのままヘリを飛ばしてきたのですが……」

　アシエルが、これだけ迅じん速そくに俺たちのもとへと現れた理由を、教えてくれた。

「そうなんだっ！　ソフィアと、マリーがっ！」

　俺は、気が逸はやるばかりで、適切な言葉が出てこないありさまだ。

「おそらく魔法を用いての誘ゆう拐かいです。仮設ステージ上にいたソフィア様、マリー様、桜子様と桃一郎様が、一瞬でステージの床に呑み込まれ、ステージ自体も溶けるようにして、地面に開いた暗黒の穴とともに消滅しました」

　こういうときには、黙だまって雪花に任せておけばいいのだ、と改めて思い知らされる。

「幻げん術じゆつ系……というよりは、実体を伴う物理的な……地の性質に直接働きかける魔法系統ですかしら？」

　ブリジッタが、使用された魔法を絞しぼり込もうと頭を捻ひねる。

「姉様、我らの予想通り他ほかの魔法五大国が関係しているのであれば、エルキシュ公国の暗黒精せい霊れい魔ま法ほうではありませんか？」

　アリッサは、これだけの情報から瞬しゆん時じに、具体的な名称を挙げてみせたのだが、

「まぁ、実際に見てみねぇと断定はできねーがな」

　エルッカが、らしくない慎しん重ちようさで結論を避さけるのだった。

「アシエル様！　たった今ファムネリア島西せい端たんの海岸より、垂直離り着ちやく陸りく機と思われる機体が、南西方向に飛び去ったと、シャルスティア空軍のレーダーが感知した模様です！」

　操縦席からパイロットが、重要情報を告げる。

「それに、ソフィアとマリーが乗せられているのかっ!?」

「モモと、サクラコもっ!?」

　思わず叫んだ俺に続いて、コレットも声を上げた。

「続報です！　シャルスティア王国領海、南西境界ギリギリに国こく籍せき不明の空母が停てい泊はく中であると、今度は海軍から連絡が入りました！」

　パイロットが再度報告する。

「くっ！　完全に姫様たちを国外へ連れ去るつもりですね……！」

　それを聞いて、クリスは苦々しそうに呻うめき、

「そんな……桜子……、桃一郎くん……」

　茜は青ざめるほか、なす術すべがない。

　その時、俺は今まで気にしていなかったことに、ふと違い和わ感かんを覚えた。

「犯人は、なぜ桜子とモモまで攫ったんだ？　あのとき一緒にステージに登っていたから、単なる偶然で、ついでに、か……？　それとも、桜子とモモが攫われる理由が、何かあるのか……？」

「ソフィア様とマリー様を誘拐した理由が、シャルスティア王国の王女だから、ではないということでしょうか？」

　雪花が、俺の疑問に反応し、

「でも、姫様たちと、桜子と桃一郎くんに、誘拐されるような共通点なんてあるのかしら？」

　さらにまた、茜が首を傾かしげる。

　俺も茜に同感だ。だからこそ、腑ふに落ちない。

　一方は一国におけるかなりの重要人物二人であり、一方はどこにでもいるようなバリバリの庶しよ民みん姉し弟てい、のはずなのに。

「双そう姫き様さまの誘拐については、わたくしたちが説明いたしますわ」

　そこでブリジッタが、しばし控えめにしていた存在感を全開にする。

　そういえばさっきアシエルは、ファルバザード三皇女がソフィアとマリーのピンチを予言したような口ぶりだった。

「シャルスティアの空港に降り立った瞬しゆん間かんに、アリッサちゃんが双姫様の直近の未来を受信したのですわ」

　ファルバザード三皇女には、それぞれ特殊な力があり、長女ブリジッタが過去視、次女エルッカが現在視、三女アリッサが未来視という、千里眼の一種とでも解かい釈しやくすべきものであるらしい。

「ただ、それは事件の全容を見通すには断だん片ぺん的てき過ぎるもの……。また、これからお話しすることも、わたくしたちが今までに収集した情報から判断した、憶おく測そくの域を出ないものですけれど」

　ブリジッタは、彼女にしては自信の足りない前置きをしたのだった。

　だが、それでも、ファルバザード三姉妹に、思い当たる節があるのだとしたら……。

「まさか、ソフィアとマリーの誘拐は、邪神復活ってのと、関係があるのか!?」

　驚き聞き返す俺に、

「まさに、それなのですわ、騎士様」

　ブリジッタは、神しん妙みような顔で頷く。

「前回の件で、ファルバザードとシャルスティアはお互たがい信しん頼らいのおける協力関係を築けたと思うのですけれど……」

　前回の件とは、シャルスティア宰相とその息子むすこアシエルがシャルスティア王国でクーデターを企くわだてた事件だ。

　もともと、アシエルは父親に命じられてしかたなく参加していたらしかったわけだが。

　一応、アシエルも宰相とともに罰ばつを受け、その後しばらくシャルスティア本島で観察処分となっていたはずで。

　数日前、ソフィアとマリーが、もうすぐアシエルが戻ってくるって言っていたが、まさかこのタイミングでとは恐れ入いった。

　こうして、ファルバザード三皇女を連れて俺たちを迎むかえにきたからには、アシエルの謹きん慎しんは、きれいさっぱり解けたってことなのだろう。

「魔法五大国のうち、残る三国とも連れん携けいを深めようと、わたくしたちは働きかけてみたのですわ」

　ブリジッタは続けた。

　さすが、自分たちのことを魔法国家の監かん視し者と自任するだけはある行動力だ。

「ですが、トランカナン共和国の魔ま術じゆつ師しの方たちは、政府とは異なる独自の統治体系をお持ちで、国家同士という形ではコンタクトが取れないのですわ」

　ブリジッタが、歯は痒がゆそうに言う。

　トランカナンってのは、コレットが召しよう喚かん術を教えられ、育てられたという国。つまり、コレットを通せば、色々と交こう渉しようが捗はかどるのではないだろうか。

「そして、ダラ＝カーハ首長国連れん邦ぽうとエルキシュ公国は……、両国とも長い間、いかなる国ともほとんど国交を持たない、鎖さ国こく状態でしてよ」

　結局、勿もつ体たいぶって話し始めた割には、ファルバザード皇国は、シャルスティア以外の魔法五大国との連携に失敗した、とそういうことであるらしい。

「とはいえ、それで引き下がっては魔法国家の監視者としての名が廃すたるというもの。わたくしたちは、我が国くにが所蔵する、過去に知り得た情報などを掘ほり起こしてみたのですわ」

　へぇ、ファルバザード三皇女でも、けっこう地道な作業もがんばってるんだなぁ。これが、優ゆう雅がに泳いでいるようにみえる水鳥も、水の中では必死に足を動かしている、ってやつなのだろうか。

「すると、現在から約千年前の文ぶん献けんに、興味深い記述を発見したのですわ。ファルバザードとシャルスティアを除いた三国が当時、世界を滅ほろぼさんとした邪神の封ふう印いんに携たずさわったというのです」

　自分たちが大昔に仲間外れにされたことが気に食わない、とでもいうようにブリジッタは口を尖とがらせる。

「そこで、その千年前の出来事について聞くために、直接三国を訪れようとシャルスティアの双姫様に提案しようと思った矢先で、この事態でしてよ」

　これだけ話せば、予想がつくでしょう？　とでも言いたげな視線を、ブリジッタは寄こしてきた。

「ってことは……ブリジッタたちは、その三国のどこかが、ソフィアとマリーを攫ったって考えてるのか？」

「ええ。あるいは三国すべてが結けつ託たくしている可能性も。そうそう、もう一つ、軽視できない情報がありましてよ」

　ブリジッタが、さらに手札を開いてみせる。

「最近、我が国の主要機関に勤める人間が何名か、ある日突とつ然ぜん音信不通になってしまったのですけれど……。その者たちの身元を洗っていくと、全員がエルキシュ公国に辿たどり着ついたのですわ。三代前にエルキシュ公国から亡命してきた、とかね」

「それって……もう犯人は決まったも同然な口ぶりだよな……？」

　いきなり答えが出てしまったようで、俺は面喰くらった気分で目を瞬しばたたかせた。

「あら？　どうですかしらね？　とにかく、双姫様を誘拐した者たちを捕とらえれば、はっきりするのではなくって？」

　しかし、ブリジッタは速断を回かい避ひする。そして、俺にとっても願ってもない力ちから技わざの解決策を、提示してみせたのだ。

「ところで騎士様は、トランカナン、エルキシュ、ダラ＝カーハの三国が用いる魔法について、知識がおありですかしら？」

　と今度は、ブリジッタは唐突に、俺へと問題を出してきた。

「えっ？　えっと……、トランカナンは魔ま物ものを召喚するんだよな？」

　授業中に指名されたときのようにドキッとしつつ、俺はわかるところだけ回答してみる。

「正解ですわ。それでは、残る二国は？」

「そ、それしか知りません……」

　何この、美人家庭教師にいびられて、悔くやしいでも感じちゃう、みたいな展開!?　じゃなくて。

　ブリジッタは、これから敵として相対する可能性のある国の魔法について、教えてくれようとしているのだろうってことくらい、俺にだって推測できる。

「先ほど少し触ふれましたけど、エルキシュ公国の大公は代々、暗黒精霊魔法というものを操あやつりますわ。精霊魔法とは、世界に満ちる地水火風の四大元素とそれらの精せい霊れいを源とする魔法体系ですけれど、エルキシュの暗黒精霊魔法は、人間界ではなく、魔ま界かいに棲すむ四大元素精霊を使し役えきする点が通常の精霊魔法と異なっていましてよ」

　魔界の四大元素精霊……？　そんなのいきなり聞かされても、俺には想像もつかないが、何やらおどろおどろしい雰ふん囲い気きだけは伝わってくる。

「残りの、ダラ＝カーハ首長国連邦の魔法は……、これは純じゆん粋すいな魔法というよりは、魔ま法ほう技術と表現した方がより正確なのですけれど、ダラ＝カーハの大統領を世せ襲しゆうしているヒルジャーン家には、魔界の匠たくみの種族から授さずかったマジックアイテム創造技術が伝わっているのだそうですわ。そのような道具を使用するのですから、さしずめアーティファクト魔法とでも言ったところですかしら」

　こっちも魔界かよ……。でも、マジックアイテムだったら、シャルスティアにあるやつをいくつか、俺だって直に手にしたことがある。そう考えれば、イメージはしやすいかもしれない。

「ダラ＝カーハの魔法技術は、古代シャルスティア魔法文明の数十倍から数百倍、進んでいると聞いたことがあります」

　すると雪花が、横合いから俺に告げる。

　なんじゃそりゃあぁぁっ!?　それってもしかして、石器時代と現代くらい、差があるんじゃないか!?　などと一いつ瞬しゆん焦あせったのだが、シャルスティアのマジックアイテムって、パーティー用のジョークグッズかよって感じのものが多いことを思い返すと、妥だ当とうな数字だという気もしてくるのだった。

「いずれも、魔法五大国の名に恥じない、強力な魔法であると、肝きもに銘めいじられるのがよろしくてよ？」

　ほんの二週間ほど前、ソフィアとマリーと俺の三人で、ファルバザード三皇女とは模も擬ぎ戦せんなんてものをやったわけだが、あのとき俺たちシャルスティア側は正直だいぶ圧あつ倒とうされていた。

　それは俺たち三人の実戦におけるコンビネーションが、まったく練られていない未成熟なものだったせいもあるはずだ。

　とはいえそれを差し引いても、十分に手て強ごわいファルバザード三姉妹の長女をして、強敵と太たい鼓こ判ばんを押おさせる国々が、俺たちの前に立たち塞ふさがることを予想すると、空そら恐おそろしい気分にもなる。

「あ、ああ。忠告、痛み入るぜ」

　しかし、たとえどんな敵が現れようと、ビビッている場合ではないのだ。

「で、今から、ソフィアとマリーを助け出す……何か方法はあるのか？」

　俺はそんな決意を込め、ファルバザード三姉妹からアシエルまでをぐるっと見回し、尋ねた。

　空母が相手だとすると、単純に考えてこちらも軍隊を出動させたいところだが。

「残念ながら、シャルスティア王国においては、騎士団以外の常備軍はほとんど実用レベルにはありません」

　俺の意を汲くんで、アシエルが解説してくれる。

　が、実にしょぼーんな内容だ。

　言われてみればそもそも、アシエルの父親である宰相がクーデターを企んだ理由ってのが、シャルスティア王国のこういう呑のん気きなところがだいぶ気に入らなかったせいみたいだしなぁ。

「レーダーや監視衛星など、情報収集能力だけは最先端なのですがね。なにしろ、我わが国は国難の際には、空と海の女め神がみの加護を受ける二人の姫ひめ君ぎみと……その姫君に仕える神託の騎士、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスによって外敵を撃げき退たいするのが慣ならわしですので」

　なるほど……。さすが世界に名だたる魔法の王国、シャルスティアらしい国防策だぜ。

　ってつまり、ソフィアとマリーが敵の手に落ちてしまったら、完全な手て詰づまりって意味ですよねぇぇぇっ!?

「そうだ、魔ま法ほう制せい御ぎよチップを使おう！　あれなら空だって飛べるし、クリスと俺と……、ブリジッタたち三人の合計五人で行けば、空母とだって戦えるんじゃないかっ!?」

　まさかこんなすぐに、茜の部活が役に立つ事態が訪れようとは。

　でもこんな機会は、来ないなら来ないに越したことはなかったんだけどな。と、やや複雑な思いで、俺は提案する。

　戦力として見るとファルバザード三皇女は、相当に強力だ。本当に、こういうときには頼たのもしいことこの上ない。

「海上で飛行し続けながら戦うのは、多少の不安がありますわねぇ。こちらにも、足場となる船が欲ほしいところでしてよ。空母に乗り込んでしまえればいいのかもしれませんけれど……、敵にもわたくしたちと同程度の魔法を操る術者がいると考えるのが妥当ですわ。ここまで遠出して双姫様を攫おうというのですから、それ相応の戦力を整えてきているのでしょうし」

　ところが、ブリジッタは今回、自分たちを過大評価しようとはしない。

　自信と無む謀ぼうは同義ではないと、弁わきまえている様子だった。

　ファルバザード三皇女と模擬戦とはいえ剣けんを交えた俺としては、この三人の強さは心底骨身に沁しみているのだが。

　そんな彼女たちをしても、魔法五大国に名を連ねる術者には、十分警けい戒かいして当たらなければならないのだろう。

　なんて、ブリジッタに対し、俺は見解を改め感心したところだったのに……。

「いいじゃねぇか、とっとと突っ込もうぜ。相手にとって不足なしってなっ！」

　エルッカが、姉の深しん謀ぼう遠えん慮りよを台無しにする猪ちよ突とつ猛もう進しんっぷりを披露してみせる。

「阿あ呆ほうが。貴様だけ海の藻も屑くずとなって、ファルバザードの名に泥どろを塗ぬるがいい」

　だがすぐさま、妹のアリッサに蔑さげすみの視線を向けられてしまった。

「テンメェ……。温おん厚こうなオレだって、大たい概がい限度ってもんがあるぜっ!?」

「ウォーミングアップにはちょうどよかろう。相手をしてやるぞ？」

「もう、エルッカちゃんもアリッサちゃんも、ふざけている場合ではなくってよ？」

　妹二人の姉妹喧げん嘩かを、ブリジッタが諫いさめる。

　なんかこの三人の常にマイペースな会話を聞いていると、俺にとって四人もの大事な人たちが危機に陥おちいっているという事実を忘れて、緊きん迫ぱく感が薄うすれてしまうのが難点だな。

　とはいえこれが、ファルバザード三姉妹の不敵な強さの秘ひ訣けつでもあるんだと思う。

「船はすぐにご用意できます。三皇女様より、此こ度たびのシャルスティア訪問の連絡をいただいた時点で、各国に遠えん征せいする可能性を考こう慮りよして、相応の船せん舶ぱくをすでに手配済みでしたので」

　と、アシエルがここで、華麗にイケメンな発言をしてみせる。

　やっぱアシエルの計画を準備し、実行する手て際ぎわは本当に大したものだ。

　敵に回すと恐ろしく、味方であればこれほど頼もしい者たちが、こうして味方でいてくれる幸運を、俺は噛かみ締しめるのだった。

「アシエル、また今まで通り、力を貸してくれるんだな」

　湧き出でる嬉しい感情を抑おさえられず、俺はちょっぴり恥ずかしくも、男同士で見つめ合ったりなんかしてしまう。

「こちらこそ、よろしくお願いします。ミナトくん、クリスくん、雪花くん、アカネくん。本来は、ソフィア様とマリー様の前で、三皇女様に私の心の中を見通していただいたうえで、今一度忠誠の誓いを立てようと思っていたのですが……。順序が逆になってしまいました」

　アシエルも、少しはにかみながら、俺だけでなく、ここにいるみんなに、帰き還かんを報告した。

　アシエルは姫様たちへの忠誠を、その救出によって証あかしとする決意というわけだ。

　が、

「垂直離着陸機が空母に着ちやつ艦かんした模様です！　空母が移動を開始したとのこと！」

　そんなイイハナシダナー的な場面も、切せつ羽ぱ詰つまったパイロットの声に水を差されてしまう。

「早くしないと、逃にげられてしまいます！」

　クリスが焦しよう燥そう感露わに叫ぶ。

「無む闇やみに焦あせるのではなく、落ちついて考えた方がよいと思いますわ。双姫様は、誘拐されたのですから、暗殺ではなく、ね。犯人が、双姫様をすぐにどうこうするという心配はないのではなくって？」

　それをブリジッタは、冷静に制した。

　確かに、空母まで使ってくる誘ゆう拐かい犯はんが、身みの代しろ金きん目的というわけでもないだろう。

　犯人は、生きた状態のソフィアとマリーに、用があるのだ。

　一番可能性が高いのは、おそらく二人が世界でも有数の強大な魔ま力りよくの保有者であるため、ではないか。前回の事件で、アシエルたちがリアマを捕らえた理由が、まさにそうであったように。

　しかし、犯人の目的が魔力だとすると、桜子とモモはなぜ一緒に連れ去られたのかが、説明がつかない。

　一つ予測を立てると、また新たな疑問が浮うかんでしまう。俺たちだけが真実に到とう達たつできていないと言われているような、嫌な感じだ。

　それに……。生命の危険は少ないとの希望的観測は持てるとしても。

　他にいくらでも、悪い想像は逞たくましくすることができてしまう。

　うら若き、しかも相当ハイスペックな女の子が三人……いや、二人と、もう一人はマニア受けしそうな女の子が、捕らえられているのだ。

　俺だったら……、いやいや、凶きよう悪あくな犯人なら、そんな美少女たちを放ってはおかないのではないだろうか？

「おめぇ今、エロいこと考えただろ？」

「うぇぇぇっ!?　かかかかか、考えてませんよっ!?」

　エルッカに突とつ然ぜん指し摘てきされ、俺は口から心臓を吐はき出しそうになる。

　なぜだ!?　なぜバレたし!?　相手の身体に触れないと、ファルバザード三姉妹の能力は発動しないんじゃなかったのかっ!?

　目を白黒させる俺に、

「騎士様ったら、双姫様が辱はずかしめられるのを危き惧ぐしていらっしゃるのですわね？　その心配もありませんわ」

　ブリジッタが、俺の不安を取り除こうとでもしてくれているような発言をした。

「十中八九、誘拐犯は、双姫様の魔力目当てでしょうから。魔力というものは、しょ……である方が、格段にその威い力りよくが増すのですわ。ですので、敢あえてそれを貶おとしめるような真ま似ねをするとは、到とう底てい思えませんもの」

　だが、ブリジッタの声量は、どうも核かく心しん部分で急に小さくなってしまったのだ。

「え？　何だって？　ごめん、よく聞き取れなかった」

　失礼を承知で――状じよう況きようが状況なのだから些さ細さいなことを気にしてはいられない――俺は、ブリジッタに再度、発声を求める。

「ですから、しょっ……だとですわ」

　なんだというのだろう。またしてもブリジッタはわざと言葉を濁にごすように、声を途と切ぎれさせる。

「えっと……、すまん、もう一回」

　聞こえないのだから、しかたがない。俺はなおもブリジッタに、問わざるをえない。

　すると、

「姉様は、処女でなければ魔力の量と質は格段に低下するゆえ、誘拐犯がわざわざ双姫を凌りよう辱じよくすることはありえない、と仰っているのだ」

　アリッサが痺しびれを切らしたように、割って入ってきた。

「あ、アリッサちゃんっ！　そういう言葉は、大声で口にしてはなりませんわっ！」

「そうなのですか？　すみません、姉様……」







[image: ]







　ブリジッタに強い口調で言われ、アリッサはしゅんとなってしまう。

　な、なんだか悪いことをしてしまったな、二人に……。

　お育ちのよろしい姉妹の、意外にも初うい々ういしい一面に、俺は不必要にドキドキしてしまうのだった。

「アカネくん、魔ま力りよく充じゆう当とう済みの魔法制御チップは、魔法科学部の部室にありますか？」

「は、はいっ」

「ではそれと……。皆さん、他に必要な物があれば今、言ってください。一時間以内に手配します」

　俺と三皇女のやや脱だつ線せんしてしまったやり取りの横で、アシエルと茜の実のある応答がなされる。

「い、一時間もかかるのか？　その間に、空母に完全に逃げられてしまうんじゃ……？」

「我々の船は、最さい新しん鋭えいの高こう速そく艇ていです。空母の速度になら、すぐに追いついてご覧に入れますよ」

　俺の懸け念ねんも、アシエルは即そく座ざに晴らしてくれる。

　信じて、いいんだよな……？　今回も、頼むぜ？　アシエル。

「じゃ、じゃあ……、俺たちの着き替がえを、頼むわ」

　ポリポリと頬ほおを掻かきながら、バツが悪そうに俺は依い頼らいした。

　そう、この突とつ如じよ勃ぼつ発ぱつした緊きん急きゆう事態の中で、俺たちはまだ、コスプレ大会用の衣装を身につけたままだったのだから。

　こうして、ソフィア、マリー、桜子、モモ、四人の奪だつ還かん作戦が、開始されようとしていた。







第五章　奪還部隊、出動!?







　ヘリがシャルスティア本島の空港に着くなり、俺たちはすぐさま港へと向かった。

　アシエルが用意していた高速艇は、外観を眺ながめるだけでも相当にイケてる感じで、これならきっと上う手まくいくだろう、と期待させてくれるものだった。

　全長三十メートル以上ある、けっこう大きな船だ。サイズ自体は普ふ通つうのフェリーとさほど変わらないのだが、船首部分から流線型のカーブを描えがいているフォルムは、全体的に凹おう凸とつがなく、つるんとした印象である。

「ある程度の長期間、世界のどこでも活動できるように、生活空間としても、基地としての機能も充じゆう実じつさせています」

　アシエルってば、なんという欲ばりさん。グッジョブと言わざるをえない。

　魔法制御チップも無事、俺たちのもとに届けられ、他にも続々と、高速艇の中へと物資が積み込まれていくのだった。

　俺と茜あかねとコレットとクリスと雪ゆき花かはそれに合わせて、速そつ攻こうで船内に入り、アシエルが手配してくれた服に着替えを済ませたのは言うまでもない。

　また、驚くべきことに、そもそも魔法制御チップに魔力を入れるために必要な、魔法エネルギー変へん換かん抽ちゆう出しゆつ装置が、この船の一室には設置されているのだという。もしやこの船ってば、軍事利用する気満々だったとかいう裏事情でもあるのだろうか!?

　とはいえ、これが宰さい相しようの悪わる企だくみの一いつ環かんとして造られた船だったとしても、その備えがこうしてソフィアとマリーの窮きゆう地ちを救う唯ゆい一いつの手段となるのだとしたら、皮肉ではあるが宰相にちょっぴり感謝してもいいのかもしれなかったりなんかして……？　う～ん、複雑な気分だぜ。

　さらに、港に女王様と副女王様とその夫たち――つまり、マリーとソフィアのご両親が、姿を現した。王宮からリムジンを飛ばしてきたらしい。

「ミナト、アシエル、クリス、雪花……、それにファルバザードの皇女の皆さん、よろしくお願いします」

　青ざめた顔で、女王様が俺たちに頭を下げる。

　それは痛々しくて、直視するのが辛い光景だった。

「アカネとコレットさんまで、救出に向かってくれるのですか……。本来であれば、そのような危険を冒おかしてはなりません、と止めねばならない立場ですが……、どうか、どうか娘むすめたちを……、サクラコさんとトウイチロウさんを、救ってください……！」

　副女王様も前に会ったときの明るい表情は影かげを潜ひそめ、沈ちん痛つうな口調で言葉を絞り出す。

「娘たちに女神の加護を移い譲じようしてしまった私たちには、もはや戦う力は残っていないのです」

　女王様は悔しげに言った。

「我々も剣を取って船に同乗したいところだが、魔ま法ほう戦せんにおいては足手まといにしかならないだろう……」

「君たちに縋すがるしかないこの身が口くち惜おしい」

　かつては名うての兄弟騎士で、俺の親おや父じと親友だったというソフィアとマリーのお父さんたちも、口々に無念を語る。

「任せてくださいっ！　俺たちが絶対に、四人を助け出してみせますっ！」

　俺は断言した。

「もちろんですわ。こうして、魔法国家の監視者たるわたくしたちが参加しているのですもの。無法な振ふる舞まいを行う者は、わたくしたちにひれ伏ふすことになるのが、世の必定でしてよ！」

　続けてブリジッタも。

　ファルバザード三皇女がこの場にいてくれて、本当に心強かった。

　誘拐犯の空母の速度は約三十ノット、使い慣れた単位に直せば、時速五十五キロメートルってところだそうだ。

　対するこちらの高速艇は約五十ノット、時速九十キロメートルほどである。

　敵空母は、レーダーの反応により、約百キロメートル先を航行していることが判明していた。予想では、三時間もあれば、余裕で追いつけるはずなのだ。

　ついに準備が整い、俺たちは逸る気持ちを抑えつつも、意い気き揚よう々ようと出航した。




　ところが。

　シャルスティア本島の港を出てから全速で西へと進み、四時間が過ぎた現在、俺たちの視界に、空母は捉とらえられてはいなかったのである。

　初めの二時間ほどは、誘拐犯の空母は、こちらが想定していた通常の空母の速度で、航海していた。

　しかし、敵側も俺たちが追ってきたことに気付いたのだろう。そこから一気に、俺たちの高速艇と同程度にまで、スピードを上げたらしかった。

　それはもう、常識的な空母の速度ではないことになる。

「何らかの魔法によって、加速しているのではないかしら？」

　ブリジッタの指し摘てきに、

「こちらにも、マリー様がいれば、それくらい楽にできたでしょうに……！」

　クリスが、悔しそうに口元を歪ゆがめた。

　こちらの船の方が速いと思っていたのに追いつけない、実に歯痒い展開。

　しかも、誘拐犯の空母は、その気になればもっと速度が出せるのに、わざとこちらのスピードに合わせている素そ振ぶりさえ窺うかがえるのだ。

「このまま私たちを、どこかに誘ゆう導どうするつもりでしょうか？」

　雪花が訝いぶかしむ。

「自分たちに有利な場所に引き込んで、返かえり討うちにしようと？」

　アシエルも、思案に耽ふける。

「こっちの戦力相手でも、互ご角かく以上にやり合える自信ありってか！　おもしれぇっ！」

　エルッカは特に何も考えず、ただドンパチできれば満足といった風ふ情ぜいだ。

「愚おろか者ものめ、まだ敵の真意が掴つかめぬではないか。直接戦いを挑いどんでくるよりも、もっと狡こう猾かつで卑ひ劣れつな手段を用いてくるやもしれんというのに」

　妹のアリッサの方が、頭を使っているというのは、どうなんだろうなぁ。

　にしても、アリッサの言う通りなのだ。

　人ひと質じちを取られてしまっているぶん、俺たちの行動はかなり制限されてしまう。今だってこうして、すでに行き先を操られているのだ。

　たとえ単純にぶつかり合う戦せん闘とうになったとしても、抵てい抗こうすれば人質を殺すなどと脅おどされれば――敵側が実際には人質を生かしておかなければならない理由があったとしても――俺たちが相当の不利を強しいられるのは、明らかだった。

「それでも、とにかく私たちには、追いかけるしかないんですもんね……」

　茜が、深刻な表情のまま、ぽつりと呟く。

「モモも、サクラコも、ソフィアも、マリーも……絶対に助けるよっ！」

　コレットが、勇気を奮い立たせるように、力強く断言した。

　そのときだった。

「朧おぼろ部べ偲し乃のという方から、クリスくんに無線が入っています」

　計器に目を遣やったアシエルが、告げる。

「偲乃が!?」

　クリスが驚きつつも、ありがたそうに、顔を向けた。

「皆に聞こえるよう、スピーカーに流してもいいですか？」

「はい、お願いしますっ」

　アシエルからマイクを受け取りながら、クリスが答える。

　俺たちは全員、この操そう舵だ室しつに陣じん取どり、レーダーやら何だかわからない計器類やらに囲まれ、神経をすり減らす時間を過ごしていた。

　その重い空気を、一時なりとも吹ふき飛とばしてくれる効果が、この無線にはあった。

『クリス様、聞こえておられますか？』

「偲乃！　うんっ、よく聞こえてるよっ！」

　落ち着いた、安心感のある偲乃さんの声が船内に響ひびく。

　クリスだけでなく、俺も少し、ほっとした気分だった。

『なにやら大変な事態になってしまったご様子……皆様の無事と事件の解決を、私も心より願っております』

　学園寮りようの姫様たちの部屋に滞たい在ざい中である偲乃さんに、連絡が行ったのだろう。すでに偲乃さんにも、情報は共有されているらしい。

『聞きき及およんだところ、シャルスティアの王女様のみならず、硯すずり桜さくら子こ様と硯桃とう一いち郎ろう様が、何者かによって攫さらわれたのでございますね？』

「う、うん……」

　偲乃さんの口から、桜子とモモの名前が出たことに、わずかな違和感があった。

『それについて、私より皆様に、お伝えしておきたき話がございます』

　そういえば、偲乃さんが桜子とモモに会ったとき、少々不思議な反応をしていたのを、俺は思い出す。

『硯家というのは、私たち霊れい力りよくを用いる術者の世界では、誰もがその名を知る家系にございます』

　いきなり、偲乃さんは衝しよう撃げきの発言をしてみせたのだった。

『されど、硯家は百年近く前に宗そう家けが途と絶だえ、残る一族の者も散り散りとなってしまったと言われておりました。そのようなお血筋の方が、クリス様と同じようにシャルスティアの地に渡わたられていたとは……、何かの巡り合あわせなのでしょうか』

　桜子とモモの境きよう遇ぐうを、クリスになぞらえたのだろうか、偲乃さんは感かん慨がい深ぶかげに続ける。

『お二人が事件に巻き込まれていなければ、特に明かす必要もないこと……と思っておりましたが……。桜子様と桃一郎様が誘拐されたのは、そのお血筋のせいではないかと、私は考えております』

　思わぬところから、ソフィアとマリーだけでなく、桜子とモモまでが攫われたことに対する重要なヒントが、もたらされたみたいだ。

『クリス様、頭かしら木ぎ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎは此度の修しゆ業ぎようにて、すべてお教え致いたしました。それを存分に活いかし、皆様をお救いください』

　偲乃さんが、無線機越しに、クリスを鼓こ舞ぶする。

　クリスは、黙って、グッと力を込めて頷く。

　偲乃さんには見えていないけど、雰囲気で伝わったのではないか。そんな気がする。

『私は、ひとまず日本に帰国致します。このままシャルスティアの地に残ったとして、私にお役に立てることはなさそうですので。その代わり、日本で硯家についてなど、情報を集めてみようと考えております。日本で硯家の周りを嗅かぎ回っていた不ふ審しんな者がいなかったかどうか……』

　偲乃さんの、突然の帰郷を決意した発言に、

「わかったよ、偲乃。そうだね、それがありがたいかも」

　クリスは、ゆっくりと答えた。

　偲乃さんなりに、どうすれば俺たちの助力になるか、頭を捻ってくれたうえでの結論だとわかる。

『またいつか、クリス様にお会いできる日を、楽しみにしております』

「偲乃……、ありがとう。うん、いつかきっと」

　こうして、二人は慌ただしくも、しっかりと心を通わせ、別れを告げ合うのだった。




　空母との追いかけっこは、いつのまにやら、三日を越こえてしまった。

　初め、空母は南西へと針路を取っていたため、まさか南極大陸へ向かっているのか、などとも思ったのだが。

　ニュージーランドを越えた辺りで、西へと軌き道どうは修正され、オーストラリア大陸を抜けたところで、今度は北西へとまた向きを変えた。

「空母の目的地は……アフリカ大陸でしょうか？　さらに北上して中東という可能性もなくはないですが、現在進行中の方角ならば、やはりアフリカ……」

　アシエルが、計器と地図とにらめっこしながら呟つぶやくと、

「アフリカ大陸といえば、トランカナン共和国ですわね」

　ブリジッタが、納なつ得とくの表情で答える。

「トランカナン？　トランカナンに、向かってるのっ!?」

　コレットが、自身の故郷の名を聞き、強く反応した。

「ああ、もし到とう着ちやくするのがトランカナンだったら、そのときは頼むぜ？　コレット」

「うんっ、任しといてっ」

　四人が攫われて以降、皆と同じく沈みがちだったコレットが、生気の宿った瞳ひとみで俺を見つめ返してくる。

　敵が罠わなを張って待ち構えているかもしれない状況下で、現地に詳くわしい人間がいてくれるのは、本当に頼もしいかぎりだ。




　その後、各人の体調や精神状態を注意すべきだという意見が出され、俺たちは操舵室に入り浸びたるのを止めることにした。

　基本はアシエルがこの船のほとんどを管理していたが、アシエルが休息する際には交代でその任に当たった。

　人数分の個室もちゃんと用意されていて、さらには軽く身体を動かすくらいはできる大きさの部屋まであって、ホテル並みの設備が整った船内では、衣食住に困ることはまったくないのだった。

　だが、俺たちがこんなに快適に過ごしている一方で、ソフィアもマリーも、桜子もモモも、どんな扱いを受けているのかと考えると、胸を締めつけられる思いで、焦燥は募つのるばかりだ。




「ファルバザード皇国で、エルキシュ公国に縁えんのある人間が急に失しつ踪そうしたという話を聞いて、シャルスティア国内でも同様のことが起きていないか調査した結果が届きました」

　五日目に、みんなを操舵室に集めて、アシエルがそう切り出した。

「血けつ縁えん関係者もしくは本人がエルキシュ公国出身者で、魔法エネルギー開発研究所職員二名、プリムヴェール学園内の生徒三名、教員二名、王宮職員一名が、今週から消息不明となっています」

　アシエルによって発表された数字に、全員が固かた唾ずを飲む。

「ドンピシャだな、おい」

「こうまであからさまですと、もはや宣戦布告と受け取ってもよろしいのかしらね？」

　俺もブリジッタも、呆あきれ顔がおで応じるほかない。

「すでにスパイが、各重要機関に入り込んでいたというのですか？」

　雪花も不安そうに尋たずね、

「そうなるでしょうね。だとすると、我が国の数年……いえ、下手をすると十数年間の情報は、すべてエルキシュ公国に筒つつ抜ぬけだった可能性を否定できません」

　アシエルの答えは、事実深刻だった。

「これまた念入りな計画じゃねーかよっ、おいっ」

　エルッカの言こと葉ば遣づかいの悪さは、俺といい勝負だと思う。と、関係ないことをふと考えてしまう俺。

「元来我が国もファルバザード皇国も、鎖国をしているわけではありませんからね。特に、シャルスティアでは人間の出入国に関しては、犯罪者でもない限り、ほとんど規制を設けていなかった寛かん容ようさが裏目に出てしまった格好です」

　これまでスパイの存在に気付けなかった悔しさを、アシエルはそう言って紛まぎらわせる風情だったが、

「ですけれど、リアマ様……火山姉神様を巡る事件の詳しよう細さいや、スズリサクラコ、トウイチロウなる人物の、シャルスティアの方々さえ把は握あくしていない魔法の血統に関かかわる個人情報までが敵に渡ってしまっていた、となるとやはり魔法国として、国内機密のセキュリティが甘あまかったと言わざるを得ませんわねぇ？」

　ブリジッタもまた、ファルバザード皇国も同様にしてやられた悔しさを八つ当たりするように、アシエルに苦笑いを見せるのだった。

「それに、それだけのスパイがいたからこそ、コスプレ大会を狙ねらっての誘拐なども、起こせたのですよね」

　クリスが苦虫を噛み潰すように、吐き出す。

　まったくその通りだった。

　あんなにみんなが油断していた状況も、そうそうあるものではない。

　あれほどバカバカしいタイミングで、あれだけ大だい胆たんな犯行を行われてしまった屈くつ辱じよくを、俺たちは一生、忘れられないだろう。




　　　　　◇




　そして、俺たちが高速艇に乗り込んでから、ついに一週間になろうとしていた。

　七日目の昼過ぎ、アフリカ大陸の西岸が、近付きつつあった。

　誘拐犯の空母が、トランカナン共和国の領海内に、侵しん入にゆうして、数分後。

「空母がレーダーからロストしました！」

　アシエルの叫び声ごえが上がった。

「なんだそりゃ!?　潜せん水すい艦かんみたいに、海中に潜もぐったとかか!?」

「ありえます」

「水、あるいは風の元素に作用する魔法を用いれば、可能ですわね」

　てっきり冗じよう談だんのつもりで言ったのに、雪花とブリジッタに肯こう定ていされてしまう。

「電波的にも視覚的にも、幻術を用いて姿を隠かくしているかもしれんがな」

　おまけに、なぜか対たい抗こう心しんを剥むき出しにした感じで、俺はアリッサにギロリと睨にらまれてしまった。

「三十分もすれば、この船も空母が消失した海域に到達します」

　アシエルが、目標地点に着くまでの時間を即座に提示する。

「そこで奇き襲しゆうを受けるにしても、海の中を潜って空母を捜さがすにしても、臨戦態勢を整えておいた方がいいってわけだなっ！」

「魔法制御チップを装着しましょう！」

　俺とクリスは、瞬時にお互いの意図を汲み合うのだった。

「よしっ、俺も火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになっ……。って、ソフィアとマリーがいないと、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになれないじゃないかぁぁぁっ!?」

　すっかり失念していた。

　俺は、俺ひとりの力では、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスに変身できないのだということを。空と海の女神の加護を受けた二人の姫君、ソフィアとマリーとの儀ぎ式しきを行って初めて、俺は二人を守るための、神話級の騎士としての能力を授けられていたのだ。

　ソフィアとマリー、まさに要となる二人がいないと、俺たちシャルスティアの戦力は大おお幅はばなパワーダウンを避けられない。

　それを、今さらながら痛感する、俺なのだった。

　俺も、自分で魔力を溜ためた魔法制御チップをつけて、出しゆつ陣じんするべきなのだろうか？　なんか本末転倒っつーか二度手間っつーか、微び妙みような気分だが、そうも言っていられない。

「俺たちは、ソフィアがいてくれないと、空も飛べないもんなぁ……」

　シャルスティアの魔法体系が思いのほか不便であると気付かされて、どうにもげんなりしてしまった俺の背中を――。

　バシィッ！

　いきなり、茜が思いっ切りぶっ叩きやがって……。

「何しょげてんのよ、シャキッとしなさいっ！　その点、魔法制御チップには予あらかじめいくつか魔法の術式が組み込まれているから、便利でしょ？」

　いや、茜は俺に、喝かつを入れてくれたのである。

　宰相クーデター未遂事件以来、魔法科学の権けん威いである親父さんから集中講義を受けているのだろう茜は、すっかりそっち方面に詳しくなり見み違ちがえてしまった。

「そう、だよな。何つまんねぇこと考えてたんだ俺は……。今はただ、ソフィアとマリーを助けに行く。それだけだ！」

　茜に勇気をもらって、俺はじーんとしかける。

「だいたい、他人に魔法をかける度にキスしなくちゃいけなかったり、儀式のときには胸まで触さわらせなくちゃいけなかったりするだなんて、破は廉れん恥ちにもほどがあるわっっっ！」

　しかし、茜が付け加えた言葉にはなぜか多分に、個人的な不満が含ふくまれている様子だった。

　茜ェ……。せっかくかっこよかったのに、それをわざわざ、自分で帳消しにしちゃう女の人って……。

　と、そのとき。

『みなとヨ、ワラワガチカラヲカソウ』

　俺の脳内に、腕うで輪わ状態のリアマが直接、話しかけてきたのである。

「えっ!?　力を貸してくれる……って、どうやって!?」

『ソラトウミノメガミヲカイザイサセネバ、ワガオトウトノチカラハヒキダセヌ。シカシ、ワラワジシンノチカラデアレバ、イツデモみなとニヒョウイシカシアタエテヤロウゾ？』

「おおっ、火山姉神様の力を湊みなと殿どのがっ!?」

　クリスがリアマの提案に、羨うらやましそうに感かん嘆たんする。

　どうやら、リアマの声は、俺だけでなく、この場にいるみんなにも聞こえているらしい。

　よかった。俺が独り言を呟いている電波系の人に見えなくて……。

『トハイエ、デキレバギジテキニ、ゔぉるかえくえすノギシキヲオコナイ、ワラワノチカラヲシッカリトテイチャクサセタイトコロデアルガ……』

「それはつまり、ソフィア様とマリー様のダミーとして見立てられる人間が必要という意味でしょうか？」

　今一つわかりにくい神様側の都合を、雪花が俺たちにも理解しやすいように言い直してくれた。

『ウム。ソノモノガソラトウミノマリョクヲワズカデモオビテオルトナオヨイ』

「それなら、ソフィア様とマリー様が魔力を注入してくれた、魔法制御チップがあります！」

　茜が興奮気味に、チップを握にぎって振ふりかざしてみせる。

　自分が開設した魔ま法ほう科学部の活動が、こんなにもすぐに大車輪の活かつ躍やくをする機会に恵めぐまれ、嬉うれしくて堪たまらないといった表情だ。

　おめでとう、茜。俺も幼なじみが手て柄がらを立てるのは、素す直なおに誇ほこらしいぜ。

「言うなれば、火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルですね」

　雪花が、ちょっと洒しや落れたネーミングを披ひ露ろうする。

「『ソロル』って、ラテン語で『姉妹』って意味だよな？」

　俺も、すかさずドヤ顔で指摘したのだが、

「はわぁっ!?　湊殿の口から、なんとラテン語がっ!?　シャルスティアはっ、いえ、地球はっ、もう終わりですねぇぇぇっ!?」

　クリスに大げさに驚かれてしまった。

「クリスはそのうち、湊様に外国語の成績抜かれてしまいそうですね」

「そんな事態になったら、一生立ち直れませんっ！」

「ってどんだけみんな俺の成績悪いと思ってんの!?　別に赤点とかっ……たまにしか取ってないですよ？」

「ちょっとみんなっ、ふざけてないで、早く魔法制御チップをつけましょっ！」

　緊迫した雰囲気を和なごませようとした雪花とクリスと俺は、茜に叱しかられてしまう。

　というわけで。

　クリスが俺の魔力を注入した魔法制御チップを、茜がソフィアの、雪花がマリーのものを、それぞれ身につけた。

「で、どうすればよいのでしょうか？」

　雪花が淡たん々たんと問い、

「もしかして……、ソフィア様とマリー様がやるみたいに、湊が私と雪花の胸に手を触れるんですか……？」

　茜が頬を赤らめて、恐おそる恐る尋ねる。

『ウム。トウゼンデアル』

　リアマの答えに、

「ずるいっ！　二人とも！　……ではなくっ、それこそ破廉恥ではないですかっ！」

　クリスがなぜか顔を真っ赤にして、不満を露あらわにした。

「クリス、これは湊様のために、しかたのないことなのですよ？」

「そそそ、そうよねっ！　しかたないのよねっ、ソフィア様とマリー様は何度もやってるんだしっ！」

　やはり雪花は平然と、茜はテンション高く、言葉を返す。

「ま、マジか……。ほほほ、本当にいいんだな？　二人とも……」

　俺は、俺の手のひらの記き憶おくに、新しく美少女二人――いや、一人はそれほどでもない、べ、別にドキドキなんかしないんだからねっ――の胸の感かん触しよくが刻まれると知り、わずかに動どう揺ようするのだった。

「しかし、どこが胸だかちゃんとわかるのかな……」

　と、俺は思わず本音を口にしてしまった。

　雪花と茜は、我が軍の中でも屈くつ指しの貧乳戦力であるのだから。

　ゴンッ！

「ってぇ!?　グーで殴なぐったな!?　父さんにも殴られたことないのにっ！」

　ノータイムで、俺は茜の拳げん骨こつを食らう。

「みんな楽しそうだねぇ？」

「シャルスティアの皆みな様さまは、気き恥はずかしさと闘っておられるのですわ。あなたも、もう少ししたら、きっとわかりましてよ？」

「そうなの？　早く知りたいなぁ……」

　その横で、俺たちのかけ合いに絡からめずに寂さびしそうなコレットに、ブリジッタが要いらぬ解説を加えていた。

　俺の正面には、覚かく悟ごを決めた茜と雪花が頬を桜色に染め、並んで立つ。

　俺は、これまでとは異なり、マニアックな魅み力りよくが詰つまった二つの控ひかえめな胸に、両りよう腕うでを伸のばした。

　ふよっ。

　あっ……、女の子のおっぱいって、小さくっても全然、柔やわらかいじゃん……！　などと俺が、新たな女によ体たいの神秘に関する知識の扉とびらを開いた瞬間――。

　ブゥゥゥンッと、茜から青い、雪花から緑のオーラが、噴ふき上がる。

『ソラトウミノメガミノオットタル、ワガオトウトノケシンナルキシヨ』

　リアマの声が、厳おごそかに告げると、俺の意識が、軽くジャックされるような感覚。

『ホノオノイクサオトメナルワラワガ、チカラヲカシアタエン』

　俺の体内で、人知を超こえたパワーが爆ばく発はつした。

　ブォォォォォッ！

　真しん紅くのオーラが、俺を包つつむように燃え盛る。

　いつもより、ちょっぴり温かい気がする。リアマが抱だきついてきたときみたいな温ぬくもり？

　ちゅっ。

　すると、ワンテンポ遅おくれて。

　俺の左右の頬に、ふわりと、しっとりと柔らかな感触が……！

「んなぁぁぁぁぁっ!?　ゆっ、雪花!?　茜ぇぇぇっ!?」

　俺は二人に、ほっぺにキス、されてしまったのだった。

「はわぁ～～～っ!?　ずっこい！　今っ、もう変身してたじゃないですかぁ～～～っ！　キス、要らなかったですよねぇ～～～っ!?」

　クリスが憤ふん慨がいする。

「そ、そうだったかしらっ？　クリスの見み間ま違ちがいじゃないっ？」

　茜は焦った様子で、

「これは失礼しました。まったく気がつきませんでした」

　雪花は涼すずしい顔で、しれっと言ってのける。

　そんな少女たちの謎なぞのバトルを尻しり目めに俺は、火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルの状態をさらに確かめていた。

　己おのれの全身に纏まとっているオーラが、いつもよりわずかに、軽い感じがする。

　火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのときに比べ、ずっしりとした重じゆう厚こう感が足りないのだ。これって、戦いにも何らかの形で、影えい響きようするんだろうか？

　プロスポーツ選手の、使い慣れたシューズじゃなきゃ、バットじゃなきゃダメなんだよ的な不安が、じわりと脳のう裏りをよぎる。

「では、そろそろ外に出ましょう！」

　これから始まるであろう戦いに奮い立つクリスはそう言って、操舵室を後にしようとした。

「えっとね、クリス。湊の魔力を注入したその魔法制御チップには、聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオの術式も入力してあるから。自分の理想の、戦闘に最も適していると思える姿を頭の中に思おもい描いて。それで、クリスを守ってくれる、クリス専用の、オーラが実体化した鎧よろいが、発動するはずよ」

　いつになく真しん剣けんな口調で、茜が説明する。

「ありがとうございます、茜殿どの……！」

　感かん極きわまった表情で、クリスが茜に礼を述べる。

　そうだよな。自分専用の装備が貰もらえるって、すごく嬉しいよな。

「せっかくだから、今ここでやってみてはどうですか？」

　雪花に提案され、

「そ、そうだね、じゃあ……」

　満まん更ざらでもない様子で、クリスが承しよう諾だくする。

　ブォォォォォッ！

　まず、クリスの身体からだ中じゆうから、俺に近い赤色のオーラが迸ほとばしった。

　そのままクリスは瞳を閉じ、仁に王おう立ちの状態で、精神を統一する。

「はぁぁぁぁぁっ！」

　バシュゥゥゥンッ！

　気合の一いつ喝かつとともに、クリスのオーラが実体を伴ともなった形を成したのだった。

　修しゆ験げん道どうっていうよりは、神しん道とうの巫み女こ服――ただしミニスカバージョンって感じの、薄紅べに色のコスチューム。

「鎧っつーより、ここにきてまたしても、コスプレ衣装っぽいなぁ……。かっこいいけど」

　俺の正直な感想に、

「あんたのは、物理防ぼう御ぎよ以上に魔ま法ほう防御に対してより高い効果を発揮しそうだぜ？」

　言葉を被かぶせてきたのは、予想外にもエルッカである。

「そうだな。対魔法の質を持つオーラをビンビンに感じるぞ」

　アリッサが次女に同意するのを、俺は初めて目もく撃げきした。

　どうやらファルバザード三皇女も、魔法制御チップの性能に興きよう味み津しん々しんであるみたいだ。

「そうなのでしょうか……。私はただ、昔偲乃に見せてもらったことのある、頭木流の戦装束を意識してみたのですが……」

　クリスは戸と惑まどいつつ、そう答えるのだった。

「俺も今のうちに、やっておくかな」

　ファルバザード三皇女でも警戒する、未知の敵が待つ戦場に万ばん全ぜんの態勢で臨のぞめるよう、俺はオーラを最大出力で放出し、硬こう化かする。

「初しよ源げんには紅こう血けつの海　毀き撤てつには紅こう炎えんの空　締てい封ふう　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオ！」

　カッシャァァァァァンッ！

　俺はオーラが実体化した、真紅の鎧を装備した……のだが。

「ありゃ？　盾たてがない？」

　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオの象しよう徴ちようとも言うべき、大きな盾が、出現していないことに気付く。

　おまけに、鎧の厚さも薄いような……。機動力は削そがれないだろうが、防ぼう御ぎよ力りよくは、どうなの？

『ワラワハボウギョハスカヌ。ソノブン、コウゲキハキタイシテヨイゾ、みなと』

　リアマの声が、そう俺に告げる。

　か、神様の好すき嫌きらいで、仕様変へん更こうを余よ儀ぎなくされる火山神顕現騎士ヴオルカエクエスって……。

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、俺たちは操舵室を後にした。




　この高速艇には構造上、甲かん板ぱんというものがなく、側面と後方に外気に接した通路があるのみだ。

　俺たちはその側面通路の縁に並んで身を乗り出し、空母が突とつ如じよレーダーから姿を消したという海域に視線を投げる。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴッ……！

　数百メートル先の海が、渦うずを巻いていた。

　うわー、視覚的にも、わかりやすいお出で迎むかえだなー。

「「「輪を成せ　天てん蓋がいの蠱こ独どく　疾り舞え　巫幻三重翔バズイ・ランデヴ！」」」

　ファルバザード三皇女が、手を繋つなぎ輪になって、詠えい唱しようする。

　三人の足元から、金色の光が放たれ、そのまま三人はふわっと宙に浮かび上がった。

「先に出るぜ！」

　エルッカが代表して宣言し、三皇女は高速艇から上空に舞まい上がる。

「ボクもっ、ボクも戦うよっ！」

　その姿に、感かん銘めいを受けたのか、ここまで勝手が掴めない様子で大人しくしていたコレットが、参戦を表明したのだ。

「おおっ、さらなる加勢はありがたいぜ！　コレットは、海で戦えそうな魔物を召喚できるのか!?」

　俺は、期待を込めて尋ねる。

　まだ十二歳さいという幼さではあるものの、コレットは由ゆい緒しよあるトランカナンの召喚術の英才教育を受けた立派な召喚士なのだから。

「えっ？　……ううん、ボクの魔物は、みんなジャングルの中じゃないと元気が出ないかなぁ……」

　ところが、しばし考え込んだコレットは、がっくりと肩かたを落とし、しょぼーんとなってしまった。

　ざ、残念……。

「ま、まぁ、コレットの力が、この先絶対必要になるはずだからっ、今回は、またの機会に、ってことで……」

　落らく胆たんするコレットを、俺おれが慰なぐさめようとした、刹せつ那な――。

　ゴボッ。

　高速艇の周囲の海面に、異常が起こったのだ。

　ゴボゴボゴボゴボッ、ザバッ、ザバァッ、ザンッ！

　海面の色がたちまち黒く濁ったかと思うと、瘤こぶのような海水の塊かたまりがいくつも盛り上がる。

　おいでなすったか！　腕うでが鳴るぜっ！

　ニュゥッ、と。

　それらは、手足を生やし、異形の怪かい物ぶつとなった。海上がまるで地面の上であるかのように、二本の足で悠ゆう々ゆうと立つ。

　人間のように、四し肢しはついているのに、頭部がない。胴どう体たいも丸みを帯びていて、樽たるみたいだ。

　き、きめぇぇぇーーーっ！

　人間よりも、カエルに似ているかもしれない。手足の先には、水かきがついている。

　もちろん、成分はすべて海水と思われる。ただし、その色はどす黒く、汚お水すいのような異い臭しゆうを放ってさえいた。

　意気込んだばかりでアレだが、できれば接近戦は遠えん慮りよしたい気分になる俺である。

「姉様、穢え水すい精霊です。やはりこれは、暗黒精せい霊れい魔ま法ほう……！」

　アリッサが、一週間前にも指摘していた同じ言葉を口にする。

「腐くさり病毒満つるは死の必定　魂こん葬そうには紊びん乱らんなる　痩餓黒ブラン・ブラ法師ンディツシユ　！」

　ブリジッタが詠唱すると、ブリジッタの前に、漆しつ黒こくの人型の影が、ボゥッと現れた。

「流る転てんし続けるは石動いするぎ　忘ぼう我が楼ろう　起たちしろしめすは　咬劫灰トラン・ト居士ランセンド！」

　エルッカの前には、放送終しゆう了りよう後のテレビに映る砂すな嵐あらしのような、灰色の人型がノイズの走るホログラム映像のように、佇たたずむ。

「歓かん喜きせよ　祝福の杯さかずき　孔く雀じやく石の胎たい盤ばん　漕こぎ出ずる　茫爛白グラン・グラ虚子ンギニヨル　！」

　アリッサの前には、純白の強い光でできた人型が、降臨する。

「暗黒精霊魔法は、『黒き死ネーロ・エ滅姫ステイント』たるわたくしと属性が近いため、痩餓黒ブラン・ブラ法師ンディツシユのダメージが通るかわかりませんわ！　エルッカちゃんっ、アリッサちゃんっ、わたくしはサポートに徹てつしますので、殲せん滅めつをよろしくねっ！」

　ブリジッタが妹たちに乞こうと、

「おうっ、まかしとけっ！」

「おまかせください、姉様」

　エルッカとアリッサは力強く承諾した。

　一方。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……、ザッバァァァーーーーーンッ！

　数百メートル先の渦はついに、海面を割り、そこから巨きよ大だいな何かが徐じよ々じよに姿を現しつつあった。

　おいおい、あっちはずいぶんと、仰々しいじゃねーかよ……。

　で、でけぇぇぇーーーーーっ！

　それは、体長が三十メートルはあろうかという、イカだかタコだかの化物。

　無数の吸きゆう盤ばんのついた触しよく手しゆが、何本もウネウネと蠢うごめいている。

「クラーケンですわね。船はわたくしたちが守りますわ！　騎き士し様たちは、あちらを！」

　ブリジッタが素す早ばやく、俺たちに指示を飛ばす。

「く、クラーケンなんて怪物っ、本当に存在すんのかよっ!?」

　思わず叫さけんでしまう俺だが、この化物も暗黒精霊魔法によるものなのか!?　それとも、ここはトランカナンの領海……、まさか召しよう喚かん魔ま法ほうで呼び出されたのだろうか……!?

　やっぱり、あれと戦わなければならないんだよな？　ヌメヌメブヨブヨと気持ち悪さもかなりのものだが、巨大で強そうだ。

　なんて弱音を吐いている場合ではない。

「よっしゃっ、行こう、クリス！」

「はいっ！」

　俺とクリスは、同時にオーラを噴き上げ、空に駆かけ昇のぼる。

「んんん!?　よく考えたら俺っ、魔法制御チップなしで、飛べてるっ!?」

　宙に躍おどり上あがったところで、遅おそい疑問を呈ていする俺に、

『アンシンセヨみなと、ワラワノチカラデアル』

　リアマが教えてくれた。

「私たちは、船内に退たい避ひしましょっ！」

　茜が、適切な判断を下す。

「えーっ、ミナトたちが戦うの、見てたかったなーっ」

　が、コレットは悔しそうに渋しぶってみせた。

「コレット様にも、魔法制御チップをつけて差し上げればよかったですね」

　雪花がもっともな指摘。

「私と雪花よりは断然、実戦で役に立ちそうね」

　賛同する茜だったが、

「でも、今度コレットが戦いに加わるなら……、それはそれでちょっと心配だわ」

　最後はお母さんみたいな言葉をこぼしながら、コレットの手を引き船内へと戻もどっていくのだった。

　これで俺たちも、後方の憂うれいなしに存分に戦えるってもんだ。

　と、思った直後。

　一番船に近い位置にいた穢水精せい霊れいが、ついに行動に出た。

　ビュバァッ！

　頭部のない、首のつけ根とでもいう部分から、禍まが々まがしい黒い海水を、船体に向け放ったのである。

　シュワァァァッ、バシバシバシバシッ！

　瞬しゆん時じに、ブリジッタの痩餓黒ブラン・ブラ法師ンディツシユが、黒い霧きりのように自身を拡散させ、黒い海水を受け止め、受け流す。

「属性が近いということは、こちらにもダメージは通らないのが道理でしてよっ！」

　勝かち誇ったように、ブリジッタが言い放つ隣となりで、

「おらおらぁっ！」

　ギュゥゥゥゥゥンッ、ザシュザシュッ！

　エルッカの咬劫灰トラン・ト居士ランセンドが、左右から船に近付こうとしていた二体の穢水精霊にそれぞれ、両腕だけを何メートルも伸ばし、串くし刺ざしにする。

　パキィィィンッ！

　そして、咬劫灰トラン・ト居士ランセンドに貫つらぬかれた穢水精霊たちは、硝子ガラスが砕くだけ散ちるように、消しよう滅めつした。

「ふん、騒さわぐまでもない」

　ヒュッ、ザンッ、バシュッ、バシュゥンッ！

　アリッサの茫爛白グラン・グラ虚子ンギニヨルは、瞬間移動の如き速さで前方の穢水精霊三体を、己の腕と一体化している光の剣で斬きり伏せる。

　功を競きそうように、エルッカとアリッサは周囲の穢水精霊たちを次々と撃げき破はしていく。

　にもかかわらず。

　ゴボッ、ゴボゴボゴボッ！

　海面から無数に、新たな穢水精霊たちが、生まれ出てくるのだ。

　何しろもとは海水なのだろうから、原料は無限にあるということになる。

『みなと、イソゲ。エスイセイレイヲアヤツッテイルノハ、アノくらーけんデアルゾ』

　そこに、リアマのあまりにも重要な助言。

「マジか!?　うぉぉぉぉぉーーーっ！」

　ビュォォォッ！

　俺は、オーラの出力を最大にして、全速でクラーケンへと向かった。

「湊殿っ!?」

　ビュンッ！

　クリスも慌あわてて、俺の後を追ってくる。

『みなと、トナエヨ、ワラワヲケントナスジュモンヲ』

　リアマに命じられるや否いなや、俺の脳内に自動的に言葉が浮かんだ。

「聖せいなる炎ほのお充みたし内ない宮ぐうより　焦しよう誕たん焔えん晶しようせよ　紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイ！」

　パァァァァァンッ！

　俺の右手に嵌はめられた腕輪が、眩まばゆい光を放ち――。

　気がつけば、俺の腕には、リアマが化け身しんした神剣が握られているのだった。

「けどリアマ、あんな野生動物の親玉みたいな化物に、精霊なんてもんが操れるのか!?」

『ホンライナラバアリエヌ。シカシ、アノくらーけんハナニヤラマホウテキナキョウカヲホドコサレテオル』

　飛びながら、納得がいかず問う俺に、リアマがまたしても重大な返答をする。

「それって、何者かが、あの化物を魔法的に改造したってことかっ!?」

『ウム。オソラクオウジョタチヲサラッタレンチュウデアロウナ』

　そりゃそうだ。あんな化物を使って俺たちを妨ぼう害がいしようとする者の心当たりなんて、そいつら以外には浮かびようもない。

　海上に浮かび出たクラーケンの巨きよ体たいが、だいぶ接近してきた。

　すでに小島のようだが、それでもまだ半分以上は海中に潜ったままだと思われる。

　俺が手にしているのが並の剣だったなら突とつ撃げきを躊躇ためらうところだが、これはシャルスティアの火の神様、リアマが化身した剣なのだ。

　何も恐れることはない。このまま飛び込んで、一刀のもとに斬り伏せてやる！　俺が意気込んだ、刹那。

　ブシャァァァァァッ！

　クラーケンの口から、墨すみのように、黒い吹ふ雪ぶきとでも形容すべきものが、広こう範はん囲いに撒まき散らされたのである。

　ちゃんと冷気を伴っているし、おまけに毒のような、あるいは酸を浴びたような、ピリピリした痛みが、かすかに露出した俺の皮ひ膚ふまで届く。

　その攻こう撃げきの大半を、オーラと聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオで防いでいるというのに、だ。

『エスイセイレイケイノフショクレイキデアルナ』

「穢水精霊系の腐ふ食しよく冷気!?」

　聞き慣れない単語の連続に、俺は思わずリアマのセリフを反復してしまう。

　ブシュゥゥゥゥゥーーーッ！

　調子に乗って、クラーケンがさらに大量の穢けがれたブリザードを吹き荒あれさせる。

「ぐわぁぁぁぁぁっ!?」

　ピシッ、ビシィッ！

　これは、やばい！　この猛もう吹雪ふぶきに曝さらされ、現在リアマバージョンとなっている軽装の聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオに、所々ひびが入り、砕けそうになっているじゃないか！

　ブォォォォォォォォォォッ！

　俺はオーラの出力も最大限に上げ、抵抗を試みるも、そういつまでも耐たえられそうにはない。

「湊殿っ！　私の後ろにっ！」

　そのときだった。

　クリスが、俺とは異なり、まったく平然と、俺の前に盾となるように立ちはだかってくれたのである。

「クリスはっ!?　平気なのか!?」

「はい！　このオーラでできた装束のおかげのようです！」

　見れば、クラーケンが吐き出す黒いブリザードは、クリスの紅色のミニスカ巫女服とでも言うべき衣装に触ふれる寸前で溶とけ落ち、クリス自身は完全に守られているのだった。

　そういえばファルバザード三皇女が、クリスの装備は魔法防御に特に効力を発揮するって言ってたのは、こういう意味だったのか……！

「このまま突っ込みましょう！　ギリギリまで私の陰かげに隠れていてください！　そして止めは、湊殿がっ！」

「わかった、サンキュー、クリス！　いつでもいいぜっ！」

　クリスと俺は短い作戦会議を終え、息を整える。
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「「おぉぉぉぉぉーーーっ！」」

　俺とクリスは、重ねて雄お叫たけびを上げ、スタートを切った。

　バシャァァァンッ！

　海面に浮かぶように伸びていた、化物の触手が、突とつ如じよ俺おれたちを目がけ迫せまってくる。

　それらを掻い潜くぐり、俺とクリスは空中を疾しつ走そうした。

　ブゥゥゥンッ！

　回かい避ひ不能な触手が、左右から肉にく薄はくする。

　ズバァァァッ！

　ザシュゥゥゥツ！

　右をクリスが、左を俺が、同時にぶった切る。

「シャギャァァァァァッーーーーー！」

　クラーケンが、苦しみとも怒いかりともつかない咆ほう哮こう。

　ここまで接近できれば！　俺たちはクラーケンの斜ななめ頭上、このまま落下していくだけで直ちよく撃げきするような位置まで、辿たどり着ついた。

「あとはまかせろっ！」

　今この付近には、もう黒い吹雪も舞ってはいない。

　俺はクリスの背後から飛び出し、リアマの神剣を振りかざす。

　クラーケンの頭部――タコやイカの頭に見える部分は実際には胴体なのだそうだが――へと、俺は突っ込んでいく。

　ところが。

　ビュァァァッ！

　俺が意識していなかった、下方から一本の触手が、高速で俺を薙なぎ払はらおうと、突つき出されていたのだ。

　致ち命めい的てきな油断だった。気がついたこの時点で、死の予感がよぎるほどの。

「なにぃぃっ!?」

　まずい！　避さけられなっ――!?

　俺は、直撃を覚悟し、衝撃に備え全身の筋肉を収縮させ身構える。

「頭木流奥おう義ぎ一の太た刀ち、絶ぜつ殊しゆ無む極ごく！」

　ヒュンッ。

　俺の後方から足元を抜ぬけて、軽い素振りの音が、通過した。

　だがそれは、クリスが繰くり出した神速のオーラの刃やいば。

　ズッバァァァッ！

　俺にぶち当たるはずだった触手は、真っ二つに切断されていた。

「今です！　湊殿ぉっ！」

「うっおぉぉぉぉぉっ！」

　俺は、渾こん身しんの力を込めて、神剣を振り下おろす。

「暁あかつきの睥へい睨げい　焔ほむらの轍わだち　絢けん爛らんたる冥府へと誘いざなわん　灼華閻獅咆斬レヴイルバルタザン！」

　同時に俺は、無意識のうちに詠唱していた。

　瞬しゆん間かん、人間には及びもつかない、リアマの莫ばく大だいな魔力が、刀身から爆はぜる。

　ッドオォォォォォォォォォォォォォォーーーンッ！

　神剣は長大な炎の柱となり――。

　巨大な海の化物を、焦こがし、溶よう解かいさせ、蒸発させ、すり潰つぶしていった。

　消炭のようになった触手が何本か形として残ったが、それも深く海中へと沈しずんでいく。

「やりましたね、湊殿」

　クリスが、俺のもとへと降下してくる。

「ああ、本当に、クリスのおかげだよ」

「いえそんな……。でも、このような人の次元を超えた戦いで初めてお役に立てて、嬉うれしいです」

　クリスの達成感の滲にじんだ表情が、言葉にするまでもなく、それを物語っていた。

　すると。

　チカッ、チカッ、チカッ。

　クリスの両手足首と、額と胸につけられた魔法制御チップが、赤い光を点てん滅めつさせ始めたのである。

「魔法制御チップのエネルギーが……！」

　クリスが焦ったように、言う。

　切れかかって、いるのか？　それを教えてくれる便利な機能まで、備わっているとは。

「急いで船に戻ろう」

「はいっ」

　俺とクリスは、高速艇へと、踵きびすを返すのだった。




「おうっ、やったなっ！」

「お見事でしたわ、騎士様も、女騎士様も」

「姉様がそう仰おつしやるからには、我も褒ほめてやろう」

　船の屋根部分に佇むファルバザード三皇女から次々と、俺とクリスはお褒めの言葉を頂ちよう戴だいする。

　すでに、辺りに穢水精霊たちの姿はなく、三皇女の化身三体も見当たらない。戦せん闘とう終しゆう了りようと判断し、その任を解いたのだろう。

「そっちも、被ひ害がいゼロの完かん封ぷう勝利みたいだな」

　高こう速そく艇ていに傷一つつけることなく守ってみせた三皇女を、俺も労ねぎらった。

「穢水精霊自体はさして強くないものの、数が多くて辟へき易えきしましてよ」

「ほとんどモグラ叩たたきだったよなぁ」

「単純作業は飽あきが早いのだ」

　ブリジッタもエルッカもアリッサも、そんな感想を述べる。

「はっ!?　で、結局、空母はどこにいるんだっ!?　まさか、海ん中を潜って、捜さなきゃいけないのかっ!?」

　本来の目的である、ソフィアとマリーと桜子とモモを攫った空母の存在を、俺はようやく思い出し、叫ぶ。

「そうですわね。アリッサちゃんの未来視と遠えん隔かく視も使って、捜してみましょうか」

　おおっ、ファルバザード三皇女の千里眼能力、やっぱ頼たよりになるっすなぁっ！

　ブリジッタの申し出に、俺がパァッと希望を見み出いだした、そのとき。

　ザッバァァァーーーンッ！

　突如、周囲の海が、爆発のような飛沫しぶきを上げたのだ。

　現れたのは――。

　五メートルくらいはある、巨大なエイのような化物が、上空に浮ふ遊ゆうしている。

　同程度の大きさの、うねうねと細長い、不気味な深海魚みたいな化物が、海面から顔を覗のぞかせている。

　他にも、ウミウシのようなもの、ヒトデ、クラゲ、サメ、とにかく海洋生物の化物が、ざっと見て数十匹ぴき、俺たちの高速艇を取り囲んでいた。

「なっ、なんじゃこりゃぁぁぁっ!?」

「新手の敵ですか!?」

「おいおい、マジかよ」

「これは、盛大な歓かん迎げいですこと」

「残業手当は、出るのでしょうか姉様？」

　俺たちは茫ぼう然ぜんと、一いつ瞬しゆんにして展開されてしまった地じ獄ごくのような光景を、眺めるしかない。

　クリスの魔ま法ほう制せい御ぎよチップの魔力は、ほぼ残量ゼロ。

　俺も大量の魔力を消費した状態で、正直しんどい。

「姉貴、あとどれくらい持ちそうだ？」

「どうですかしらね。もうこの一戦だけなら、負ける気はしませんけれど」

「敵は召しよう喚かん系です。エンドレスで出し続けられると、厄やつ介かいです姉様」

　船を守りながら戦ってくれていたファルバザード三皇女も、消しよう耗もうが激しそうだ。

　それに、交戦したとして、これだけの数の化物相手に、俺たちの船が沈まずに済むとは、とうてい思えない。

　この中のどれか一匹でも、船底に体当たりすれば、高速艇はあっけなく海の藻も屑くずと成り果てるだろう。

　船内には茜も雪花もコレットもアシエルもいるし、この船自体、俺たちの前線基地みたいなものなのだ。

　この船を失うダメージは、俺たちにとって、致命的にデカい。

　姫ひめ様さまたちを救出するため、せっかくここまで、遥はるかトランカナン共和国まで、来たってのに。

　俺たちはいったい、どうなってしまうのだろうか……!?







エピローグ







　空母は、海底深くに潜せん航こうしていた。

　精霊の働きによって、もちろん浸しん水すいなどしない。

　いや、実は海中ではないのかもしれない。

　周囲に一いつ切さいの光はなく、ここはすでに、もしや大陸の地中だろうか？　だとすると、やはり精霊の力によって、空母は固い岩がん盤ばんの内部をそれこそ液体の中であるかのように、自由に進んでいるのだった。

　窓が一つもない、分厚い壁かべに囲まれた息苦しい室内に、ソフィア、マリー、桜さくら子こ、桃とう一いち郎ろうの四名は閉じ込められていた。

　狭せまいベッドが二つ。

　四人は少しずつ距きよ離りを取りながら、俯うつむきがちにベッドの上に腰こしかけていた。

　夜は二人ずつ、寄より添そうように寝ねないと落ちてしまう。

　トイレとシャワールームはあるにはあるが、やはり狭く防音効果は薄うすい。プライバシーなどないに等しく、それは思春期の少年少女たちを思いのほか苦しめる。

　そんな窮きゆう屈くつな日々を、もう一週間も余儀なくされ、四人は精神的にも肉体的にも、だいぶ疲ひ弊へいしてしまっていた。

　静せい寂じやくに包まれた重苦しい空気を、唐とう突とつに破るものがあった。

「食事だ」

　壊こわれたスピーカーからでも出ているような、機械か人か判別のつかない重低音の声。

　ニュウゥッと、つるりとコーティングされた感じの、ゼリー状の汚お泥でいのような黒い人の形をした何かが、床ゆかから四体出現し、テーブルの上に食料が載のせられたトレーを置く。

「いいかげん、はっきりさせぬかっ！　私たちをどうするつもりじゃっ!?」

　汚泥人形ではなく、厳重に鍵かぎのかけられた扉の方に向かって、ソフィアが叫んだ。

　しかし、その問いに答える者はいない。

　そしてまた汚泥人形たちは、ニュウゥッと溶けるように床の下へと沈んでいく。

　四人にとっては、もはや見慣れた光景だった。

「あれ……、瘴しよう地ち精霊って言うんでしたっけ？」

　何か喋しやべらないと、気持ちがもたないとでもいった様子で、桜子が誰だれにともなく問う。

「ええ、暗黒精霊魔法によって、使し役えきされる魔ま界かいの精霊です」

　マリーが、同じく気を紛らわせるように、返答した。

「あんなふうに壁も床も通とおり抜けられたら、便利ですよね」

　桃一郎も、こんな状況下には似つかわしくない、のんびりとした感想を敢あえて口にする。

「この部屋を造っておる金属も、大地を成す元素の一部であるからのぅ。やつらにとっては朝飯前じゃ」

　浮かない顔ながらも、ソフィアが解説してみせた。

　話を聞きながらも、桜子と桃一郎は、できるだけ二人の王女に視線を向けないようにしている。なぜか？

　ソフィアとマリーの首には、屈くつ辱じよく的てきな金属製の首輪が、不格好にも嵌められているのであった。

「暗黒精霊魔法といえば、エルキシュ公国の専売特許であるが……解せぬ。何な故ぜ私たちを、このように拉致したのか……」

「エルキシュ公国の女大公様は、閉へい鎖さ的てきではあれ、他国との争いを好まない方だと聞いていましたものね」

　できるだけ意識しないように、二人は言葉を交かわすのだが、時折ついつい首輪に指をかけてしまったりしている。

「それにつけても忌いま々いましいのはこの首輪じゃ！　これさえなければ、このようなオンボロ船、一瞬にして抜け出してみせようものをっ！」

　とうとう我が慢まんならなくなったらしいソフィアが、悪態を吐く。

　だがそのセリフも、数日間ですでに何度か口にしているものだ。

「魔力を封ふうじる金属で造られた、縛いましめの首輪ですものね。こんなものを用意しているのですから、私とソフィアを初めから狙っていたことに疑いはありません。でも……」

　言いながらマリーは、視線を泳がせ、首を傾かしげる。

「なんで、魔法なんてまったく関係ない、私たちまで、姫様たちと一いつ緒しよに……ですか？」

　桜子が、マリーの疑問を代弁した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　きっと湊みなとさんたちが、すぐに助けにきてくれます！」

　不意に、桃一郎が、低下した皆みなの士気を高めようと発奮してみせる。

「モモは、やはり男の子じゃの」

「トウイチロウさんがいてくれて、心強いです」

　自分たちより何なん歳さいも年下の、一時の近衛騎士見習いに、ソフィアとマリーは目を細め、

「それまで、私たちもがんばらなくちゃですねぇ～」

　桜子は、こんなときにもまったりとしたいつもの口調で、にゅふふんっ、と癖くせのある笑みをつくるのだった。








ＥＮＤ









あとがき







　さてさて、ライトノベル作家と名乗れるようになってもう二年目、いつまでも新人気分ではいられない、そんなふうに感じる今日この頃、糸いと緒お思し惟いです。

　ということで、あとがきのノリも今までよりフランクかつフレンドリーに進めてみたいなどと思ってみたり。それでも僕のあとがきはなぜか一枚であることがホントに多い……、いやまぁ短くて済むのは書くことに困らなくてありがたいんですけどね？

　ってわけで今回も、担当の南部さん、イラストを描いてくださっている三さん色しよく網あみ戸ど。先生、ありがとうございます！　そしてこうして五巻までお付き合いくださっている読者様、感謝感激です！　今回は第二部、魔法五大国編がスタート！　ということで、けっこうテンション高めに筆が進んだかな？　と自分では思っております。また、作家として巻を追うごとに成長できているのではないか？　などと自分では身の程も弁えず思ったりなんかしてしまっていますので、四巻まで読んだことのない読者様もぜひ、今手に取っておられます五巻からでも、この突然騎士になってムフフワールドを楽しんでいただければ幸いです。







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


糸緒思惟先生／三色網戸。先生
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